


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




序章　二人の姉

第一章　二匹の猫

第二章　天使のバスガイド

第三章　混浴の旅館

第四章　天使の乳

第五章　悪魔の乳を揉め

終章　天使と悪魔

あとがき







[image: ]







序章　二人の姉







　天使の世界も人間の世界も、劇的に違ちがいがあるわけではない。

　新米の天使ルミエルは、たっぷり胸むな元もとの開いた白いモンロードレスに一メートルオーバーの超ちよう乳にゆうを収めて、七階までつづく螺ら旋せん階段の手すりを拭ふいていた。

　天使といっても、自分は四年め。

　四年前にここに来たばかりだ。天使の世界だからといってゴミがたまらないわけではないし、もちろん、部屋の掃そう除じだって必要である。

　手すりを拭くたびに、ゆさゆさと特大の乳ち房ぶさが揺ゆれる。まるで胸に実った双ふたつのスイカが、エッチな乱らん舞ぶをくり返しているみたいだ。

　ルミエルは、あまり自分の胸が好きではない。

　かつて人間だった時も好きではなかった。むしろ、嫌きらいだった。双ふた子ごの姉は平気だったようだが、自分はいつも胸が小さくなればよいと思っていた。減胸手術を考えていたこともある。

　でも――かわいい弟がほんの少しだけ、コンプレックスを軽くしてくれた。

《お姉ちゃんのオッパイ、大好き》

　ルミエルは、首に掛かけたロケットを開いた。平へい凡ぼんな、でも明るい目の男の子が写っている。

　最愛の弟。

　早くに母が離り婚こんしてから、自分と双子の姉が母親代わりをしてきた。かわいい弟であり、かわいい子供であり、かわいい年下の恋こい人びとであった。

　人間をやめて天使になる時、最後まで禁を犯おかして言うべきか悩なやんだ。理由も告げられずに行方ゆくえ不明になるしかなかったのが、つらかった。

（ごめんね）

　ルミエルはロケットに口づけをした。

（お姉ちゃんのこと、許してね）




　同じ頃ころ――悪あく魔まの世界で、ルミエルに似た面おも立だちの女がアーロンチェアに腰こし掛かけていた。黒い大理石の床ゆかに黒くろ塗ぬりの長大なデスクと椅い子すの組み合わせは、社長室の趣おもむきである。

　悪魔は、巨きよ大だいな翼つばさを背中に折おり畳たたんで椅子に寄より掛かっていた。黒いビキニに包まれた巨大な乳房が、ロケットのように突つき出だしている。ルミエルに勝まさるとも劣おとらぬ超乳だった。軽く一メートルは超こえている。
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　悪魔の総そう帥すい、ベルゼバブだった。手下からはベルゼ様と呼ばれている。

　ベルゼバブは、ときおり超乳を揺らしながら、フォトフレームを眺ながめていた。フレームには、超乳の双子と、その弟が写っている。

　小学六年生の男の子を指先で撫なでると、ベルゼバブは、フォトフレームをその巨大な胸に押おしつけた。







第一章　二匹ひきの猫ねこ







１




　白色の照明が、夜のプライベートプールの底を照らしだしていた。女の腰こしのようにくびれた小さなプールの中で、双子のビキニ女がアフロヘアの男に巨乳を押しつけていた。

　豊満な胸のふくらみが、赤い三角ビキニからはみ出しそうになりながらアフロヘアの男の脇わき腹ばらにこすりつけられている。

　ずりゅっ、ずりゅっと乳房が押しつけられるたびにビキニがずれて、下から生乳が飛び出しそうになっている。その素す肌はだに、揺らめく水面が波打つ市松模様を浮うかび上あがらせている。

　在あり原はらレオナルドは、二人の美女の背中に腰をまわして乳房をつかんだ。パツンパツンの弾だん力りよくが、両手の中に弾はじけまくる。

　美女が艶なまめかしい息をもらして、いっそう胸を押しつけた。

　レオナルドは微び笑しようを浮かべながら、己おのれの手とその手に揉もみしだかれた乳房に目をやった。

　美しい双子をものにできたのは、この手のおかげだった。

　一カ月ほど前にメフィストフェレスと名乗る悪魔と契けい約やくして、レオナルドは悪魔の手の持ち主となったのだ。

　その手で胸を揉めば、揉まれた女は自分の傀儡くぐつとなる。おまけに巨乳にできる。ハーレムもやりたい放題である。某ぼう男おとこのせいでシンクロナイズドスイミング部の女たちを失ってしまったが、この手があれば巨乳女に不自由することはない。

　ただ――残念なのは、悪魔様との出会いの機会が得られないことだ。

　今手にしている美女は確かにいい女だが、悪魔様ほどではない。メフィストフェレスからブロマイドを見せられた時、その砲ほう弾だんのように突き出した超乳に自分は一ひと目め惚ぼれしたのだ。

（あのようなすばらしい乳に惚ほれないオッパイ星人はいない。二重否定）

　両手で双子の巨乳をこねまわしながら、レオナルドは独語した。邪じや魔まさえ入らなければ、一カ月前に二匹の魔ま物ものの胸を悪魔の手で揉んで、ご褒ほう美びに悪魔様とデートするはずだったのだが……。

　悪魔様とデートするためには、魔物を見つけなければならない。

　しかし、魔物は夜明けから午後九時までは、人間の姿に化け身しんしている。午後九時以降、化け物の姿に戻もどるが、なかなか化け物姿は拝めない。かといって人間の姿から見み抜ぬくのは不可能に近い。

　魔物は、人間と悪魔の中間形である。正体を突き止とめるには、年ねん齢れいの回数だけ乳を揉むしかない。そのために手て当あたり次し第だいに美女を揉みまくってきたのだが、結果は傀儡が増えてハーレムが増強されただけであった。それはそれで幸せなのだが、やはり、あの超乳が一番なのである。

（なんとかして魔物を見つけられないか……）

　ビキニの乳房を激しくわしづかみにすると、美しい双子が嬌きよう声せいをあげた。と同時に、プールサイドに置いたケータイが鳴っていた。

　発信元は、公衆電話だった。

「身元不明の電話に警けい戒かい心しんを懐いだかない男はいない。二重否定」

　二重否定をぶつけると、

「魔物を捕つかまえたいなら、性感ヘルス『ボインクラブ』のせりなという女を当たれ」

　聞いたことのない男の声が聞こえた。

「誰だれだね、君は」

「君の幸せを願う者だ」

「怪あやしさ百パーセントだな」

「信じる信じないは、君の勝手だ。だが、女は決して九時以降は出歩かないし、人とも会わない。チャンスを逃したくなくば、八時四十五分に店の裏の通りで待て」

　電話は唐とう突とつに切れた。妙みような電話である。

（君子危あやうきに近寄らず。スルーは人を幸せにする）




　――一時間後、午後八時四十五分。

　レオナルドは桃とう泉せん市しの歓かん楽らく街がいに来ていた。冗じよう談だんだろうと思ったのだが、冗談にしてはあまりにも真実を知りすぎている。魔物が九時以降出歩かないことを知っているのは、人間の中では自分と夢ゆめ人としかいない。

　謎なぞの電話が告げた通り、せりなという巨乳女は店の裏通りに姿を見せていた。繁はん華か街がいのホテルのきわどい光の群れから離はなれて、碁ご盤ばん目め状の道を歩いていく。

　ノーブラなのか、赤いカットソーに包まれた乳が、よく弾はずんでいた。ハイヒールを響ひびかせるたびに、プルンプルンと若々しく上下動をくり返している。

　お店のホームページで確かく認にんしたところ、バストサイズは九十八センチのＧカップ。さばを読んで、実際は九十五センチのＦカップというところか。

　しかし、巨乳風ふう俗ぞく嬢じようにしては珍めずらしくウエストが細い。

　魔物の条件だった。世には胸もでかいが腹もでかいプランパーというものが存在するが、プランパーは魔物ではない。魔物は巨乳でスタイルがいいのだ。

　女は早足だった。

　急いでいるのは、午後九時が迫せまっているからだろうか。それとも、約束があるのだろうか。

　レオナルドは、パスケースに挟はさんだブロマイドを取り出した。

　強く牛のように突き出した角に、燃えるような赤いショートヘアー。南太平洋の民族のように、顔を彩いろどるペイント。ずいぶんと迫はく力りよくのある女の悪魔である。しかし、迫力のあるのは、顔だけではなかった。胸元から斜ななめ下したに向かって、鋭するどくロケットみたいに超乳が突き出していたのだ。

（待っていてください、ベルゼバブ様。このレオナルドが、今魔物の胸をさわってみせます）

　女が路地を曲がってアパートに到とう着ちやくすると、レオナルドは一気に距きよ離りを詰つめた。

「魔物ですね」

　いきなり後ろからささやく。

　振ふり返かえる前に、女は悩ましい悲鳴をあげていた。レオナルドの両手が、赤いカットソーの上から乳房にめり込んでいた。

　何人もの男たちを楽しませてきた乳房が、年とし端はもいかぬ高校生の手に揉まれて激しく変形している。

　しかも――手は何度も乳房を揉みまくっていた。

　ぎゅうっ、ぎゅうっと両手の中から弾けそうな勢いで双つの肉につ塊かいが揉まれ、指の間からあふれ出していく。

「なっ、何すんの！　警察に――」

　女は悶もだえた。

　レオナルドの手は、高速にＦカップのふくらみを揉みつづけていた。揉まれて乳房のふくらみが張りつめ、両手の中ではちきれそうにふくらんでいく。

「二十三、二十四、二十五――」

　レオナルドは冷静に回数を数えていた。

　そして突とつ然ぜん――女は、あぁぁっと絶頂のような声をあげていた。赤いカットソーが破れ、レオナルドは後方に吹ふき飛とばされた。

　人のいないアパートの前で、薄うすい煙けむりが立っていた。

　カットソーを着ていた風俗嬢は、恨うらめしそうにレオナルドを振り返った。レオナルドは、思わず半歩退いた。

　上半身は元のままだった。むしろ半はん裸らになった分、艶かしさが増している。しかし、その下半身は――蛇へびの鱗うろこを見せつけながらとぐろを巻いていた。

　女は半人半蛇の怪かい物ぶつ、エキドナだったのだ。

「悪魔の手……」

　女が唇くちびるを噛かみ、レオナルドは欣きん喜きに飛び上がった。

　やった！

　ベルゼバブ様、やりました！

　自分はこの悪魔の手で、魔物の悪魔化に成功したのです！

　女が恨みがましい目で見つめる中、レオナルドは夜道に走り出していった。そのレオナルドを――近くの電信柱の影かげから見つめている男がいた。

　白衣に黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけた、長身の男である。男は人差し指で眼鏡のブリッジを押しあげると、満足そうにつぶやいた。

「うまくはまってくれたな。さて、次はどう踊おどるか……」




２




　清せい条じよう院いん学がく院いん高等部二年Ｆ組の教室で、担任の水みず野の雪ゆき絵えが明日の研修旅行について確認の話をしていた。相変わらず大きなバストが、ベージュのニットから弾けそうになっている。

　綺き羅ら星ぼし夢人は、ケータイを開いた。

《教室の外で待ってる》

　かわいい従妹いとこからのメールだ。グラウンド側の窓に顔を向けると、桐き生りゆう理り沙さが切れ長の目を向けていた。担任に負まけず劣らずの立派なバストが、制服の白いブラウスを押しあげている。

　視線が合うと、理沙は赤面して顔を背そむけた。わかりやすい幼おさな馴な染じみだ。

　夢人は、自分の手を見た。

　一カ月前には、知能線と感情線に挟まれたエリアに神秘星――感情線の支線と運命線と太陽線が三つ重なってできる星印――があったはずなのだが、すでに消えていた。

　もう天使の手でなくなって一カ月経たつ。時々、あれは夢だったのではないかと思うことがある。乳輪教会の奥おくの天使像のある洞どう窟くつも、今は閉ざされている。

　きっかけは悪友レオナルドと乳輪教会を訪おとずれたことだった。そこの謎の祠ほこらで天使像の胸をさわったことから、すべては始まったのだ。

　罰ばつとして、夢人とレオナルドは天使の呪のろいに掛けられてしまった。三日以内に魔物を見つけ出し、その胸を年齢分だけ揉みしだいて人間にするという責務を負わされてしまったのだ。

　できなければ肌はだは魔物の肌に変わり、自分たちが魔物になってしまう。

　レオナルドは悪魔と契約し、悪魔の手の持ち主となることで天使の呪いから離り脱だつしたが、夢人は最後まで天使の手を貫つらぬいた。結果、結ゆ奈なと理沙が魔物であることを突き止め、二人の胸を年齢分だけ揉んで人間にすることに成功したのだ。

　天使からは一人しか人間にできないこと、一人人間にすればもう天使の手は消えてしまうこと、二人以上同時に人間にしようとすると自分が死んでしまうことを告げられたが、なぜ二人の胸をさわったのに自分が死ななかったのか、今でもわからない。

　ともあれ、あの事件で三人の仲は前よりも親密になった。理沙はよく泊とまりに来るようになったし、結奈ともよく背中を洗いっこしている。三人とも三人それぞれの気持ちに気づいているが、円満な仲良しの関係がつづいている。

　ちゃんと一人選ばなきゃだめかな。

　そう思うこともある。でも、今のままの緩ゆるい関係でもいいかな、という気持ちの方が強い。三人を二人にするのは簡単だが、二人になったからといって幸せが来るわけではない。特にそれぞれに強い排はい除じよと独どく占せんの意志がない場合は――。

　一人を選んで誠実を誓ちかえば、残った一人が排除される。排除されれば、選ばれた側も申し訳ない気持ちになってしまう。学校でも、自宅近くでも、三人の関係はぎくしゃくしてしまうだろう。結奈と理沙のことを考えるなら、緩い三角関係をよしとするのもひとつの勇気だ。

　――いや。単純に二人に胸を押しつけられる状じよう況きようを引ひき延のばしたいだけなのかもしれないが。とかく欲望は、言い訳をしたがるものだ。

　ガタッと椅子を引く音が教室中に響いた。担任が前の扉とびらから退出し、つづいて生徒たちもぞろぞろと歩きはじめた。

　アフロヘアのイケメンのまわりには、早くも女の子たちが集まりかけている。

　悪友のレオナルドだ。

　相変わらずハーレムということは、まだ悪魔の手のままらしい。あの事件以来、レオナルドとはすっかり疎そ遠えんになっている。それまではよく放課後につるんでいたが、今は別行動だ。

　学生鞄かばんを持って教室を出ると、

「お兄ちゃん、帰ろ♪」

　短めのツインテールにリボンを結んだ童顔の女の子が、腕うでを組んで夢人の左脇わきに胸を押しつけてきた。九十九センチＩカップの豊弾だんが、パチパチと弾ける。

（うはっ……気持ちいい……！）

　欲望と興奮に、身体が一いつ瞬しゆん無重力の感覚に襲おそわれる。その時、

「自宅まで連行だ」

　いつの間に現れたのか、理沙が腕を組んで、夢人の右脇に胸を押しつけてきた。九十八センチＨカップの豊球がムチムチと炸さく裂れつする。

（ふぁぁっ……気持ちいい……！）

　両手に花ならぬ、両りよう脇わきに爆乳だった。軟なん乳にゆうと呼ばれる柔やわ乳だと押しつけられてもさほど強い感かん触しよくはないが、高校生の乳ち房ぶさは存在感と弾だん力りよく抜ばつ群ぐんである。両脇に押しつけられたＨカップとＩカップの肉にく弾だんが、激しくバウンドしながらこれでもかと自己主張してくるのだ。

（結奈のオッパイも理沙のオッパイも凄すごい……！）

　夢人は腋わきの下から手をすべり込ませたくなったが、踏ふみとどまった。さすがに廊ろう下かでガハハとやるわけにはいかない。

「じゃあ、わたしもお兄ちゃんを連行。ぎゅ～っ♪」

　結奈がさらにバストを押しつける。高校生の乳房は、弾力たっぷりである。パチパチの感触が左脇をくすぐりまくる。

　負けじと理沙も胸を押しつけてきた。ＩカップとＨカップの高校生の弾力乳が、両脇をやさしく摩ま擦さつする。

（二人とも、気持ちいい……）

　陶とう然ぜんとする夢人の目に、二人の上級生の後ろ姿が飛び込んできた。

　夢人は快楽を忘れて立ち止まった。

　一人は、漆しつ黒こくのロングヘアだった。テレビのＣＭに出そうなほどキラキラと潤うるおいたっぷりの黒くろ髪かみが、背中の真ん中あたりまでしなやかに垂れている。

　もう一人はショートヘアだった。くせ毛が少し跳はねている。

　二人とも、足は細かった。ブラウス越ごしにも、ウエストが締しまっているのがわかる。何よりも、行方ゆくえ不明になった二人の姉に瓜うり二ふたつだった。

（ひかり姉ちゃんとあきら姉ちゃん……!?）

　心臓が鳴った。

　二人とも大好きなお姉ちゃんだった。いつもいつも、自分のことをかわいがってくれた。お風ふ呂ろも毎日いっしょだった。毎日オッパイを押しつけられて、ドキドキしていたことを覚えている。

　でも、二人は四年前に、スキーに出で掛かけて雪山で遭そう難なん、行方不明になってしまった。死体は発見されていない。

（姉ちゃん……なの!?）

　いや。

　そんなはずがない。

　生きていれば、二人は二十歳はたち。高校に通っているはずがないのだ。それでも、前から覗のぞいて顔を確かめたくなる。

「お兄ちゃん？」

　突然加速を始めた夢人に、結奈が不思議そうな表情を浮かべた。夢人は二人の上級生の斜め後うしろに並んだ。

　胸は、ない。

　本当の姉なら、斜め後ろからでもロケットみたいなバストが見えるはずだ。

（でも、ひょっとして――）

　二人が顔を向けた。

　姉とは違ちがう顔だった。似ていたのは、後ろ姿だけだった。

　馬ば鹿かだな、と夢人は思った。

　もうショックはなくなったと思っていたのに。二人の姉のことは、あきらめられたと思っていたのに。

　最初の一年間は受け入れられなかった。絶対姉ちゃんは生きているんじゃないか。いきなりひょっこり姿を現すんじゃないか。そう思っていた。

　でも、一年経ち、二年経ち、三年経過すると、二人の姉はもう帰って来ないのではないかというあきらめに支配されるようになってきた。やっぱり、二人の姉は死んでしまったのだ。死亡宣告が出だされるまではあと二年だが、その時が来たら葬そう式しきをしよう。

　そう決めたはずだったのだが――おれは、まだ姉ちゃんが生きていると思っているのだろうか？　まだ期待しようとしているのだろうか？




　ローカル線の終着駅でプラットホームに降りると、丈たけを短く絞しぼった学生服にだぼだぼのズボンを履はいた擦ずりパンの不良が、夢人を睨にらんできた。

　電車の中でも、夢人をチラチラ見ていた。きっと二人の巨乳ちゃんに胸を押おしつけられているのが気に入らなかったのだろう。

「おい。何をいちゃいちゃしてんだよっ」

　乱暴な声で呼び止めて、大おお股またで近づいてきた。腰こしから下げた鎖くさりがじゃらじゃらと音を立てる。制服の下には隆りゆう々りゆうとした筋肉が隠かくれていそうだ。地元では見ない顔である。

　どうする？　と夢人は思った。

　喧けん嘩かは理沙の専売特許だが、女の子には任せておけない。第一、理沙だと相手を殴なぐりすぎてしまうに違いない。こんなことで、理沙に停学処分を喰くらわせたくない。

　夢人は身構えた。

　喧嘩は先手必勝だ。頭から相手の腹に突とつ撃げきして、結奈を逃にがすか？

「あんだぁ、おまえ――」

（先手必――）

　動こうとしたその時、シャ～ッ！　と二匹ひきの猫ねこが背中の毛を逆立てて立ちはだかっていた。

　一匹は白い猫、もう一匹は黒い猫――いつも夢人の家にやってくる野の良ら猫ねこである。その二匹が、不良の前に立ちふさがっていたのだ。

　思わぬ邪じや魔ま者ものに、不良がたじろいだ。二匹がさらに威い嚇かくの声をあげる。

「うるせえ、殺すぞ！」

　叫さけんだとたん、黒猫が不良の顔に飛び掛かかった。

「わぁっ！」

　まさか襲われるとは思っていなかったのだろう。不良は仰ぎよう天てんして、改札口を抜ぬけていった。鮮あざやかな勝利である。

　二匹の猫は、にゃ～んと甘あまえた声をあげて夢人に近寄ってきた。

「あ、いつもの猫ちゃんだ♪」

　結奈がしゃがみこんで頭を撫なでる。

　二匹は適当に結奈をやりすごすと、夢人の足に身体を押しつけた。夢人が屈かがむと、二匹そろってほっぺたを舐なめてきた。

　夢人も二匹の頭を撫でてやる。

「そいつ……飼かい猫じゃないんだろ？」

　理沙が、驚おどろいた顔をしていた。

「うん。よく家に来るんだ。キャットフードは全然食べないんだけどね」

　答えながら夢人は、そういえばあきら姉ちゃんにも助けてもらったことがあったな、と思い出した。小学四年生の時に町のゲームセンターでかつあげされそうになったことがある。一発殴られた直後、あきら姉ちゃんが飛び込んできた。

　五秒後には、かつあげしようとした三人の顔は、ぼこぼこに腫はれていた。決してスカートは長くなかったし、むしろミニスカートの方が多かったけど、あきら姉ちゃんは時代を間ま違ちがえて生まれてきたスケバンみたいなところがあった。

《痛くなかったか？》

　あのあと、爆乳に抱だき締められたことを覚えている。

　夢人が立ち上がると、二匹もてけてけと歩きだした。なんだかかわいい。猫のあとにつづいて改札を抜けると、黄色い声が響いていた。

　木造の古い駅の出口に、Ｆカップの美女が集まっていた。その真ん中に、アフロヘアがいる。

　――レオナルドだった。

　結奈と理沙の秘密を握にぎっているが、二人が元魔ま物ものだということをばらすつもりはないらしい。あの性悪男がおとなしくしているはずはないと思っていたが、ばらそうとすると瞬しゆん時じに石になってしまうそうだ。

「さあ、諸君！　今日はこのど田舎いなかを散歩しようじゃないか！」

「きゃ～～、ステキぃぃ♪」

　女の子たちが妙な声をあげている。女の子たちも妙なら、レオナルドもなんだか妙だった。いつになくテンションが高い気がする。

　夢人の住む町には、名所旧きゆう跡せきもなければ、コンビニエンスストアもない。もちろん、レオナルドの家もない。こんなところへ来る必要はないのだ。

（まさか、また結奈と理沙を――!?）

「おまえ、何しに来たんだよ」

　夢人は警けい戒かいして声をかけた。

「決まっているじゃないか。前祝いに美女と散歩だよ」

「前祝い？」

「君には関係のないことだ。いい男で散歩しない男はいない。二重否定」

　Ｆカップ美女の黄色い声に取り囲まれながら、レオナルドは三人の自宅とは反対方向に歩いていった。

（前祝いって、何だ……!?）

　女は謎だが、男も謎である。

「お兄ちゃん、行こ」

　結奈が腕を引っ張った。
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　時計は午後十時をまわっていた。部屋の電気は消え、四十インチの液えき晶しようテレビの光が、障子と机を照らしだしていた。机の上には、夢人と二人の姉が写った記念写真のフォトフレームが飾かざってある。

　きれいに晴れた夜だった。

　スポーツバッグに二泊はく三日分の衣類を詰め込むと、夢人はデジカメを手に取った。

　明日から、札さつ幌ぽろでの社会見学だった。

　清条院学院高等部の、六月の記念行事である。一年生と二年生合同で、札幌まで出掛けて町並みを観察するのだ。一年生と二年生の親しん睦ぼくを高めるためなのだという。

　バスも、一年生と二年生は同乗、同数で乗り合わせることになっていた。

　夢人は結奈と同じである。

　座席も隣となり同どう士しだ。

　夢人は、隣となりでゲームパッドを握っている従妹に目をやった。

　結奈が遊んでいるのは、レーシングゲームだった。派手にドリフトを決めながら、コーナーをまわっている。

　一カ月前なら、夜になってもいっしょに遊ぶことはできなかった。午後九時になれば、結奈はシンデレラよろしく黒い翼つばさと尻尾しつぽのサキュバスに変身してしまう魔物だったからだ。

　でも、夢人が天使の手で結奈の胸を揉もみしだいたおかげで、人間になった。あの時さわった結奈の胸の感触は、今でも覚えている。もちろん、今日押しつけられた胸の感触も――。

　挑ちよう発はつしているのか、結奈はおへそが丸出しの、丈の短いマイクロトップを着ていた。下はマイクロパンツだ。健康的な太ふと腿ももが露ろ出しゆつし、健康的なバストが盛大に突つき出している。

　夢人は欲望を覚えた。

（少しぐらいなら、さわっても……）

「終わった？」

　結奈が顔を向けていた。

「デジカメを入れたら終わり」

　スポーツバッグのチャックを閉めると、結奈がお尻しりを向けたまま夢人の前に移動してきた。そのままバックして、夢人の両足の間に割って入る。

　ぴたっと背中を夢人の胸に預けた。

　ソフトな肉感が、密着していた。どんなに細い男でも、骨や筋肉でごつごつしている。でも、女の子の身体はやわらかい。

　おまけに――首を下に向けると、肩かた越ごしに胸のふくらみが突き出して見える。夢人は、生なま唾つばを飲みそうになった。

　何度見ても、結奈の胸は大きかった。

　九十九センチのＩカップ。

　もちろん、クラスナンバーワンの爆乳である。某ぼう下した着ぎメーカーが行った調査によると、Ｇカップ以上の女性は、日本ではわずか〇・六パーセントしかいないそうだ。非常に希少な爆乳ちゃんである。

　欲望が下半身でざわめいた。手を伸ばせば、簡単に結奈のバストをさわることができるのだ。

（さわっても……いいよな……？）

　誘ゆう惑わくに乗るのが男である。夢人は、こっそり両手を伸ばしてみた。

　怒おこられるかな？

　マイクロトップの上から両手をバストにあてがってみる。両手の下で、パツンパツンのふくらみが張りつめた。

（おっきい……）

　くすっと結奈が笑った。

「お兄ちゃん、エッチ」

「だって、また魔物になるかもしれないし、念のために……」

　言いながら、語ご尾びが小さくなっていく。歯切れの悪い言い訳だ。本当はただ、かわいい従妹の胸をさわりたいだけである。

「じゃあ、念のために♡」

　くすっと結奈が笑った。言い訳とわかっていて、結奈が乗ってくれたのだ。

　夢人は早さつ速そく両手に力を込めた。

　ぎゅっ、ぎゅっと中心に向かって乳房を押しつけていく。押しつけながら、指でたっぷりと搾しぼっていく。

　そんなに搾っちゃいやとばかりに、胸の肉が激しく指を押し返かえしてきた。まるで空気圧の高い風船のように、乳房が弾はじき返してくる。

（やっぱり、結奈の胸、気持ちいい……）

　調子に乗って、両方の胸を激しく揺ゆさぶった。

　下から上へ、下から上へ、執しつ拗ようにこねまわしていく。大きなＩカップの肉弾が、手の中で何度もひしゃげる。

「あぁん、お兄ちゃん……ぶつかっちゃうよ……」

　コントローラーを握りながら、結奈が悶もだえた。液晶テレビの中で、車が派手なドリフトをしながら峠とうげのコーナーにぶつかりそうになる。

　右カーブ。

　左カーブ。

　また右に急カーブ。

　その間にも、夢人は結奈の乳房をこねまわしていく。一つ年下の従妹いとこの乳房は、揉めば揉むほど、激しく反発して指を押し返してくる。

　指先がとろけそうだった。指を食い込ませるたびに興奮してしまう。

　止めなきゃ。

　ブレーキを踏まなきゃ。

　そう思うのだけど、逆に欲望のアクセルを踏んでしまう。

「あふぅぅん……お兄ちゃん、まだぁ……!?」

　結奈が甘い声をもらした。

（結奈が感じてる……！）

　そう思うと、夢人はマイクロトップの下に手をすべり込ませていた。

「あんっ♪　お兄ちゃん♪」

　結奈の身体が、ピクンと跳ね上あがる。

　思った通りノーブラだった。

　たっぷりと成熟した若々しい素す肌はだに、夢人の手がぴたっと吸いつく。包み込んでいるだけで、乳房の弾だん力りよくがひしひしと伝わってくる。

（き、気持ちいい……）

　たまらず、結奈のバストを揉みまくった。これでもかとばかりに、Ｉカップのふくらみに指を食い込ませていく。食い込ませるたびに、乳房が手の中でふくらみ、はちきれそうになる。

　でも、激しく形崩くずれはしない。張りのある肌はだが、変形を押しとどめようとしているのだ。それがかえって、また瑞みず々みずしい弾力を手のひらに味わわせてくれる。そして、それがたまらなくて、さらに激しくこねまわしてしまう。

「あん、お兄ちゃん……もう年ねん齢れいの分を超こえてるよぉ……」

「も、もう少しだけ……」

　ぎゅ～っと双そう球きゆうをわしづかみにしてみた。

　両手の中で、凄い勢いで肉弾が弾はじけた。悲鳴を上げながら助けを求めるように、パツンパツンの弾力が、両手を追いやろうとする。それでも追いやれなくて、肉につ塊かいが指の間からあふれ出してくる。
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（す、凄い……！）

　さらに激しく揉みしぼると、

「あぁぁんっ！」

　結奈の艶なまめかしい声とともに、ド～～ン！　と雷かみなりが鳴っていた。ドシィィンと鈍にぶい振しん動どうが部屋に走った。

　夢人はぎょっとした。

　か、雷？　雨って降ってたっけ？　降ってなかったよね？

　動転する中、再び雷らい光こうが煌きらめき、障子に二匹の怪かい物ぶつの姿が浮うき上がった。夢人は危あやうく声をあげるところだった。

　雷が轟とどろき、またしても二匹の猫が障子の向こうで影かげ絵えとなって浮かび上がった。どこかで見たようなシルエットだった。

（あれ？　もしかして、今日駅まで出で迎むかえてくれたいつもの猫たち？）

　家に来る猫といえば、あの二匹しかいない。

　なんだ、あの猫か。きっとそうだ。鼓こ動どうを落ち着かせながら障子を開けると、

「ふぎゃ～～～～っ！」

　怒いかりにも似た叫び声ごえをあげて、二匹の猫が飛とび掛かってきた。白い猫と黒い猫の二匹が夢人を押し倒たおし、胸を叩たたく。動転して声をあげると、二匹は部屋を出ていった。

　雷はおさまっていた。もう、稲いな光びかりもない。

「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　夢人はゆっくりと身を起こし、シャツをまくりあげた。胸に、少し傷がついていた。

「あ、引ひっ掻かかれてる」

　結奈の言葉に、夢人は首を傾かしげた。

「機き嫌げん、悪かったのかな？」
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　夢人を襲おそった二匹の猫は、仲良くてけてけと綺羅星家の正門を出た。しっぽを立てて、ふいに背中をそる。

　その瞬しゆん間かん、二匹の猫の輪りん郭かくがぼやけていた。

　二重、三重になった輪郭がふくらみ、五十センチの高さに、つづいて一メートルの高さに拡大し、二匹の猫が白く発光した。

　次の瞬間、光は大きく一メートルを超えて二メートル近くに伸のび、そして、人に似た姿になっていた。

　現れたのは、天使と悪あく魔まだった。

　白い翼に天使の光輪を頭上に輝かがやかせた天使は、白い猫が変身したもの、頭から角を生やした有翼の悪魔は、黒い猫がメタモルフォーゼしたものらしい。

　天使のルミエルと悪魔の総そう帥すいベルゼバブであった。もっとも、それは四年前についた名前だ。それ以前は二人は人間の双ふた子ごであり、ルミエルはひかり、ベルゼバブはあきらと呼ばれていた。

　姿も形も違う二人だが、超ちよう乳にゆうというのだけは共通している。まるで胸に双ふたつのラグビーボールを取り付けたみたいに、ロケットのように乳房が突き出している。

「んもう。夢人ったらスケベなんだから」

　憤ふん懣まんやるかたなしといった様子で、天使がつぶやいた。

「いきなり襲いかかるやつがあるか」

「だって、もう天使の手じゃないんだから、さわらなくたっていいのに」

「くくく、夢人も男だからなあ」

　悪魔はにたにた笑いながら、天使を見た。

「ひかり。ほんとはおまえがさわってほしかったんだろ？」

「ば、馬鹿言わないでよ！」

　天使が真っ赤になった。カカカと悪魔が笑う。

「あきらだってさわってほしいくせに」

「ン？　『あきらだって』ってことは、自分もってことだな？」

「んもう！」

　悪魔が哄こう笑しようした。一カ月前に祠ほこらの天使像の中に入っている時、天使は夢人に胸を揉まれている。天使がぶつぶつとつぶやいた。

「夢人、お姉ちゃんが一番好きだって言ってくれたのに……結奈といちゃいちゃしちゃって……」

「おまえとは言ってないぞ。わたしだ」

「嘘うそ。絶対わたしだもん」

　ベルゼ様、と声がしていた。

　ガリガリの痩そう身しんにばかでかい頭の悪魔――メフィストフェレスが背後に現れていた。ベルゼバブの手下である。

「ご報告が――」

「わかった」

　悪魔界に戻もどる時が来たようだ。

　妹に挨あい拶さつをしようと顔を向けたところで、ベルゼバブは眼鏡の大天使に気づいた。まったく気配を見せず、ルミエルの背後に現れていた。白衣の後ろから、白鳥のような立派な白い翼が伸びている。

「ルミエル、会議だ」

　眼鏡の大天使に言われて、ルミエルはうなずいた。ベルゼバブは黙だまって、眼鏡の大天使を見つめた。

　ミカエルのことは、悪魔なら誰だれでも知っている。条約を結ぶ前は最強の敵だった。今のミカエルは二代目だが、油断ならぬ相手であることに変わりはない。

　ひかりを呼びに来たということは、何か重要な会議でもするつもりなのだろう。ひかりは変なところでどじだから、妙みようなことにならなければよいが……とベルゼバブは思った。彼かの女じよが天使の世界では下っぱというのも、気になる。自分とはあまりにも境きよう遇ぐうや役職が違いすぎる。

「ごめん、またね」

「ああ。次会う時はおまえがばあちゃんになる時だな」

「ならないわよ！」

　微び笑しようで答えると、ベルゼバブは黒い翼を伸ばして、メフィストフェレスとともに夜空へ舞まい上がっていった。




　ため息をついたルミエルに、

「困ったことになったぞ」

　眼鏡の天使が厳しい表情を向けていた。

「レオナルドが、魔物を悪魔化した。だが、手が戻らぬ」

「手が？」

「悪魔の手も天使の手も、魔物を固定化すればすぐに消えていく。当然、ハーレムも消失する。だが、あの人間は相変わらずハーレムを築いている」

「それって、どういう――」

「君の責任問題になるぞ」

「わたしの!?」

　眼鏡の天使は、ブリッジを指で押しあげた。

「覚かく悟ごしていろ」
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　真っ白い壁かべの細長い部屋に真っ白の細長いテーブルが置かれていた。座席に着いているのは、二十二名――白い衣を身に着け白い翼を生やした異形の者たちである。

　天使であった。

　といっても、目的は世界を監かん視しすることではない。悪魔と共同して魔物を管理することである。

　元々は、天使と悪魔が直接手を下していたのだそうだ。天使は魔物を人間に変えようとし、悪魔は悪魔に固定化しようとする。自おのずと戦争になる。それを避さけるために二千年ほど前に条約を結び、天使と悪魔が直接手を下すのではなく、人間に天使の手か悪魔の手かを選ばせて魔物の運命を決めることにしたのだ。

　天使のほとんどは、長い髭ひげを生やしていた。すでに天使となって一千年以上のベテランぞろいである。四年前に天使になったばかりのルミエルは、新米だ。

　長いテーブルの奥おく、幅はばの短い方に着席しているのは、天使長のモミエルであった。青と赤の二匹ひきの蛇へびが絡からみついた杖つえ――カドゥケウスを手に持ち、黙って会議を聞いている。二匹の蛇はひっきりなしに首をくるくると向けて、舌を出している。

「まずいですなぁ」

　一人の声に、

「うむ、確かに」

「まずい」

「悪魔化しても、手が戻らんとはな……」

　他の天使たちが追つい随ずいする。

「これは一大事だ」

「うむ、一大事だ」

「どげんかせんといかん」

「地球滅めつ亡ぼうの危機である」

「いや、そこまでではないが――」

「放置すれば、世界中の女がその人間のハーレムになってしまう」

「それはまずい。わしの分がなくなってしまうではないか」

　失言した天使に視線が集中した。思わず、えっへんと誤ご魔ま化かし、大天使に顔を向けた。

「ミカエルよ、これは急を要するぞ」

「ご存知の通り、悪魔の手は人間の女性を自由に傀儡くぐつにすることができます。胸を揉んだ女を、自由にコントロールすることができます。そして、それをレオナルドという人間は悪用しています。このような悪用を防ぐために、本来、悪魔の手も天使の手も、役目を終えれば翌朝には消えることになっています。しかし――その手が、消えていない。つまり、悪魔側優位の状態がつづいているということです」

「悪魔界にはクレームは入れたのかね？」

「お忘れですか？　天地条約第六条。万が一役目を終えても悪魔の手が解除されない場合、解除は天使が行うものとする。天使の手が解除されない場合は、解除は悪魔が行うものとする」

　ううん、と数名がうなった。

　天地条約は、二千年前に悪魔との間に結んだ協定である。魔物を天使と悪魔双そう方ほうが二元的に管理することを決めた条約だが、なにせ二千年前なので、忘れてしまっている天使も少なくない。

「なぜそのような面めん倒どう臭くさいことを」

「悪用を防ぐためです。悪魔が悪魔の手を解除することになれば、悪魔は解除を先延ばしするでしょう。悪魔としては、悪魔の手が消えない方が都合がよろしいですから」

「それはもっともだ」

「本来は、我々天使が一元的に管理するのが望ましいのです。しかし、今はそれを議論するべき時ではありません。現時点ではっきりしていることは、一刻も早く、悪魔の手を人間の手に戻さねばならないということです」

「できるのかね？」

　一人の天使が尋たずねていた。

「馬ば鹿かだな。できるから条約に書いてあるんだろ」

「ボタンを『ポチッとな』するのかのう」

「テクマクマヤコンとか呪じゆ文もんを唱えるのでは？」

「古すぎるわ。今なら、プリキュア・メタモルフォーゼじゃ」

「逃にげちゃだめだ逃げちゃだめだ、ではないのか？」

「愚おろか者ものめ。『奥さまは魔ま女じよ』みたいに口くちの端はしを動かすに決まっておる」

　勝手なことを天使たちが言う。千年以上生きて、すっかり耄もう碌ろくしてしまった馬鹿な者たちである。

「天使の乳を使えば可能です」

「ほう。あれか」

　ミカエルの言葉に、天使の一人がにんまりといやらしい笑えみを浮かべた。

「我々には無理だな」

「はい。彼女にやってもらうしかないでしょう」

「え？　わたしが何か――」

　何も知らないルミエルが問うと、

「おや。君には話していなかったかね。天使の乳を使えば、悪魔の手を人間の手に戻すことができるのだよ」

「天使の乳？」

「君の胸についているだろう――そのどでかいものが」

　ルミエルは真っ赤になった。先せん輩ぱいの天使たちにどでかいと言われると、恥はずかしくなる。人間だった時も、この胸がいやだったのだ。

「そのどでかい乳で、悪魔の手の持ち主をビンタしたまえ」

「ど、ど、どうしてわたしが――」

「我々の誰が胸でビンタするというのかね？　君以外誰がいる？　そんなにどでかい乳を持っているのは、君しかおるまい」

「どでかいって言わないでくださいっ」

「照れている場合かね。レオナルドの問題を招いたのは、君の責任だとは思わんかね？」

「どうしてわたしのせいなんですか!?」

「今回は君の初仕事だ。君が天使の手にする時に不十分だったのではないかね？」

「悪魔の手にする時に、悪魔側が変なことをしたのかもしれないじゃないですか！」

「しかし、君の管かん轄かつ下で起きたのは事実だ。君が責任を取るのは道理であろう」

「それは……」

　ルミエルは口ごもった。

「人間界に赴おもむき、そのどでかい乳でレオナルドの悪魔の手を人間の手に戻したまえ」

「……」

「返事は」

「それ以外……方法はないのですか？　握あく手しゆをするとか……」

「ない。君は存分にその乳を使いたまえ」

「……」

「わかっているだろうね。君の正体はバレてはいけない。ばらすことは、胸にしまっておかなければならないことを解放することになる。それでは天使の乳圧が下がってしまう。乳圧が下がれば天使の乳は力を失い、悪魔の手を人間の手にすることができなくなる。ゆめゆめ、バレないようにしたまえ」

　ルミエルは答えなかった。

　どうして天使になってまで、こんなことをしなければならないのだろう？

　ＮＯと言いたい。

　でも、一番下っぱの立場では言えない。

　天使長が、コツンとカドゥケウスを鳴らした。二匹の蛇が、クケケと笑う。

「天使長として命ずる。その乳でレオナルドの手を人間の手にせよ。ゆくのだ、チチエル！」

「ルミエルですっ!!」

　真っ赤になってルミエルが訂てい正せいした。張り切って叫さけびすぎたせいで、超乳がブルンと揺れた。オオ……ッと居合わせた全員の天使が感かん嘆たんの声をもらした。
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「何だと～～～っ！」

　ベルゼバブの声が、黒い大理石の床ゆかに響ひびきわたっていた。目の前には、渋しぶい顔をしたメフィストフェレスと得意満面のレオナルドが立っている。

　悪あく魔ま館かんの総帥の部屋であった。

　ベルゼバブは、直属の部下から、聞いていない話を知らされたところだった。一カ月前、メフィストフェレスがレオナルドに悪魔の手を勧かん誘ゆうした時、成功すればベルゼバブとデートさせてやると約束したのだという。

「是ぜ非ひお約束を――」

　レオナルドの申し出に、

「メフィストフェレス～～ッ！」

　怒ど号ごうが飛んだ。

「貴様、また勝手な口約束をしおって!!」

「お許しを！　そうでもしないと勧誘できなかったのでございます！」

　ベルゼバブは手を振ふり上げた。が――下ろすことはできなかった。ベルゼバブの足に、妙なものがかじりついていたのだ。

　うっとりとした目のボンバーヘッド――レオナルドだった。

「おお、神よ……あなたとデートできるなんて、幸せを感じない男はいない。二重否定」

「悪魔に向かって神のことを口にする馬鹿がおるか！　抱だきつくな、外げ道どう！」

　蹴けり飛ばされて、レオナルドは壁に当たって、うげっと声をあげた。ベルゼバブは、息激しく叫んだ。

「約束は守らんぞ！」

「なりません、ベルゼ様！　いくら悪魔に嘘はつきものといっても、人間との契けい約やくは実行せねばなりません」

「おまえが勝手にしたのであろうが！」

「ですから、二泊はく三日です。この男とバスに――」

　レオナルドはにやにやしている。

「本当にこいつとただ二人きりでいればよいだけだろうな？　キスとかセックスとかタッチはなしだぞ!?」

「わかっております」

「レオナルドとか言ったな。妙なことをしたら、速そつ攻こうで殴なぐる。いいな」

「はい、愛いとしのベルゼ様」

　ボンバーヘッドのイケメンは、恭うやうやしく頭を下げながら床に向かって含ふくみのある笑みを浮かべた。
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《夢ゆめ人と、大好き～♪》

　あきらお姉ちゃんが、お風ふ呂ろでいきなり夢人の背中に抱きついてきた。泡あわまみれの大きなオッパイが、むにゅんと背中を滑すべり、弾はずむ。

《あ～っ！　あきら！》

　ひかりお姉ちゃんが嫉しつ妬として、夢人を自分の方に向けさせる。負けじと、前からひかりお姉ちゃんが抱きついてくる。

　泡まみれの爆乳が、今度は前からもこすりつけられて、ぬるんと滑る。

《夢人、お姉ちゃんのこと、好きか？》

《ひかりお姉ちゃんの方が好きよね？》

《両方》

　答えると、

《かわいい～♪》

　二人がむにゅむにゅとオッパイをこする。




　夢から目を覚ますと、朝の天てん井じようが見下ろしていた。旅行当日である。時間を確かめて、夢人はいつものように机の上の写真立てを手に取った。

　四年前の、小学六年生の時に撮さつ影えいした写真だ。真ん中に自分がいて、両りよう脇わきに双子の姉がいる。ロケットみたいに突つき出だした、凄すごい爆乳だ。

（あきら姉ちゃん、ひかり姉ちゃん。今日、札さつ幌ぽろに行ってくるね）

　写真に手を合わせると、夢人は部屋を出た。

　台所に行くと、結ゆ奈なの姿がなかった。昨夜は遅おそくまでゲームをやりすぎて、まだ寝ねているらしい。

　キッチンの下を探さぐると、また醤しよう油ゆが切れていた。シンクには、醤油まみれの雑ぞう巾きんが置かれている。またくそ親おや父じがこぼしたらしい。

　このど田舎いなかに、コンビニエンスストアなんて便利なものはない。夢人は門を出て、隣りん家かに入った。

　驚おどろいたことに、理り沙さが味み噌そ汁しるの出だ汁しを取っていた。予想外の家庭的な姿である。しかし、その姿は煽せん情じよう的であった。

　ブラジャーかビキニかわからないトップスの上から、直接エプロンを着けていたのだ。九十八センチＨカップの釣つり鐘がね形のツンとした豊弾だんが、エプロンを突きあげている。横から見ると、エプロンの脇わきから艶なまめかしい素す肌はだが覗のぞいている。

　思わず見とれてしまった。

「な、何だ」

「いや、醤油を借りようと思って」

「駄だ賃ちん」

「え？　金取るの？」

　聞き返すと、

「いや……金じゃなくて……」

　理沙の耳が紅あかくなっていた。

　え？

　何？

「も……」

「も？」

「もみ……」

「もみ殻がら？」

「揉もめ」

「きゅうり？」

「胸だ！」

　頭の中で星が散りそうになった。

　理沙は、いったい何を言っているのだろう？

　朝から乳揉み？

　ラジオ体操に握あく力りよくトレーニングは入っていないからなあ……って、そういう問題ではない。

「お、おまえ、頭打ったの？」

「そ、その……人間になってまだ一カ月だから、さわらないと……また魔ま物もの姿に戻るかもしれないし……」

　語ご尾びがごにょごにょと小さく収束していく。昨日夢人が結奈に対して言った言い訳と同じである。
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（どうする？）

　夢人は迷った。

　好き＝「性的に純潔を守ること」ならば、理沙は拒きよ絶ぜつすべしである。しかし、拒絶すれば、理沙に悲しい疎そ外がい感かんを味わわせてしまう。せっかく人間になれたのに、唯ゆい一いつの幼おさな馴な染じみ、唯一の友達の夢人は自分から離はなれていってしまう――そんな気持ちを味わわせてしまう。

　今日は理沙にとって記念すべき日なのだ。小学校の時も中学校の時も、お泊とまりの旅行は行けなかった。初めて迎むかえる、宿しゆく泊はくつきの旅行なのである。

　それに――拒絶するには理沙の乳は惜おしい。

（欲望で考えちゃだめだ、欲望で考えちゃだめだ！）

　首を振っていると、理沙がいつの間にか夢人の手をつかんでいた。

　げっ。

　ジャックされている。

「わ……わたしが魔物に戻ってもいいのか……」

　理沙が畳たたみかけてきた。乳ち房ぶさは目の前である。

「結奈には内ない緒しよだぞ……って、すぐバレそうだけど」

　理沙が背中を向けた。なんとも無防備な背中である。これでビキニがなければ、男児憧あこがれの裸はだかエプロンである。

「ビ、ビキニを取っても……いいぞ……じ、じかにさわる方が効果があるのなら……」

　再び星が散りそうになった。

　効果！

　それって、男を興奮させる効果しかないだろ！

　上着のボタンが左が前になっているのは、男が脱ぬがしやすいようにするためだと聞いたことがある。だとすれば、鉤かぎも紐ひもも、男に解除されるために存在するのではないのか？

（は、は、は、裸エプロン……！）

　鼻血が出そうになった。禁断の幕が、開こうとしていた。

　目の前にはビキニの紐。

　引っ張れば簡単に取れそうなビキニである。夢人は、ドキドキしながら指を伸のばした。

（このタイミングで、きっとお兄ちゃ～～んっ！）

　と思ったが、従妹いとこが来る気配はない。

　ビキニの紐に手をかけた。

　思ったよりも、抵てい抗こうがあった。ずいぶんときつく結んである。さらに引っ張ると、するするっとビキニの紐が外れていた。

　ビキニが浮うき上あがり、裸エプロンの下で乳房が露あらわになった。またしても興奮である。

「い、い、いくぞ」

　思わずどもってしまった。

「か、回数は、年ねん齢れい分な」

　念を押おされながら、最初は遠えん慮りよしてエプロンの上から乳房を揉んでみた。

　内側から肉がうねるように、エプロン越ごしに手を押し返かえしてきた。さすが高校二年生、若さピチピチの爆乳である。

（中に……）

　手を伸ばしてみた。

　裸エプロンの下に、両手をすべり込ませる。理沙の身体がぴくっと動いた。

（ほ、本当に理沙の胸を……）

　手の中に、Ｈカップの肉にく弾だんがおさまっていた。潤うるおいと熱を持ったふくらみが、しっとりと手のひらに張りつく。

（くはぁぁ……気持ちいい……！　すべすべのオッパイだ……！）

　ゆっくりと揉みしだいてみた。

　むちぃっ。

　ねっとりと双ふたつの乳房が変形する。

　たまらず、今度は激しく揉みしだいた。肉弾が激しい乳圧で手のひらを弾はじき返す。でも、指に負けてたわわにひしゃげていく。

「んんっ……くぅっ……」

　理沙が、キッチンに手を突いてふるえていた。

（気持ちいい……！）

　夢人はさらに揉みしだいた。

　結奈のオッパイはゴムまりみたいにパツンパツンと弾だん力りよくがほとばしる感じだったが、理沙の胸はみっちりとつまった肉が手の中で充じゆう満まんする感じだった。充満しながら指を弾き返してくる。手て応ごたえのある爆乳だ。

（理沙が感じてる……！）

　思わず理沙の背中に身体を押しつけながら、豊球をこねまわした。

　十一、十二、十三……。

　だんだん、理沙の年齢に近づいていく。

　もっと揉みたい。もっと揉んでいたい。欲望の粒りゆう子しと理性の粒子が、心の中でせめぎ合っている。

　十四、十五……十六。

　とうとう理沙の年齢分だけ揉んでしまった。

　理沙の乳房は熱を帯びて、もっと愛あい撫ぶを求めるように夢人の手に張りついている。

　これで終わりだ。

　でも、まだ手放したくない。

「ね、念のために、もう少し……」

　最後の一回とばかりに、夢人は思い切り指を食い込ませた。指が、緊きん縛ばくしたロープみたいに双つの豊球にめり込む。まるで風船を握にぎり締しめたみたいに、パツンパツンに張った乳にゆう塊かいが指の間から迫せり出した。

「くぁぁっ……！」

　ピクピクッと理沙が痙けい攣れんした。
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　午前九時――。

　清せい条じよう院いん学がく院いん高等部の正門前に、数台のバスが集まっていた。一年生と二年生が同じバスに乗り込んでいる。

　眼鏡の大天使ミカエルは、上空から乗車を眺ながめていた。

　ルミエルは、天使の力を使ってみごとにバスガイドとして潜もぐり込んだようだ。黄色いベストの胸が、盛大に盛りあがっている。相変わらずすばらしい乳だ。天使の中でも、彼かの女じよの爆乳は噂うわさになっている。

　が――今は乳を鑑かん賞しようしている時ではない。

　金きん髪ぱつの女子高生が、二年Ｆ組の担任とひそひそ話を交かわしていた。きっと事情を説明しているのだろう。担任はかつて魔物だったことがある。

（情報通りだったということか）

　満足に笑みを浮かべると、白い翼つばさを広げてミカエルは天空に舞まい上がった。さらに強く羽ばたき、一いつ瞬しゆんで天使界に戻もどる。

　天使たちの館やかたは、白はく亜あの豪ごう邸ていである。七階の天使長の部屋に入ると、モミエルの前に片かた膝ひざを突いた。

「モミエル様、ルミエルが任務に就つきました」

「どうであった？」

「これからでございます」

「いや、バスガイドの服は似合っておったか？　胸の目立ち具合は――」

　ミカエルは黙だまった。

（このエロジジイ……！）

　と怒ど鳴なりたいのをこらえる。

「冗じよう談だんだ」

　絶対冗談ではないとミカエルは思った。名前もモミエルだけに、揉みたくて仕方がないに違ちがいない。天使長は、とんだ煩ぼん悩のう長である。

「人間に扮ふんしていられるのは、六十時間であったか」

「はい。それ以上長くなりますと、天使に戻れなくなります」

「任務を完かん了りようできようとできまいと、それは問題ではない。いや、むしろ失敗してくれた方がよい」

「はい」

「彼女に成功してもらっては困る。なぜかは、わかるな」

「重々承知しております」

　満足そうに天使長はうなずいた。

「決してチチエルに成功させるな」

「ご安心を。すでに手て筈はずは整っております。彼女は四し面めん楚そ歌かの中で悶もだえることになるでししょう」
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（どうしてこんな目に……）

　ルミエルは白いブラウスと黄色のベストにかろうじて爆乳を詰つめ込んで、とびきりの営業スマイルを浮かべていた。愛らしい帽ぼう子しに純白の手て袋ぶくろ、そしてタイトスカートとナチュラルパンティストッキング――。移動するキャンペーンギャルのような雰ふん囲い気きである。

（はぁ……）

　憂鬱であった。

　なぜ、天使の自分がバスガイドなんて真ま似ねをしなければならないのだろう？　悪あく魔まの手が残っているのは、自分のせいじゃない。たまたま、自分の管轄下でそういうことが起きただけであって……。

　でも、自分は天使としては新米。天使長の命令に従うしかない。天使の世界では、自分はしがない下っぱ社員なのである。おまけに、担当しているクラスは――。

　ルミエルはため息をついた。

　二年Ｆ組には、お目当てのレオナルドがいる。きっと大天使ミカエルが手をまわして、同じバスになるようにしてくれたのだろう。

　そこだけを見れば、幸さい先さきのよいスタートだった。

　レオナルドは、きっと自分の胸ばかり見るに違いない。正直いい気分はしないが、やむを得ない。とにかく、目的地に着いたらレオナルドを誘ゆう惑わくして二人きりになって、そしてオッパイビンタを喰くらわせればいい。それでレオナルドの悪魔の手は、人間の手に戻る。

　簡単なことだ。

　だが、問題はレオナルドのクラスメイトだった。Ｆ組には、夢人がいるのだ。

　ルミエルが、かつて綺き羅ら星ぼしひかりの名前で人間として生活していた頃ころに、かわいがっていた弟である。今でも、最愛の弟だ。

　夢人には、偶ぐう然ぜん一カ月前に天使として会っている。その時、夢人から、自分の知っている人に似ていない？　と聞かれた。

　ぎょっとした。

　自分がひかりお姉ちゃんじゃないかと、夢人は疑っていたのだ。

　夢人は、気づきかけている。

　これ以上、顔を会わせるのは危険だ。でも、会いたい。ごめんね、夢人。お姉ちゃん、天使になっちゃったの。あの時、言えなくてごめんね。そう謝あやまりたい。なぜ言えなかったのか、理由も説明してあげたい。

　でも、今それをしては、レオナルドの手を人間の手にすることができなくなってしまう。今だけは、バレてはいけないのだ。

　生徒たちは分乗を始めていた。ルミエルは昇しよう降こう口ぐちの隣となりに立って、一人一人笑え顔がおで挨あい拶さつをしていく。

　男子も女子も、驚いた顔をしていた。

　自分の胸に、驚きよう嘆たんしているのだ。あからさまに卑ひ猥わいな視線をぶつけてくる者もいる。

（最悪ぅ……！）

　泣きそうになったところで、

「お兄ちゃん、このバスかな？」

　聞き覚えのある声がした。

　女の子の声。

　まさか、結奈？

　従妹の結奈とは、人間の頃に何度も会っている。あからさまに夢人のことが好きで、自分も嫉妬していた記き憶おくがある。

（結奈がいるということは――）

「たぶん、そうなんじゃないの？」

　男の声が答えた。一カ月前に聞いた声に、ルミエルは飛び上がりそうになった。

　ひぃっ！　やめてぇ～っ！

　嘆たん願がんしたが、遅かった。

　結奈につづいて夢人が、ルミエルの前に現れていたのだ。視線を下げようとしたが、ばっちり目が合ってしまっていた。

「あ」

　夢人が声をもらした。

「何？　お兄ちゃん」

　結奈が自分を見る。

　ほっぺたが引きつった。

　や、やばい。

　バレる。

　誤ご魔ま化かさなきゃ。

「あ。お兄ちゃん、胸大きいから見とれてるんでしょ」

　結奈がかわいらしくほっぺたをふくらませた。

「んもう、見とれちゃだめ！」

　結奈が嫉妬して夢人の顔を自分に向けた。そのまま、Ｉカップの胸に押しつける。

「むぎゅぅ♪」

（あ～っ、こら！　何するの！　夢人が窒ちつ息そくしちゃうじゃないの！）

　若さたっぷりの乳弾が、ムチムチと変形している。夢人の顔は完全に埋うまっている。

「やめなさい！」

　思わず脊せき髄ずい反射で、結奈から夢人を引ひき離してしまった。

「何するのよ、オバサン！」

　結奈に怒鳴られて、凍こおりついた。

　やってしまった。

　オバサンと呼ばれたのもショックだったが、暴走してしまった自分にもショックだった。

「あ、いえ……先へ……」

　結奈はルミエルを睨にらみつけて先に乗車した。夢人は何か言いたそうな顔でルミエルを見て、あとにつづいた。そのあとに、理沙が搭とう乗じよう口ぐちに足をかけた。

　ちらりとルミエルを見る。

　少し口を開いた。

　でも、何も言わずにバスに乗り込んでいった。

　ルミエルはようやく一息をついた。

　なんとか、誤魔化すことができた。結奈も気づかなかったし、夢人は――何か気づいているっぽい。

　どう思っているのだろう。

　ひかりお姉ちゃんだと思っているのだろうか？

　だったら、まずい。

　やばいよやばいよ～、なんとかしなきゃ～。

　思わず癖くせで身体をクネクネさせてしまった。ブラウスとベストに締めつけられた乳房がブルンブルンと揺ゆれる。そのルミエルに、

「ささ、ベルゼ様」

　聞き覚えのあるイケメンの声が聞こえていた。

（はっ！　お目当てのレオナルド！）

　ターゲット接近である。

　なんとしても、今日明日でレオナルドにオッパイビンタを喰らわせなければならない。

　畏かしこまって頭を下げると、

「様をつけるな、馬ば鹿か野や郎ろう」

　これまた聞き覚えのあるドスの利きいた女の声に、ルミエルはぎょっとした。

　今聞こえてきた声。

　双ふた子ごとして生まれてからずっと聞いていたような声に思えるが、まさか――。

　顔をあげたルミエルは、凍りついていた。

「お、おまえ――」

「あ、あきら――」

　思わず人間だった時の名前を口にする。

　レオナルドの隣に立っていたのは、自分の双子の姉、綺羅星あきらだったのだ。今は悪魔の総そう帥すいベルゼバブである。サングラスも掛かけているし、ミディアムヘアの金髪のエクステンションを頭に着けているが、間ま違ちがいない。

　彼女も、ルミエルと同じ二十歳さい。

　清条院学院高等部の制服も、微び妙みように合っていない。風ふう俗ぞく嬢じようが女子高生に扮しているような、無理な感じがある。よく見れば、いつもの癖かルージュを引いている。

　ベルゼバブは、とっさにルミエルの口を塞ふさいで引っ張った。数メートル昇降口から離れて、ひそひそ声で叫さけぶ。

「名前を言うな！　馬ば鹿か！」

「な、なんでいるのよ！」

　ひそひそ声で応おう酬しゆうする。

「よんどころなき事情だ！　おまえこそ、何やってんだ！　天使から転職したのか？」

「よんどころなき事情よ！」

　二人は睨み合あった。

　お互たがい、言えない事情があるらしい。

「サングラスなんかはめて」

「変装だ」

「エクステなんか着けて」

「変装だ」

「口紅、キモいよ」

　ベルゼバブはぎょっとした。やはり、いつもの条件反射で無意識のうちに口紅を引いてしまったらしい。

「とにかく、わたしのことはあきらって呼ぶな」

「わたしの名前も言わないでよ」

「ルミエルって言ってやる」

「ベルゼバブ」

　ベルゼバブが、かっと目を開いた。

「とにかくわたしが悪魔だってことは内緒だからな」

「バレるわよ」

「おまえさえ黙ってりゃバレやしない。とにかく、今日のわたしは転校生清きよ河かわベルゼだからな」

　念を押して、ベルゼバブはバスの元に戻った。
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　くそ。最悪だ。

　胸中で悪態をつきながら、ベルゼバブは戻った。

　部下が勝手に言い出した約束のおかげで、好きでもないレオナルドとデートをしなければならないなんて……。

　レオナルドが要求したのは、二泊はく三日の研修旅行をベルゼバブと恋こい人びとのように過ごすことだった。とんでもない野や郎ろうである。恋人という部分は削さく除じよして、いっしょに研修旅行に行くことに済ませたが、最悪であることに変わりはない。

　おまけにバスには、同じ双子の妹、ひかりがバスガイドとして乗り込んでいた。天使がバスガイドだなんて、まったく何を考えているのだかわからない。

　救いなのは、二年Ｆ組が二台のバスに分乗することだ。願わくば、夢人が違うバスにいることを――。

　乗車したベルゼバブは、早さつ速そく裏切られた。

　一番先頭の座席に、夢人が結奈といっしょにすわっていたのだ。

（ぐぇぇっ……！）

　思わず声をあげそうになった。

　顔を背そむけようとしたが、そういう時に限って夢人が顔をあげていた。

　視線が合った。

（やばっ……!!）

　別れた時のようなショートヘアではない。金髪のミディアムヘアに、サングラスを掛けている。見破られるはずがないのだが、看破されそうな気がする。

　夢人が不思議そうな顔をした。

　ベルゼバブの顔を見、胸を見て、また顔を見る。最後には胸に視線が落ち着いた。

（セ、セーフか!?）

　安あん堵どしかけたところで、

「お兄ちゃん！」

　結奈が夢人の顔を自分の方に引っ張り戻した。その隙すきに、ベルゼバブは最さい後こう尾びの座席へ急行した。

　なんとか危機は切きり抜ぬけたらしい。正体もバレなかった。第一関門突とつ破ぱである。このバスは、地じ雷らいが多すぎる。

　窓側にすわると、すぐさまレオナルドが身体を押しつけてきた。

「くっつくな、愚おろか者もの」

「恋人のようにというのを忘れたのですか？」

「ただいっしょに研修旅行に行くだけだ」

「つまり、もう他人の関係ではない」

「殴なぐるぞ」

「愛いとしいぼくを殴れるので？」

　遠慮なく拳げん骨こつをお見み舞まいした。ぐへっと声をもらして、レオナルドは卒そつ倒とうした。これでしばらくの間、邪じや魔ま者ものはおとなしいままである。

　すでにバスの扉とびらは閉まっていた。バスガイドに扮したルミエルの隣に、担任の水みず野の雪ゆき絵えがいる。きっと打ち合わせ通り、しっかりやってくれるだろう。

「出発の前に、みなさんにお知らせがあります」

　水野雪絵が声を張り上げた。

「今日転校してきたお友達がいます。清河ベルゼさんです」

　生徒たちが一いつ斉せいに振ふり向むいた。その中に、しっかり夢人が混じっている。

（げ……頼たのむから見るな）

　思わず顔を隠かくした。

「みんな、仲良くしてくださいね」

　雪絵が席に着き、ルミエルがマイクを握った。

「そ、それではみなさん、これから札さつ幌ぽろに向けて出発いたします。三日間みなさんのご案内をさせていただきます、濁にごり川かわゆかです♪」

「お姉さん、美人～♪」

　誰だれかが声をあげた。

「お姉さん、オッパイいくつ？」

「胸、でかいね」

「爆乳～♪」

「さわらせて～♪」

　ルミエルの眉まゆがピクピクとひきつった。生徒の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな質問に耐たえている。

「バスガイドさん、おれと初体験してください」

　げらげらと笑い声があがった。

「バスガイドさんのオッパイ、ちゅぱちゅぱしたい～ん」

「ブラのサイズ、いくついくつ～？　教えないとさわっちゃうぞ♪」

　悪ふざけする生徒たちに、

「もうそのへんでいいだろ。セクハラおやじの真似をしてると、頭が禿はげるぞ」

　夢人が立ち上がっていた。

「何をかっこつけてんだよ、このリア充じゆう！　ちょっと巨乳の従妹がいると思ってよ！」

「セクハラ発言してると、明日には老ろう婆ばのバスガイドに代えさせられるぞ。ちゃんとバス会社にもクレーム係ってあるんだからさ」

　生徒たちが黙っていた。

　ベルゼバブは、一人、最後尾の席で微ほほ笑えみを浮かべた。

　以前ルミエルが人間の小学生だった頃、胸のことでからかわれたことがある。その時も夢人は怒おこって立ち向かっていたが、四年経たっても同じだった。弟は自分の大好きな弟のままだった。すぐそばにいれば、ぎゅっと抱だきしめてやりたいところである。ルミエルも、少し目がうるうるしているようだ。

（夢人……）

　やさしい気持ちに浸ひたったところで、

「ぼくもベルゼ様のオッパイ、ちゅぱちゅぱしたい～ん」

　レオナルドが目を開けて、すりすりしていた。

　ためらいもなく、ベルゼバブは肘ひじを振り下おろした。うげっと声を発して、またレオナルドは動かなくなった。




５




（やっぱり似てるよな……）

　先頭の座席でバスに揺られながら、夢人は思った。隣にはルンルン気分の結奈がいる。夢人の腕うでをジャックして、幸せそうな顔をしている。

　夢人は改めてバスガイドを見た。

　きりっとして、でも、温和さのあるやさしい顔だち。超ちよう弩ど級きゆうの爆乳。

　ブラジャーでいえば、Ｅ70からが巨乳、Ｇ75からが爆乳である。Ｍ70からは超ちよう乳にゆうと言われる、ひとつ上のランクの世界だ。

　トップバストとアンダーバストの差が、約二十センチがＥカップ。

　二十五センチがＧカップ。

　四十センチがＭカップである。ＢＡＣＨＥＬＯＲなどの巨乳専門誌でない限り、拝めないカップサイズだ。

　目の前のバスガイドは、優にバスト一〇〇センチを上回っていた。夢人の推測では、一一〇センチである。そんな大きさの人を、夢人は三人しか知らない。

　あきら姉ちゃんとひかり姉ちゃん。

　そして、夢人に天使の呪のろいをかけた天使――。

（あの天使に似てるよな……）

　夢人は思った。

　一カ月前に乳輪教会の祠ほこらで会った爆乳天使に、よく似ている。ひかり姉ちゃんにも似ている。

　夢人はバスの後方を窺うかがった。

　レオナルドの隣にすわっている転校生の髪かみの毛けの一部が、目に入る。

（あの人もでかかったな……）

　夢人は思った。

　清河ベルゼ。

　へんてこりんな名前だが、凄すごい胸だった。目の前のバスガイドにもあきら姉ちゃんにも匹ひつ敵てきする大きさである。でも、あきら姉ちゃんはミディアムヘアではなかった。ショートヘアだったし、もちろん金髪ではなかった。

　夢人はバスガイドに視線を戻した。バスガイドが視線に気づいて、慌あわてて顔を背けた。

　怪あやしい。

（やっぱり天使……？）

　夢人はうなった。

　難問だ。難問だけに頭が重い。

　いや、純粋に物理的に頭が重かった。首を動かそうとしたが、やはり頭の上に何かが載のっている。

　むにゅっ、とやわらかいものが頭の上で反発した。

　げっ。

　まさか。

　なんとか首をひねって見ると、理沙が後ろの座席から思い切り身を乗り出していた。夢人の頭の上にバストを置いていたのだ。

「おまえ……何してんの？」

「いや、重いなと思って」

　夢人は絶句した。

　本当は夢人の隣に行きたいに違いない。でも、行けないのでせめて乳だけ……ということなのだろう。

　夢人が前を向くと、また頭にやわらかいものがのしかかってきた。どうやら、夢人の頭は、乳置き場として指定されてしまったらしい。

　バスは、山やま間あいに入っていた。

　道は右に左に、ゆっくりとうねっている。バスガイドは山にまつわる話をつづけていたが、聞いている者は誰もいない。

　担任の水野雪絵は首をこっくりさせていた。昨夜は遅おそかったらしい。結奈も隣で眠ねむっていた。

　夢人は欠伸あくびを浮うかべて、バスの前を見やった。

　何台か、普ふ通つう乗用車とすれ違う。

　そういえば、電気自動車って音がしないって問題になってたんだっけ。歩行者が気づかないから、騒そう音おんを立てるようにってお達しが出てたんだっけ。

　とりとめもないことを考えているところへ、いきなり一台のベンツが、バスの真正面へ向かってきた。

「わっ！」

　夢人は仰ぎよう天てんした。

　気づいていたのは、運転手と夢人、そしてちょうど顔を向けた爆乳バスガイドだけだったに違いない。ベンツは、回かい避ひ不能なほどまで大きくセンターラインを踏ふみ越こえていた。

（わぁぁっ！　ぶつかるぅぅっ！）

　ベンツがスローモーションで接近した。運転手が急ブレーキを踏んだ。超乳のバスガイドが手を差し出した。

　指先が妙みような絵を描えがいた。

　その直後、ベンツは不自然に真横にスライドして元の車線に戻った。バスの車体にぶつかるはずだったのが、奇き妙みような軌き道どうを描いて対向車線に戻っていた。

（え!?）

　目を疑う中、バスが止まり、バスガイドがバスの前方に引っ張られた。つづいて反動で車体は後方に揺れた。慌ててバスガイドは足を踏み出だしたが、勢いの方が激しかった。バスガイドが倒たおれ――その先に夢人がいた。

「わっ!!」

　夢人はもう一度叫んだ。

　バスガイドの身体が夢人に向かって勢いよくぶつかり、そして――。

　むにゅっ♪

　超ちよう特とく大だいの双つのふくらみが、夢人の顔面に押おしつけられていた。

　それはもう、どでかい胸のエアーバッグだった。むにゅむにゅふかふかのふくらみが、完かん璧ぺきに顔面を包み込んでいる。目の前は乳ち房ぶさのクッションで真っ暗である。

「きゃん！」

　バスガイドが悲鳴をあげた。

（んぐぅ！　んぐぐぅぅ！）

　完全に夢人の息はつまった。

　しかし、幸せな窒息だった。

　記憶を消去するためと称しようして水野雪絵にも胸を押しつけられたことがあるが、そんなものではない。

　豊満にして豊大。

　でも、どこか懐なつかしさがするのはなぜなのだろう？　このふくらみを、遠い昔に味わった気がする。

「ご、ごめんなさい……」

　慌ててバスガイドが離はなれた。真っ赤になっている。

「い……いえ……」

　夢人はバスガイドを見つめた。

　あの胸の感かん触しよく、確かに覚えている。

　ひかり姉ちゃん？

　まさか。

　ひかり姉ちゃんは死んだのだ。こんなところでバスガイドをしているはずがない。きっと天使が……。
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　夢人が乳について考えていると、理沙が座席から立ち上がった。夢人の隣となりに立つ。

「あの、座席に――」

　バスガイドが注意する前に、理沙は夢人に胸を押しつけていた。

「わっ！」

　さらに乳房が押しつけられる。

　んぐぅ！　んぐぅぅ！

　さては理沙のやつ、今のを目もく撃げきしていて嫉しつ妬としたな？

　うれしいが、苦しい。

「ぷはぁ」

　やっと自由になると、夢人は息を吸い込んで理沙を見た。

「おまえ、何してんだ？」

「きゅ、急カーブが……」

　道はまったくの直線であった。

「あ、ずるい～っ！」

　結奈が夢人の頭をつかんで胸に押しつけた。

　むぎゅう♪

（んぐぅ！　んぷぷぅ！）

　その直後、車内から抗こう議ぎの声があがった。

「こらぁぁっ、綺羅星ぃっ！　いちゃついてんじゃねえぞ～～っ!!」
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　ベルゼバブは、最後尾の席でうなっていた。

　好きでもない相手との旅行ほど、気分の悪いものはない。ベルゼバブは、イケメンは嫌きらいである。好きなのは夢人だけである。

　おまけに車内には、自分の関係者が四名もいる。

　気分は最高に悪かった。だが、おかまいなしにムードに浸っている馬ば鹿か者ものが、一名いた。

「ベルゼ様、あれがパリの灯ひですよ」

　北海道を走るバスの中から見えるはずがないのに、アフロへアの男は間ま抜ぬけなことを抜かしている。

「ぼくたちの未来を表しているようではありませんか」

「アホか」

「おお、なんと美しい青空だ。やはり、結ばれるべき二人がいっしょにすわると、こうなるのですね」

「黙だまれ」

　にやりと笑って、レオナルドが顔を近づけた。

「実は悪魔の首領であるってばらしてもいいんですか？」

「やってみろ。即そく座ざに八やつ裂ざきだ」

　レオナルドの顔から笑えみが消えていた。本当にやりかねないと思ったらしい。

「言っておくが、わたしはおまえが大だい嫌きらいだ」

「嫌い嫌いも好きのうち。嫌いを好きにさせるのが、このレオナルド様」

「自分に様をつける男でろくな男はいない」

「ベルゼ様、お忘れなく。この二泊三日の間は、あなたはぼくの恋人です」

「恋人になったつもりはない」

「しかし、デートですよ」

「デートは品定めの儀ぎ式しきだ。勝手にのぼせあがるな」

「では、より関係を深めるために、まずは甘あまいキスを――」

　目を閉じたレオナルドを、ベルゼバブは無視した。他人の気持ちを考えない人間は、男であれ女であれ、最悪である。常に自分のペース、自分の気持ち、自分の衝しよう動どうしか考えないやつほど、最低最悪の者はいない。

　この隣が夢人ならなあ、とベルゼバブは思った。夢人だったら、いっぱい甘えさせてあげるのに。バナナも剥むいてあげて、みかんも剥いてひとつひとつ食べさせて……。喉のどが渇かわいたら、「お姉ちゃんのオッパイを飲む？」なんて胸をはだけて……って、それはまずいか。

　っていうか、そんなことをしていたら、自分があきら姉ちゃんだってことがバレてしまうではないか。バレてはいけないのだ。今回はお忍しのびなのだ。夢人に、自分の姉が悪魔のトップだなんて知らせたくない。

　ベルゼバブは、夢人とひかりと父の四人で旅行に行った時のことを思い出した。

　わざわざ前の座席が空いているのに、後部座席に夢人とひかりの三人ですわって夢人をサンドイッチして。

　代わり番こに胸に押しつけていたっけ？

《お姉ちゃん、息が苦しいよぅ》

　なんて夢人がもがいて、かわいかったなあ。

　旅館でも、ひかりと二人でご飯を食べさせて。

《夢人、あ～ん》

　って、かわいかったなあ。

　あのあと、露ろ天てん風ぶ呂ろで夢人の背中を流したんだっけ。浴よく槽そうの中で夢人に抱きついて、夢人も抱きついてきて。翌朝、ひかりと二人でオッパイを押しつけて起こして。ほっぺたにいっぱいキスをして。

　本当にかわいかった。

　あと一年で別れなきゃいけないとわかっていたから、余計にかわいかった。

（また、あんなふうにできたらなぁ……）

　思ったところで、急ブレーキが鳴っていた。

（何だ!?）

　バスガイドのひかりが、前方に手を突つき出すのが見えた。

（事故か!?）

　まずい。

　夢人は最前列の座席だ。夢人に怪け我がを負わせるわけにはいかない。正体がバレてしまうが、悪あく魔まに変身して夢人を助けるしかないかもしれない。

　覚かく悟ごしたが、事故は起こらなかった。

　バスが止まり、反動でバスガイドが夢人に向かって倒れた。その胸が、夢人の顔面を直ちよく撃げきしていた。

（あ～～～～～っ!!　こら～～っ、ひかり～～～～っ！　離れろ～～～～～っ！）

　思わず叫びそうになった。

　やばいやばい。

　こんなところでひかりなんて口にしたら、夢人にもろバレではないか。しかし、ひかりのやつ、羨うらやましい……！　わたしが夢人にしたいことを……！　あとでとっちめてやる!!

　バスガイドが赤面しながら離れた。その目が、ベルゼバブと合った。

　少しにやっと笑ったように、ベルゼバブには思えた。

（こいつ～～っ！　許さんっ!!）

　思わず、ハンカチを噛かみしめたベルゼバブ＝あきらであった。







第三章　混浴の旅館
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　大天使ミカエルは、空から数台のバスを眺ながめていた。

　計画は順調だ。

　今いま頃ごろルミエルは、あまりの大きな壁かべに絶望しているに違ちがいない。そのように仕組んでおいたのだ。

　二千年前の天地条約の締てい結けつ以後、天使と悪魔は共同で魔ま物ものを管理してきた。善と悪が手を握にぎって、世界を管理してきたのだ。

　しかし、ここにいたって悪魔と手を結びつづけることが疑問視されてきている。何が悲しくて、悪魔と手を結びつづけなければならないのか。世界は悪魔の干かん渉しようを受けるべきなのか。天使という善によってのみ支配されるべきではないのか。

　彼かの女じよには、何が何でも失敗してもらわねばならない。

　もし彼女が成功してしまえば、天使と悪魔の共同で管理するシステムが、うまく機能しているということになってしまう。それでは、天使が一元的に管理する体制へ移行しようと言い出せない。

　失敗すれば、突とつ破ぱ口こうにできる。失敗の原因は天使の未熟さによるのではなく、悪魔が悪魔の手にする時の問題だということにして、そこから天使と悪魔で二元的に管理しているからこうなるのだという議論にまで持ち込める。つまり、天使による一元的管理の未来の布石となるのだ。

　そのためにはルミエルに、是ぜが非ひでも失敗してもらわねばならない。世界は善に――天使によってのみ管理されるべきなのだ。
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　午後四時半――。

　バスはようやく札幌の旅館にたどり着いていた。明日から札さつ幌ぽろ市し内ないを探たん索さくして社会勉強する予定だ。

　バスガイドに扮ふんしたルミエルは先に降車すると、営業スマイルを浮かべた。一人めが早速降車してくる。

「おつかれさ――」

　途と中ちゆうで言葉は凍こおりついていた。

　最初の客は、夢ゆめ人とであった。何か言いたそうな表情で、じぃっと見ている。

（な、何？）

（わたしに用事……？）

「天使さんじゃないよね？」

「へ？」

「いえ、いいです」

　夢人が降りると、すぐあとを追いかけて結ゆ奈なが尋たずねていた。お兄ちゃん、何を聞いてたの？

　ルミエルはほっとした。

　よかった。ひかりお姉ちゃんだとは気づかれていない。でも、天使とは気づかれているわけで、そうなると気づくのは時間の問題――。

「あ～ん、どうすればいいのぉ」

　いきなり声を出されて、ちょうど降りてきた生徒が仰天した。

「ご、ごめんなさい。おつかれさまです～」

　早さつ速そく営業スマイルを浮かべる。

　男子生徒は、ある者は遠えん慮りよなく、ある者は恥はずかしがりながらルミエルの超乳を見ていた。見ようとしなくても、勝手に視界に入ってしまうのだろう。

　いったいどうしよう、とルミエルは思った。

　レオナルド単独ならば、こっそり手紙を渡わたして「あとでここに来て」なんて誘ゆう惑わくしてオッパイビンタをしてしまえば済んだのだろうが、最大の邪魔者がいる。

「ややっ、凄い超乳だ」

　顔をあげると、レオナルドだった。

（今がチャンス……!?）

　いや。

　チャンスではなかった。すぐ後ろには、金きん髪ぱつの女子高生に扮したベルゼバブがあくびを浮かべていたのだ。

「どこかでお会いしましたか？」

　レオナルドに聞かれ、

「いいえ」

　満面のスマイルで否定した。

「おかしいな。ぼくが前に乳輪教会で会った天使像と、胸の大きさが似ている。ぼくは一度見たバストは忘れないのだ」

「乳違いです」

「早く行け」

　ベルゼバブに急せかされて、レオナルドは降車した。かくして、双子の姉と妹は、バスを降りたところで対たい峙じした。

「おつかれさまでした」

　営業スマイルを浮かべると、

「何を狙ねらっている？」

　ドスを利きかせたささやき声でベルゼバブが尋ねた。

「どうだっていいでしょ」

「夢人に胸を押しつけやがって」

「仕方ないでしょっ」

「計算したろ」

「してないっ！」

「夢人に変なことをするなよ」

「そっちこそ！　夢人に指一本触ふれないでっ！」

　小声で応おう酬しゆうを交かわすと、ベルゼバブはバスから離れていった。ルミエルは、ため息をついた。

　厄やつ介かいなことだった。

　四人も関係者がいる中で、レオナルドにオッパイビンタを喰くらわせて、悪魔の手を人間の手に戻もどさなければならない。おまけにレオナルドは、あきらに気があるみたいなのだ。自分が二人きりになりたいと言っても、来てくれるだろうか？

　いや。

　それ以前に、どうやってレオナルドをおびき寄せるかだ。バスガイドが勝手に生徒の部屋に入るわけにはいかない。

（夢人に手伝ってもらえば――）

　とっさに首を振った。

　だめだだめだめだ。自分の正体がバレたら、オッパイビンタの効力がなくなってしまうのだ。誰か生徒に言づけて呼び出すというのも、恐おそらく難しい。

　一応、万が一夢人にバレた時の方法は、天使の一人から教わっている。しかし、あまりにも破は廉れん恥ちすぎるし、あまりにも確率が低すぎる。自ら進んでやる気には――。

　あ。

　そうか。

　あきらのふりをすればいいのか。あきらが呼んでいるよ。

（それだ！）

　思わず、パチンと指を鳴らしてしまった。が、その直後、ルミエルは落ち込んでいた。

（こんな悪わる巧だくみを考えるなんて、わたし、悪魔みたい……）
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　レオナルドの宿しゆく泊はくの部屋は、六人部屋だった。不ふ愉ゆ快かいなことに夢人もいっしょである。

（にっくき敵）

　思ったところで、メールの着信音が鳴っていた。一年の時に同じクラスメイトだった男からである。

《転校生が下の喫きつ茶さ室しつへ来いって》

　レオナルドは満面の笑みを浮かべた。

　いやよいやよも好きのうち。なんやかんや言いながら、やはりぼくのことが気になっていたのだ。

「ククク。ぼくをこっそり呼び出すとは。どうやらぼくの魅み力りよくにゴキブリころりのようにころりといったらしい」

　引き戸を引いて廊ろう下かに出たところで、ばったり似え非せ金きん髪ぱつの転校生に出会った。

「これはこれはベルゼ様。わざわざお出で迎むかえですか」

「何？」

「呼び出しておきながらぼくを待まち伏ぶせとは、そんなにぼくが欲ほしかったのですね」

　ベルゼバブの額に、怒いかりの四よつ辻つじが走った。

（ややっ!?　まさか、ぼくは間ま違ちがえた？）

　悪魔だけに、怒おこると恐ろしい。

「貴様、この場でぺったんこになりたいか？」

「い、いえ……」

「誰が貴様を呼び出すか」

「でも、確かに伝言を」

「伝言？」

　レオナルドはケータイを見せた。




　ルミエルは旅館のロビーで待っていた。

　ここでレオナルドが来たら、ちょっと伝言があって……と言って違う場所に連れ出す。そして、誰だれもいないのを確かく認にんして、オッパイビンタを喰らわせる。

　うん。完璧だ。

「誰を待ってるんだ!?」

　低い声に、ルミエルは飛び上がった。

　レオナルドを呼んだはずなのに、なぜかベルゼバブが来ていた。まさか、自分の呼び出しとあきらの呼び出しがかぶったのだろうか？

「レオナルドを呼び出すとは、どういうことだ？」

　ルミエルは沈ちん黙もくした。

　偽にせの呼び出しがバレたのだ。でも、どうして!?

「おまえにそんな趣しゆ味みがあったとはな」

「誰があんなイケメン――」

　と言いかけて、慌あわてて言いなおした。レオナルドの手を狙っていることを知られてはまずい。

「そ、そうなのぉ……実は趣味で……」

　ベルゼバブが黙もく視ししていた。

　げっ。

　見抜ぬかれた。

「誰の命令だ」

「誰のでもなく、わたしの衝動……」

「おまえ、夢人一筋だったろ」

「あきらこそ夢人一筋だったくせに、人間なんかとデートして」

「うるさい、これは契けい約やく――」

「契約？」

「なんでもない」

　二人は黙った。

　どうやら、あきらは何か弱みを握られて、この研修旅行に来ているらしい。

「もっとましな男を選べ」

　言い放ってあきらは歩いていった。

　ひとまず本当の狙いは知られずに済んだが、作戦は失敗だった。これではまた呼び出そうとしても、うまくいかない。

（あ～ん、どうすればいいのぉ～～っ！）
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　ひかりと別れるとベルゼバブは、多目的トイレと記された広い個室のトイレに入った。腕うで組ぐみをして一分ほど待っていると、メフィストフェレスが現れていた。

「トイレットペーパーが切れたんで？」

「誰がだ」

「あれ？　違うんで？」

「ひかり――いや、ルミエルを探さぐれ」

「天使を？」

「やつは何か隠かくしている。レオナルドに用事があるらしい。天使界の動きを探ってこい」
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　レオナルドが部屋を出ていくと、夢人は相部屋の四人に取り囲まれた。

「さっきの感触どうだった？　でかかったか？」

　どうやらバスガイドに胸を押しつけられたことを聞いているらしい。

「別に」

　嘘うそつけ。でかかったろ。

　いいなあ、おまえ。

　おれと席替われよ、このリア充じゆう。

「やだ」

　面めん倒どう臭くさくなって、夢人は部屋を出た。トイレに入って小用を足す。心ここ地ちよい解放を味わいながら、夢人はバスガイドのことを思おもい浮かべた。

　どう考えても、天使に似ている。

　そして天使は、ひかり姉ちゃんによく似ている。ひかり姉ちゃんがそのまま歳としをとったような感じだ。

（天使なのかな？　ひかり姉ちゃんなのかな？）

　夢人は考えた。

　一度天使かどうか尋ねてはいるが、答えは得ていない。

　二人きりなら、ちゃんと返事してくれるだろうか。でも、バスガイドって、どこにいるんだろう。

　夢人は廊下に出てみた。

　当てずっぽうに歩いてみる。が、バスガイド一行と書いてあるわけがなく、もちろん捜さがし当あてられるはずもない。

「何してんだよ」

　理り沙さが、背後に来ていた。

「別に」

「あのバスガイドか？」

　どうやら気にしているらしい。

　理沙もバスガイドの正体に気づいたのかな……と思っていたら、いきなり理沙の顔が紅あかくなった。

「大きい方が……いいんだな……」

「いや、そうじゃなくて」

「わたしが大きくなったら、追いかけてくれるか？」

「え？」

「何でもない」

　横を向けた理沙の耳が、紅くなっていた。夢人はため息をついた。

「天使に似てるなと思って」

「天使？」

「ほら。ひかり姉ちゃんに似ているって天使」

　言われてようやく思い当たったらしい。

「天使がバスガイドをするのか？」

「だから、ひかり姉ちゃんかなと思ったりしたんだけど、姉ちゃん死んでるはずだし……」

　担任の水みず野の雪ゆき絵えの声が近づいてきた。腕うで時ど計けいを見ると、夕食の時間だった。




　夢人の隣には、結奈と理沙が陣じん取どっていた。四角い容器に入れられたお弁当が運ばれてくると、

「はい、お兄ちゃん。あ～ん」

　ちくわをつまんで口の前に持ってきた。

　男子の視線が集中した。

　バスの件で、若じやつ干かん男子一同を敵にまわしている。

「お兄ちゃんっ」

　仕方なく食べる。

「美お味いしい？」

「まあまあ」

　素す直なおに答えると、

「開けろ」

　対たい抗こうして右側から、理沙が豚ぶたしょうが焼きの一切れをつまんで差し出した。頬ほお張ばると、

「う……うまいか？」

「まあまあ。きっとつくり置きしておいたんだな」

　クラスメイトや一年生が、じ～っと見ている。ひそひそと何やらささやいている。

　これでさらに敵が増えたかもしれない。

　夢人は二人から代わり番こに「あ～ん」をされながら、レオナルドの方を窺うかがった。すぐ隣となりには、清きよ河かわベルゼという金髪の転校生がすわっている。

　相変わらず、凄すごい超乳だ。
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　外人って、やっぱり胸が大きいんだろうか？　でも、スイスはあまり巨乳じゃないと聞いたことがある。どこかのニュースだと、ヨーロッパで巨乳の下着がよく売れているのは、イギリスとデンマークだそうだ。

「さ、ベルゼ様。ぼくにあ～んを」

「誰がするか、愚おろか者もの」

　すかさず肘ひじ鉄てつを喰らって、レオナルドが倒たおれた。なかなか乱暴な女である。乱暴なところは、あきら姉ちゃんに似ている。

　世の中には、巨乳顔というのがあるそうだ。顔と胸の大きさにはあまり相関関係があるように思えないが、この顔だちの人は、全員巨乳という顔――巨乳顔があるらしい。ひかり姉ちゃんも、そういう顔だったのかもしれない。

　でも、天使の可能性とひかり姉ちゃんの可能性は残る。

（どうやったら確かめられるんだろ）

　ふと考えて、夢人はお風ふ呂ろに気づいた。

　そうだ。

　バスガイドだって、お風呂に入るはずだ。きっと生徒たちとは違うお風呂に違いない。

（バスガイドが入りそうなお風呂の前で待ち伏せをしていれば――）
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　一時間後、夢人は浴衣ゆかたに着き替がえて同室の者と部屋を出た。

　楽しいお風呂タイムである。つまり、女性は女性同士で胸の大きさを、男性は男性同士でチンポの大きさを、それぞれ披ひ露ろうし合って――いや、覗のぞき合って――互たがいの性的戦力を探り合あう、ちょっと大人の時間である。

　レオナルドは一足先に出で掛かけてしまっていた。元から集団行動が得意な男ではないが、いっしょに行動される方がトラブルに巻き込まれて困る。

　入浴は時間帯が決められていた。

　入れるのも、大浴場だけである。生徒が露天風呂に入ることは禁止されている。きっと教師たちが使うのだろう。

　男湯と女湯の暖の簾れんの掛かかった前に来ると、ちょうど結奈が歩いてくるのが目に入った。

　浴衣ゆかた姿すがたがかわいい。

　ノーブラだろうか？

　同室のメンバーが首を伸のばして覗こうとした。とたんに結奈は、襟えり元もとを合わせてブロックした。

「理沙は？」

「トイレ。お兄ちゃん、いっしょに入ろっか？」

　メンバーの一人が、ぶっと鼻血を噴ふん射しやした。

「襲おそわれるぞ」

「お兄ちゃんが来ればいいのに」

「殺される」

　くすくすと結奈は笑った。

「じゃあね～」

　女湯の暖簾が掛かった中に入っていった。後ろ姿を見届けると、夢人は、あっと声をあげた。

「タオル持ってくるの忘れた。先に入ってて」

　忘れたのは、故意犯である。一人だけ取りに帰って、それからバスガイドの入るお風呂の前で待ち伏せするつもりなのだ。




　その頃ころ――夢人のいなくなった六人部屋に闖ちん入にゆう者しやが現れていた。

　理沙である。

　トイレに行くふりをして結奈と別れたあと、こっそりやってきたのだ。

　目当ては、もちろん夢人の布ふ団とんだった。すでに布団が六つ敷しかれている。名札は書いていないが、荷物でどの布団かは察しがついた。

（夢人……）

　愛いとしさが込み上げる。

　バスの中では、ずっと頭に乳房を載のせるだけであった。夢人が結奈を好きなのはわかっているが、自分だって夢人が好きなのだ。

　理沙は、ドキドキしながら夢人の布団に潜もぐってみた。

　ああ。

　夢人とこんなふうにいっしょに入れたらなあ、なんて思う。

　それで押おし倒されたら？

　かまわない。

　夢人にだったら――。

　目を閉じて夢想に耽ふけったところで、突とつ然ぜん、部屋の戸が開いた。

　古典的に押し入いれに隠れる時間はなかった。戻ってきた部屋の住人とばったり視線が合った。

　理沙は凍りついた。

　相手は――夢人であった。

「おまえ――」

「いや、その、布団は同じかなと思って……」

　見苦しい言い訳を口にする。夢人は唖あ然ぜんとしている。

「い、意外と、いい、布団だな」

「そ、そうかな」

「う、うん……だ、男子の方が、いい布団」

「おまえ、布団評論家か？」

　理沙は黙だまった。

　あまり突っ込まないでほしい。恥ずかしいから言い訳をしているだけなのだ。

「ゆ、夢人は何をしに来たんだ？」

「タオルを取りに」

「こ、混浴の露ろ天てん風ぶ呂ろがあるらしいな」

「ああ。おれたちは入っちゃいけないみたいだけど」
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「いっしょに……入るか？」

「え？」

「何でもない」

　理沙は真っ赤になって視線を下げた。また余計なことを言ってしまった。夢人は呆あきれてしまったかもしれない。もしかして、自分のことを嫌いになってしまったかも……。

　恐る恐る顔をあげると、驚おどろいたことに夢人は微ほほ笑えんでいた。

「今度な」
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　夢人が理沙と妙みようなやりとりをしている頃、レオナルドは二つの露天風呂の近くに来ていた。混浴の露天風呂と女湯の露天風呂である。混浴の露天風呂は中で一つになっているようだが、入り口は男性向けと女性向けの二つある。

　幸運なことに、どの温泉の更こう衣い室しつにも人は入っていなかった。レオナルドはきょろきょろと辺りを見まわすと、女湯の暖簾と混浴女性向けの暖簾を入れ換かえた。そして入れ換えた混浴の前に「掃そう除じ中」の看板を立て置いた。さらに男性用の入り口にも「掃除中」の看板を立てた。

　きっとベルゼバブは、生徒たちが使っている大浴場には行くまい。エクステンションを着けていることがバレてしまうからだ。必ずこの露天風呂に現れるはずだ。そして入れ換えられたことも知らずに、女湯と思って混浴の湯に入ることになる。それを見届けたら、混浴と女湯の暖簾を入れ換えればよい。

　かくして、自分は堂々と混浴の露天風呂に入れるというわけだ。万が一見つかっても、ほれ、この通り混浴なのです、あなたが間違えたのですと言い訳できる。

「ムフフ。旅行にまで来て覗きをしない男はいない。二重否定」

　笑えみをもらしたところで、レオナルドは妙な音に気づいた。誰もいないと思っていた露天風呂の方から、水音がしている。

（まさか）

　曇くもりガラスの戸を引いて中に入ると、手前に岩があった。ぐるりと一周できるようになっているらしい。その向こうに露天風呂があるようだ。

　思った通り、岩の向こうには、手て拭ぬぐいを載せたガリガリの化け物が浸つかっていた。

　悪魔のメフィストフェレスである。

「よう。先にやってるぜ」

　つかつかと歩み寄ると、レオナルドは桶おけに冷水を汲くんでぶっかけた。

「わっ！　何しやがる！」

「勝手に混浴に入るな」

「混浴なんだからいいだろ」

「もうすぐベルゼ様が来る」

「早く言え、やべぇ」

　慌ててメフィストフェレスはお湯からあがった。出ていく後ろ姿を見届けると、レオナルドはほくそ笑んだ。

　これで邪じや魔ま者ものは去った。あとはベルゼバブ様が来るのを待つのみである。

（さて、ぼくは先に中で待つとするか）

　レオナルドは、男性用更衣室に入ってすぐのところに身を隠した。
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　バスガイドに扮ふんしたルミエルは、食事を終えていそいそと女湯へ向かっていた。運転手やバスガイドたちは、生徒とは別のお風呂である。

　女湯の表記を確認すると、混浴の露天風呂とも知らずにルミエルは脱だつ衣い室しつで服を脱ぬいだ。

　壮そう麗れいな乳ち房ぶさが露あらわになっていた。

　特大のビニール袋ぶくろにたっぷり水を詰つめ込んだような超ちよう弩ど級きゆうのふくらみが、高く胸から突つき出だして上半身を占せん有ゆうしていた。上体の半分は、オッパイである。

　一一〇センチ近くはありそうな、超ちよう絶ぜつなボリュームだ。それでいて、形が崩くずれていない。大きくなれば、乳房は醜みにくくなる可能性が高くなる。しかし、軽く一メートルを超こえていながら、Ｆカップのような美しい形と高さを保っていた。神秘性すら感じる、エロティックな超ちよう乳にゆうだった。あまりの形の美しさとあまりの豊満さに、Ｇカップの爆乳すら貧弱に思えてしまう。

　人間だった時には肩かたが凝こって仕方がなかった。天使になってよかったのは、肩が凝らなくなったことだ。四年経たって顔は少し大人になったが、肉体は変わらない。

　右手前には、視界を防ぐように巨きよ大だいな岩が立っていた。その周囲が温泉になっている。

　ルミエルはお湯を下半身にかけてから、温泉に入った。

　胸まで浸かると、巨大な乳房がぷっくりと浮ういた。自分で見ても、大きなオッパイである。何度もオッパイお化けとからかわれたが、そのたびに夢人が本気で怒ってかばってくれた。懐なつかしい思い出だ。

（今日も夢人、わたしのことをかばってくれたな……）

　昼間のことを思うと、気が緩ゆるんだ。瞬しゆん間かん的てきに人間の変身が解けて、ルミエルは天使姿に戻っていた。裸はだかの身体に、白い翼つばさが伸びている。

　まずいかなと思ったが、誰かが入ってくる気配が見えたら、人間に変身しなおせばよい。奥おくへ進むと、岩にもたれて肩にお湯をかけた。

　疲つかれた一日だった。

　バスガイドをするのは、もちろん初体験である。おまけに車の中には、あきらも夢人も、そして結奈と理沙もいたのだ。

　でも、少しだけいい思いも味わった。

　偶ぐう然ぜんとはいえ、夢人に胸を押しつけてしまったのだ。

　むぎゅっという感かん触しよく。夢人を胸で抱だき締しめてしまった。できるなら、そのまま抱き締めて、ぎゅうぎゅうしたかった。頬ほおずりしたかった。

　でも、そうするわけにはいかない。

　自分には任務があるのだ。レオナルドをオッパイビンタでぶちのめさなければならない。

　天使なのに、どうしてこんな卑ひ猥わいな方法でしか変えられないのかしら、とルミエルは思った。オッパイビンタでなければ、わざわざ自分が人間界に降りる必要もなかったのに。

（どうやってオッパイビンタしようかな……）

　ルミエルは思った。

　もう呼び出すのは難しそうだった。今度は乗ってこないだろう。

　かといって、あきらに話しても無む駄だだろう。悪あく魔まの総そう帥すいが協力するとは思えない。やはり、秘ひ密みつ裏りにことを運ぶしかない。

　だが、その方法が見つからない。隙すきも見つからない。

（はぁ……最悪……）

　ルミエルは、ため息をついた。

　よりにもよってどうしてこんな時に、天使長は自分に命令を下したのだろう。悪魔の手を人間の手にするためには、条件もタイミングも悪すぎる。天使が人間として化け身しんしていられるのは、六十時間しかない。それをすぎれば、人間化してしまう。

（いっそのこと、そのまま人間になっちゃう？）

　なってしまえば、大好きな夢人といっしょに暮らせる。

　でも、戸こ籍せきはどうする？

　学校は？

　事務処理上はまだ死亡にはなっていないが、その場合、高校は中退ということになる。せめて大学くらいは出ておきたい。

　でも、自分は二十歳。

　かつて大検と呼ばれた高卒認にん定ていを受けた時点で、二十一歳。大学を卒業しても二十五歳。二十五歳で新入社員というのは、今の不ふ況きようの時代では苦しい。

　やはり、天使を務めあげるしかない。天使を務めあげて十人の魔ま物ものを人間に戻すことができれば、また人間界に帰してやると天使長は言った。それを目指すしかない。

　でも、人間にしたのは二人。まだまだ夢人の元に帰れそうにない。帰った時には、もうおばあちゃんかもしれない。

（このまま失敗しちゃった方がいいのかな……）




　ルミエルが露天風呂に入ってから十分――。

　そこに来てはいけない女子生徒が、現れていた。

　金きん髪ぱつのミディアムヘアにサングラス、ロケットみたいに突き出したどでかい砲ほう弾だん乳――。転校生、清河ベルゼである。

　ずっとレオナルドにつきまとわれて、疲れた一日だった。約束なので仕方ないが、正直、うっとうしい男である。

（夢人だったらなあ……）

　いやだいやだとベルゼは思った。

　かわいい弟の前で、好きでもない男に付き合わなきゃいけないなんて。自分は本当は好きじゃないのよ。レオナルドなんて嫌きらいなのよ。ただ、ちょっと悪魔の首領をしていて、レオナルドが成績を残したからデートのふりをしなきゃいけないの。

　ベルゼバブは首を振ふって、更衣室を横切った。

　先客は一名だ。

（くそ。誰が入ってるんだ？）

　ベルゼバブは、籠かごを覗き込んだ。

　中に入っていたのは、帽ぼう子しみたいにどでかいブラジャーだった。見覚えのある大きさである。

（なんだ、ひかりか）

　安心して、ベルゼバブは脱だつ衣いを始めた。

　浴衣の下から現れたのは、まさにロケットと呼ぶにふさわしい美爆乳だった。胸の上部から少し斜ななめ下したに向かって、ズドンと十五センチ以上突き出している。

　乳房の先せん端たんは、ロケットの先端のように尖とがっていた。見るからに挑ちよう発はつ的てきな、勝気な爆乳である。胸で背中を突いてくすぐってほしくなりそうなオッパイだ。眺ながめているだけで思い切り搾しぼりたくなってくる。

　挑発的なロケット乳をゆっさゆっさと揺ゆさぶりながら、ベルゼバブは露天風呂に入った。

　湯ゆ煙けむりがもうもうと起こっている。

　お湯に浸かると、気が緩んで思わず変身が解けた。肌はだが褐かつ色しよくに変色し、顔にはペイントが浮かび、背中からはコウモリのような黒い翼が生えていた。

（やべ。戻っちまった）

　変身しなおそうかと思ったが、入っているのはひかりだけだ。

　ベルゼバブは露天風呂の中を奥へと進んだ。

　水音が聞こえた。

　自分が来たので警けい戒かいしているに違ちがいない。

「天使が何の用だ？」

　声をかけると、

「あきら！」

　やはり、ひかりだった。天使の姿ではない。ロングヘアをアップにまとめている。

「何、その格好」

「温泉にぴったりだろ」

　ひかりがくすっと笑った。あきらもくすっと笑う。

　それから激しく笑いだした。双ふた子ご同士、お風呂に入るのは久しぶりだ。

「相変わらず、でけえ胸だな」

「あきらだって、おっきいくせに」

「二人で夢人にオッパイを押しつけて起こしたこと、思い出すな」

　くすっとひかりが笑った。

「誰かに覗かれたらどうするの？」

「そいつは稲いな妻ずまに撃うたれて死ぬ」

「夢人だったら？」

「胸で窒ちつ息そくの刑けいに処す」

「それはわたしの仕事よ」

「いや、わたしの――」

　言い返そうとすると、ふいに男の声が響ひびいた。

「何だ!?」

　二人はとっさに岩に目をやった。この岩の向こうに、誰かいる！
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　夢人は露天風呂のそばでバスガイドが来るのを待っていた。だが、現れたのは怪あやしい転校生だけであった。金髪とサングラスに浴衣は似合わない。

（もしかして、もう来ちゃったのかな？）

　考えていると、妙なアフロヘアの男が混浴の男子用入り口から現れていた。

　レオナルドである。

　夢人が見ているとも知らずに、掃除中の看板を元に戻もどした。それから、「女湯」の垂れ幕を「混浴女用入り口」に戻した。

（げ、げぇ……！　あいつ……！）

　声をかける前に、レオナルドはさっさと中に戻ってしまった。

　あの男は何かを企たくらんでいる。

　きっと悪さをするつもりなのだ。バスガイドも気になるが、放っておくわけにはいかない。

　夢人は垂れ幕を元に戻すと、あとを追った。思った通り、脱衣室にはレオナルドの浴衣が残っていた。姿が見えないと思ったら、こんなことを考えていたのだ。

（あいつの思う通りにさせるか）

　夢人はすばやく脱衣して、中に入った。作法としては下半身をお湯で流すべきなのだろうが、それでレオナルドに気づかれてはまずい。

　そのままお湯に入る。

　凄い湯煙で、あまり先は見えない。

（レオナルド、どこにいるんだ……？）

　巨大な岩が左手を塞ふさいでいた。どうやらぐるりと周囲を回れるようだ。その向こう側だろうか？

　夢人はさらに奥へ歩を進めた。

　ふいに湯煙が晴れて、裸の背中が覗いた。手にはデジカメを持っている。

（レオナルド！）

　その向こうにいたのは――転校生ではなかった。褐色の肌に、顔のペイント。そして、巨大な翼。

（え……!?）

　夢人は目を疑った。

（今のって、悪魔……!?）

　もう一度よく見る。

　今度は、バスガイドが見えた。髪かみの毛けをアップにしたその姿は、やはりひかり姉ちゃんに似ている。

（ひかり姉ちゃん……！）

　ごうと血がうなった。

（誰だれが撮さつ影えいさせるか！）

　突然、夢人は後ろから、

「レオナルド！」

　怒ど鳴なった。

　レオナルドが声をあげて飛とび退のいた。その声に、二人の美女が振り返かえった。

「誰だ！」

　バスガイドと悪魔が振り向むく。

　レオナルドと視線が合った。

「貴様――」

「いや、この男が覗きをしようと――」

「天てん誅ちゆう！」

　悪魔が桶をつかんで投げた。レオナルドが身をかがめた。その後ろに――。

　スコン！

　小気味よい音とともに、夢人の意識は吹ふっ飛んだ。




10




　同性にじろじろ胸を見られるのがいやで、早々に結奈は風呂をあがった。

　脱衣室でＩカップの豊満な乳房をバスタオルでこする。黄色のバスタオルにこすられて、ムチムチの肉にく弾だんがひしゃげ、押し潰つぶされたゴムまりみたいに胸の上をすべる。

　乱暴な音に顔をあげると、少し離はなれたところで理沙も着き替がえを始めていた。Ｈカップのムチムチした炸さく裂れつしそうな胸の肉が、やはりバスタオルにこすられてひしゃげている。

（わたしとどっちがおっきいかな……）

　思わず見ていると、目が合った。

「大浴場は嫌いだ」

「わたしも。家の方がいい」

「そうだな」

　会話が途と切ぎれる。

「露天風呂、行ってみるか？」

「先生に怒おこられないかな？」

「実はまだ、身体を洗っていないんだ」

「わたしも」

　二人はくすっと笑い合った。

「じゃ……行ってみよっか？」




　五分後には、二人は露天風呂の女湯の暖簾の前に立っていた。

「掃除中だって。あ～あ」

　結奈が残念そうに声をもらすと、

「でも、中に人がいるぞ」

　理沙が更衣室を覗き込んでいた。

「嘘うそ」

「籠が二つ、埋うまってる」

　理沙が先に入り、結奈がつづいた。確かに、二人入っているようだ。

「掃除の人、入ってきて怒られないかな」

「これから掃除するんじゃないか？」

　結奈は納なつ得とくして浴衣を脱いだ。理沙も浴衣を脱いだ。ムチムチと弾はじけんばかりの豊弾だんが剥むき出しになる。

　二人は手拭いで前を隠かくして引き戸を引いた。

　大きな岩があって、右手の視界を塞いでいる。そのまわりを温湯と湯煙が包囲している。

「あ、よさそう」

　結奈がさっさと温泉に浸かり、

「わぁ～、気持ちいい～♪」

　声をあげた。
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（な、な、な、なんで夢人が……!?）

　ベルゼバブは動転していた。

　この露天風呂は、生徒のためのものではない。なのに、なぜレオナルドの後ろに夢人が……!?

「夢人！　夢人!!」

　お湯の中にぶくぶくと沈しずむ夢人を、慌あわてて抱き起おこした。褐色の巨乳に、かわいい弟を押しつける。

　レオナルドが逃げた。夢人を抱いたまま、桶を投げる。乾いた音のあとに、レオナルドはデジカメをつかんだまま倒れた。

「何やってるの！」

　ひかりが、ブルンブルンとバストを揺さぶって駆かけ寄よる。

「いや、桶が当たった」

「んもう、乱暴なんだから。わたしに貸して！」

「だめだ！　昼間、おまえ胸を押しつけたろ」

「対たい抗こうしている場合じゃないでしょ？」

「わたしが夢人を介かい抱ほうするんだ。夢人、ほら、あきら姉ちゃんだぞ？」

　思わず名乗りながら、身体を揺さぶる。大好きなオッパイを押しつけられているというのに、夢人は目を閉じたままだ。

「馬ば鹿か。ばらしてどうするのよ」

「あ、そっか」

　う、うん……と夢人がうなった。

　どうやら意識を取とり戻しかけているらしい。二人は一いつ瞬しゆんやさしい表情になったが、

「あきら……そのままでいいの？」

「何が」

「悪魔の姿を見せるの？」

「え――」

　ベルゼバブは黙った。

　さすがに悪魔姿の自分を見たら、夢人もびっくりするに違いない。それに、自分の正体がバレたら、人間界に戻れる日が遠のいてしまうではないか。

「ここはわたしに任せて」

「独どく占せんするつもりか？」

「悪魔といっしょにいるところを見られたら、ややこしくなるでしょ？」

「じゃあ、人間に――」

「あきらお姉ちゃんだって見み抜ぬかれるわよ」

「じゃ……じゃあ、もう少しだけ――」

　ベルゼバブは、夢人を胸に押しつけた。

　昔の記き憶おくが、次々と蘇よみがえった。お風ふ呂ろ場ばで背中に胸を押しつけたこと。朝、胸で起こしたこと。夢人に背中を流してもらったこと。スキー場に出で掛かける朝のこと。

《何があっても、強く生きていくんだぞ》

　思わずそう言ってしまって、馬鹿、とひかりに怒られたこと。黒くろ猫ねこになって夢人のそばを訪おとずれた時のこと。泣いていた夢人。お姉ちゃんが死んだなんて嘘だと泣きじゃくっていた夢人。

「早く」

　急せかすひかりの耳に、

「わぁ～、気持ちいい～♪」

　聞き覚えのある明るい声が聞こえていた。

　二人はぎょっとした。

　この声は――人間だった頃、夏休みのたびに遊びに来ていた結奈の声だ。

「あ、あきら」

「や、やばい」

　二人は慌てた。

「理沙さん、早くぅ」

　結奈の声が聞こえてくる。水音からすると、こっちへ向かっているようだ。

「お、おい、夢人を隠そう」

「どこに？　まだ、夢人意識戻ってないのよ!?」

「夢人、こら、起きろ、お姉ちゃんの危機だ」

「夢人、しっかり」

　ばしゃばしゃと水音は近づいてくる。

「あれぇ？　こっちにもあるよ。向こうの方が広いのかな」

　――く、来るっ!!

　二人は顔を見合わせた。

　もはや、一刻の猶ゆう予よもない。

　ベルゼバブが人間に変身しても、エクステンションは脱衣室に置いてきている。結奈に見られるのはまずい。

「あ、あきら、早く……！」

　ばしゃばしゃと水音がすぐ背後の岩に迫せまった。

「お姉ちゃんを許せ」

　あきらはぎゅっと弟を抱きしめてから温泉に背を向けた。ころがっているレオナルドを、片手で引き上げる。レオナルドを連れて更衣室の引き戸を引いたところで、結奈が現れた。

「あっ」

　一瞬、結奈は罰ばつの悪そうな顔を見せた。

　生徒は大浴場で入浴のはずである。それが、露天風呂に来てしまったのだ。

「こ、こんばんは……」

　汗あせを浮かべながら挨あい拶さつをした。その後ろから、理沙が顔を出した。

「あ。夢人」

「え？」

　結奈の目が大きく開いた。その瞬しゆん間かん、

「お兄ちゃん！」

　結奈が駆け寄った。ひかりは、条件反射で夢人を抱き締めてしまった。結奈に渡わたすまいと母性本能が働いてしまったのだ。

「何するの、オバサン！」

「オ……オバサン……!?」

「お兄ちゃんをどうしたの!!」

「え……」

　ひかりは失しつ語ご症しように陥おちいった。あきらが桶をとは、言えない。

「お兄ちゃんをかどわかしてたんでしょ！」

「まさか！　どうしてわたしが夢人を！」

「夢人!?」

　結奈が絡からんできた。

「お兄ちゃんを勝手に呼び捨てにしないで!!」

「そうだ、夢人はわたしの男だ」

「そうだよ、わたしの彼かれ氏しだよ」

　理沙が、結奈が、つづいて言い張る。お互たがい、自分たちの主張は聞こえていないらしい。思わずむっとして、ひかりは言い返した。

「何言ってるの、夢人はわたしの弟よ！」

「勝手なことを――」

　言わないで、という結奈の声は飲み込まれていた。視線が、ひかりではなく夢人を見ていた。

　ひかりは視線を下ろした。

　夢人が、見上げていた。

（ひぃっ！）

　凍こおりついた。

　いつから夢人は起きていたのだろう？　もしかして、わたしの弟よって台詞せりふ、聞かれた……？

　夢人は無言だった。

　ぽかんと口を開けて、ひたすらひかりを見ている。

　やばい雰ふん囲い気きだった。

　何かを聞いてしまった顔だ。

「あの……綺き羅ら星ぼし君を二人に返すね」

　夢人を離そうとしたが、遅おそかった。夢人の声が、ひかりをつかんでいた。

「ひかり……姉ちゃん……？」

　結奈と理沙が、えっ!?　という顔をした。一番動転していたのは、ひかりである。

「ま、まさか、バ、バスガイドの濁にごり川かわ――」

「今、弟って言った」

（ひぃ～～～～～～～～～～～っ!!）

　ひかりは泣きそうになった。なぜ、自分は弟なんて言ってしまったのか！

　結奈のせいだ。

　結奈に対抗して、思わず自分の弟だと言ってしまったのだ。

「そ、それは言葉の綾あやで……」

「ひかり姉ちゃんなんだろ？」

　夢人の目は真しん剣けんだった。

　もう聞いてしまったのだ。自分が姉だとわかってしまったのだ。それでも、ひかりは必死に言いい逃のがれようとする。

「ち、違います」

「嘘！　姉ちゃん、記き憶おく喪そう失しつになったの!?　おれのこと、忘れたの？　ずっと、似てるって思ってたんだ。最初は天使かなと思ったけど、やっぱり違う。ひかり姉ちゃんなんだろ？　そうなんだろ？」

　別人です。お姉さんに似ているんですか？

　理性はそう答えていた。

　だが――身体は夢人を抱き締めてしまっていた。八歳さいの時に母親が離り婚こんでいなくなってから、ずっとあきらといっしょに母親代わりをしてきたのだ。夢人は大切な弟であり、大切な子供でもある。

　母性本能が、嘘をつけなかった。

「忘れるわけ……ないじゃない……」

「姉ちゃん……！」

　夢人の手が背中にまわり、力を込めた。

　ああ。

　とうとう言ってしまった。

　自分は天使。内ない緒しよにしておかなければならないのに。ばらしたら、任務を全まつとうできないのに。悪魔の手を人間の手にすることができなくなってしまうのに。

　でも、嘘がつけなかった。

　ひかりも、姉として夢人に会いたかったから。この四年間、ずっと心配していたし、ずっと申し訳ないと思ってきたのだ。

　夢人。

　ごめんね。

　ごめんね。夢人。

「どうして……言ってくれなかったの……」

「お姉ちゃん、天使にならなきゃいけなくて……」

「言ってくれたらいいじゃん」

「言ったらいけなかったの。本当はおばあちゃんが天使になるはずだったんだけど、人間でいたいってわがまま言って、それで高校一年生になったら、わたしとあきらが向こうの世界に行くことになっちゃって――」

「あきら姉ちゃんも天使なの!?」

　しまったと思った。

　あきらのことを話してはいけなかったのだ。

「うん……わたしより立場は上だけどね……」

　とっさに嘘をついた。

「そうか、あきら姉ちゃんも生きてるんだ！」

　夢人の声が弾はずむ。

「ごめんね」

　夢人は首を振った。嘘とも知らずに、信じている。天使が、弟に嘘をついてしまった。これから、自分はどうすればいいのだろう？　任務は失敗しましたと、天使界に帰る？

　否いな。

　まだ方法はある。でも、恥はずかしいし、成功する可能性は低い。

　夢人は幸せそうに、ひかりに抱きついていた。双ふたつの超乳が夢人の身体に圧あつ迫ぱくされてひしゃげている。こんなふうに夢人を抱くのは久しぶりだ。うれしいのに、どこか悲しい。

「姉ちゃん」

「な、何？」

「どうしてバスガイドなんかに化けてたの？　天使って、バスガイドなんかするの？」

「それは……」

　ひかりは返答に困った。
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　間かん一いつ髪ぱつだった。

　あきらは更こう衣い室しつに入ると、一息をついた。でも、すぐ妹のことが心配になった。

　人間の時からどじだった彼かの女じよだ。天使になってもそれは同じ。果たして、結奈を相手にうまくやりきれるだろうか？　不安だが、覗のぞくわけにはいかない。







[image: ]







　レオナルドは、まだ気絶していた。手にはデジカメを握にぎり締めている。

（まず、こいつを処理だな）

　あきらはデジカメを奪うばって、メモリーを消去した。これで、自分の映像もひかりの映像もない。

（あとは着き替がえて部屋に帰って――）

　籠を探したところで、気づいた。

　更衣室が、違う。

（か～っ！　やられた！）

　女子更衣室へ行くためには、再び温泉に入って戻らなければならない。しかし、そこには結奈と理沙がいる。あきらにはエクステンションもサングラスもない。

　あきらは、夢人の籠を探してバスタオルを身体に巻き付けた。少しだけ、夢人に触ふれたような気がしてうれしくなる。

（夢人、バスタオル借りるぞ）

　出ていこうとしたところで、

「ムフ」

　いやなやつが意識を取り戻していた。

「これはこれはベルゼ様。わざわざ男子更衣室にまでお忍しのびとは、情熱的ですな」

　ピキッ。

　大きな怒いかりの四よつ辻つじマークが、ベルゼバブの額に浮かんだ。

「ささ。ぼくはいつでもウェルカムカモンです。二人でお風ふ呂ろに入り直しましょう」

「一つ言っていいか」

「愛の告白で？」

「地の果てまで飛んでいけ～～っ！」

　ベルゼバブのパンチが炸裂した。レオナルドは更衣室の屋根を突き破やぶって、星になった。







第四章　天使の乳
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　露ろ天てん風ぶ呂ろの中で、夢ゆめ人とは三人の美女に取り囲まれていた。結ゆ奈な、理り沙さ、そして――ずっと会いたかったひかり姉ちゃんである。

　夢人は、ひかりの話を聞き終えたところだった。

　十五分前は、ただひたすら歓かん喜きしかなかったのだが、今は大半が後こう悔かいに変わってしまっていた。

　人の正体は、パンドラの匣はこである。夢人が見破ってしまったために、姉はレオナルドの手を人間の手に戻せなくなってしまったのだ。

　ひかりの話では、人間は天使と悪魔の間の存在ということらしかった。おおよそ知的生命体には、天使の粒りゆう子しと悪魔の粒子が両方入ってるのだという。両者がだいたいバランスが取れているのが、人間なのだそうだ。バランスが崩くずれていて悪魔の粒子が多い人間が、魔物だという。

　天使の粒子と悪魔の粒子は、胸に集まっている。胸は粒子の調整器官である。天使の手は、一時的に天使の粒子を増加させた手だ。悪魔の手は、悪魔の粒子を増加させた状態の手である。天使の手で胸をさわれば、過か剰じような分だけ天使の粒子が流れ込んで、魔物は人間になる。逆に悪魔の手でさわると、魔物は悪魔の粒子で満たされて悪魔に固定化される。

　天使であるひかりの胸にも、天使の粒子は充じゆう満まんしていた。その乳房でビンタすることで余分な悪魔の粒子を消すつもりだったのだが、夢人に正体がバレたことで、それが使えなくなってしまった。

「ごめんね、姉ちゃん……」

「ううん、いいの。一応、方法はないわけじゃないから……」

「レオナルドの手を人間の手にできるの!?」

　ひかりは困ったような笑えみを浮かべた。

　夢人はいやな予感を覚えた。

　まさか、お姉ちゃんのオッパイをレオナルドにさわらせるのだろうか。

　それはいやだ。

　それとも――結奈と理沙の胸をさわらせる？

　結奈と理沙は、お湯の中で夢人をサンドイッチしている。手て拭ぬぐいで隠しているのは下半身だけだ。美しい肉まんのようなふくらみが、双つ突つき出だして今にも揺れそうになっている。

「まさか、姉ちゃんのオッパイをレオナルドがさわるの？」

「まさか！　そんなの絶対いやよ！」

　ひかりは大声をあげた。

　夢人だっていやだ。

「もしかして、夢人とエロいことをするのか？」

　理沙の一言に、ひかりは真っ赤になった。

「え？　本当なの？」

「お兄ちゃんとセックス!?」

　結奈の発言に、

「違う違う違う！　セックスじゃない！」

「じゃ、何？」

　結奈が険悪な三白眼で食い下がる。

　好きな分だけ、目が真剣になっている。ひかりは人差し指と人差し指を合わせながら、

「だからその……あき……じゃなかった……悪魔のオッパイを……両方もみもみするの……」

　小さな声でごにょごにょと答えた。結奈の表情が明るくなった。

「なんだ、セックスじゃなかったんだ。初めてはお兄ちゃんにあげようって思ってたから」

「わ、わたしもだぞ」

　結奈と理沙が顔を見合わせた。

　なかなか大だい胆たんな二人である。

（ははは……結奈も理沙も……）

　一瞬、夢人は苦く笑しようしたが、

「え？　悪魔って、まさかあのガリガリのメフィストフェレス？」

「違う、ベルゼバブ！　悪魔の首領よ！」

「悪魔の首領!?」

　夢人は目をぱちくりさせた。

　夢の中だったのか、さっき悪魔を見たような気がする。なんだかずいぶんと自分の名前を呼んでいたような気がするが、気のせいだろうか？

「悪魔のオッパイをさわるって、簡単なの？」

　ひかりは、結奈に対して首を横に振ふった。

「さわるだけじゃだめなの。悪魔がレオナルドに接せつ触しよくしている間に、二十回胸を揉もまないと、レオナルドの手は人間の手にならないの」

「それって、結構難しい……？」

　ひかりはうなずいた。

「え～っ!?　じゃあ、どうするの？」

「とにかく、夢人の手を天使の手にしないと……」

「え？　おれ、また天使の手になるの？」

「今のままじゃ、悪魔の胸をさわっても何も起きないの」

「また蛇じや紋もんとか出るの？」

「今度は出ないわ。罰じゃないから」

「そう。じゃあ、やって」

「うん……」

　答えたきり、ひかりは真っ赤になった。

（あれ？　なんで紅あかくなってんだろ？）

　夢人は首を傾かしげた。

「姉ちゃん、早くしないの？」

「目を開けないって、約束してくれる？」

「なんで？」

「とにかく、ここに仰あお向むきに寝ねて」

　ひかりは岩の上にあがって、太ふと腿ももを指差した。股こ間かんは白い手拭いで覆おおわれている。その上には細いウエストと、そしておへそまで実っていそうな、豊熟したオッパイ――。

「目を閉じて」

　夢人は、姉の太腿に頭を横たえた。久しぶりの膝ひざ枕まくらである。本当は目を開いて、心ゆくまで姉の超ちよう乳にゆうを鑑かん賞しようしたいところだが、我が慢まんして目を閉じる。

「口を開けて」

　言われるままに開けると、ふいにコリッとした肉の突とつ起きが口に飛び込んできた。

「わっ！」

　思わず目を開けてしまった。

「だめ、目を開けちゃ！」

「姉ちゃん、何っ」

「わっ、ひかりお姉ちゃんがエッチなことをしようとしてる！」

　結奈も騒さわぐ。

「違うの！　天使の手にするには、オッパイを飲ませないとだめなの！」

　真っ赤になりながら、懸けん命めいにひかりが言い訳する。結奈と理沙が、三白眼で睨にらんだ。

「お兄ちゃんとエッチするための言い訳でしょ」

「言い訳じゃないっ！　天使のオッパイには天使の粒子がいっぱい詰つまってるの！　母乳にもいっぱい入ってるの！　だから、天使のオッパイを吸ったら、夢人にいっぱい天使の粒子が流れ込んで天使の手になるのっ！」

「お姉ちゃん、嘘ついてる。お姉ちゃん、オッパイ出ないじゃん。そんなのでチューチューしたって、お兄ちゃんの手が天使の手になるわけないじゃん」

「そうだ、なるわけない」

「なるの！　ちゃんと母乳だって、出るんだから……」

「ほんとに？」

　ひかりは恥ずかしそうにうなずいた。

「え～っ！　妊にん娠しんしたの!?」

「してないっ！　してなくても天使は出るの!!」

　またひかりが懸命に否定する。

「いいな。わたしも天使になりたい」

「天使なんか、なるものじゃないわ。下っぱだし、何もできないし……」

　低く沈んだ声に、結奈は黙だまった。理沙は繁々とひかりの乳ち房ぶさを見つめている。どんなふうに母乳が出てくるのか、興味があるらしい。

「姉ちゃん、本当にミルク出るの？」

　ひかりはうなずいた。

「全部お乳を飲み干さないと、天使の手にならないから……」

「わかった」

　夢人は、再び姉の膝ひざの上に仰向きに頭を横たえた。ちょっと赤あかん坊ぼうみたいである。見上げると、巨きよ大だいな双つのふくらみが半分ほど視界をさえぎっていた。美しい姉の顔はほとんど見えない。

「どっちを吸うの？」

「どっちからでもいいけど、両方吸ってね……」

　夢人は少し迷って、右の乳房にしゃぶりついた。ムンムンした乳肉の薫かおりが鼻び腔こうに流れ込み、コリッとした乳ち首くびの感かん触しよくが口の中に弾ける。

　夢人はいきおい窒ちつ息そくしそうになった。

　見た目以上に、姉の乳房は大きい。結奈とも理沙とも比べものにならない。それに、二人よりもやわらかい……！

「あんっ……！」

　ひかりがエッチな声をあげた。

「吸って……」

　かすれた声でささやく。

　夢人は、強きよう烈れつな吸引音を立てて、姉の乳房を吸った。

「あぁっ……！」

　高い声とともに、びゅるっとミルクが噴ふん射しやしていた。いくつもの飛沫しぶきが、口こう腔こうにほとばしる。

（ンンッ！　ね、姉ちゃんのお乳だ……！）

　ほんのりと甘あまい。

　子供の頃ころ、そういえばひかり姉ちゃんとあきら姉ちゃんのオッパイを吸ったことがあったな、と夢人は昔のことを思い出した。

　離婚していなくなったお母さんが恋こいしいと泣いていたら、二人の姉がオッパイをあげると言って乳房を吸わせてくれたのだ。

　母乳は出てこなかったけど――ただ、乳肉の薫りしかしなかったけど――今、こうして姉のミルクを飲み込んでいる。

（姉ちゃんっ……！）

　夢人は夢中になってオッパイを吸った。

「も、もっと強く……！」

　夢人は喉のどを鳴らして爆乳をしゃぶりまくった。ごきゅ、ごきゅと喉が鳴るたびに、姉の身体がピクピクとひくつく。エッチな声も、断続的にもれる。

　ひかりお姉ちゃんが感じている。

　自分にオッパイを吸われて、感じているのだ。

「両方とも……あんっ……オッパイ、吸ってね……」

　やさしい姉の声に、

（姉ちゃん……！）

　乳房を替かえてしゃぶりついた。チュ～ッと吸引音を立てると、あぁっとひかりが叫さけんだ。

　口の中に、甘い蜜みつ乳が溢あふれだしてくる。

「あぁぁぁっ……夢人ぉっ……」

　上半身をひくつかせながら、ひかりが乳房を押おしつけてきた。特大の肉弾が顔面に広がる。

（んぐぅっ！　むぐぅぅっ！）

　顔をうずめ窒息しそうになりながら、姉の乳房を吸いまくる。凄すごいミルクの量だ。たまらず、もう片方のオッパイを握り締しめた。ぴゅっと蜜乳がほとばしる。

（まだこっちからも……！）

「全部……飲まないと……だめだからぁン……」

　姉の声が、甘く尾おを引く。

（姉ちゃん……！）

　ゾクゾクした。

　甘えの欲求と淫いん欲よくを両方満たされる思いに、ますます姉の乳房を吸いたくなってくる。片方ずつでは物足りない。両方、一気にしゃぶりたい……。

　夢人は両方の乳房を両手でつかんだ。

　乳首を真ん中に寄せる。

　双つの乳首が、合わさった。

「夢人……？」

　一気に両方の乳首を咥くわえ込んだ。高い吸引音を立ててバストを吸い込む。乳房が細長く尖とがり、甘い蜜乳が流れ込んできた。

「あぁっ！　そんな、両方なんて、あぁぁっ……！」

　姉の身体がそりかえった。弓なりにしなりながら、ピクピクとふるえる。

（姉ちゃん、エロい～～っ！）

　興奮しながら、さらに夢人は乳房を吸いまくった。双つのふくらみをバキュームしていく。

　推定一一〇センチのバストはさらにロケットのように尖り、先せん端たんをしこらせた。蜜乳は、たっぷりと天使の粒子を含ふくんでますます盛大に噴射していく。

（凄い量……！）

　夢人は必死に天使の乳を飲みまくった。乳房を吸引しながら、舌を回転させて両方の乳首から蜜乳を吸い出してゆく。

「あぁっ……あぁっ、夢人だめぇ、そんなに舌を動かしちゃ……」

「だって、全部出さないと……」

「あぁっ……あぁぁっ、そんなことをしたらお姉ちゃん、お姉ちゃん……あはぁぁぁぁぁっ！」

　絶ぜつ叫きようがもれていた。

　凄い勢いで蜜乳が噴射し、口腔に炸さく裂れつした。夢人は喉をつまらせそうになりながら、全部を飲み込んだ。

　ようやく、射乳が止やんでいた。

　チューッと音を立ててみたが、蜜乳は出てこない。

「姉ちゃん……？」

「夢人ったら……」

　恍こう惚こつとした、母性たっぷりの笑みをひかりは浮うかべた。だるそうに、はぁとため息をつく。結奈と理沙は、すぐそばで圧あつ倒とうされている。

「全部……吸った……？」

「たぶん……」

　ひかりは夢人の手をつかんだ。引き寄せて、手のひらを見る。

　感情線と知能線の間に、はっきりとした星印――天使の手の証あかし、神秘星が浮かんでいた。夢人は、再び天使の手の持ち主になったのだ。

「よかった……」

　ひかりは吐と息いきをついた。

「お姉ちゃん、のぼせそう……先にあがるね……」

　ひかりは手拭いで腰こしの前を覆うと、よろよろしながら岩をまわって脱だつ衣い室しつに入っていった。あとには夢人と、呆あつ気けにとられた結奈と理沙が残った。

　行動したのは、二人同時だった。

　左右からずいと夢人を挟はさみ込むと、二人いっしょに乳房を押しつけたのだ。

「お兄ちゃん、オッパイ吸って」

「吸え」

「吸わないと魔ま物ものに戻もどっちゃうかも」

「そ、そうだぞ、きっと戻るぞ」

　無む茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつである。夢人は苦笑を浮かべると、交こう互ごに二人の乳房に顔をつけた。

「あん♪」

「あぁん♪」

　小さな喘あえぎ声が、露天風呂にほんの少しだけ響ひびいた。
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　かわいい夢人の夢から目を覚ますと、ベッドに夢人はいなかった。ベルゼバブは、一人悪あく魔ま城の寝しん室しつに横たわっていた。

　札さつ幌ぽろの旅館には泊とまらず、悪魔界に戻ってきたのだ。寝ているうちにうっかり悪魔の姿を曝さらけ出しては、大パニックになる。

　大胆なハイレグのコスチュームに着替えると、ベルゼバブは執しつ務む室しつに入った。呼よび鈴りんだけ鳴らして、報告を読む。

　天使同様、悪魔も高こう齢れい化かしている。ベヒモスもアスモデウスも、ほとんど頼たよりにならない。まともに働いているのは、メフィストフェレスぐらいなものである。それでも世界はまわっている。もはや世界には、善も悪もいらないのかもしれない。

　黒い机の上に報告書を置くと、ベルゼバブは目を閉じた。

　昨日は少しだけいい日だった。

　レオナルドとの時間は最悪だったが、少しだけ夢人と時間がつくれた。といっても、夢人は覚えてはいまい。自分が一方的に夢人を抱だいただけだ。

　でも、いつも黒くろ猫ねことして身体をこすりつけることしかできなかったから、うれしかった。できることなら、レオナルドの代わりに夢人とデートしたいが、そうもいかない。今日一日はレオナルドと付き合うしかない。

「ベルゼバブ様」

　メフィストフェレスがコーヒーを持って入ってきていた。人間だった頃には、コーヒー店に勤務していたそうだ。そのせいか、メフィストフェレスが淹いれるコーヒーは、めっぽううまい。

「あの天使のことでございますが」

「ひかり――いや、ルミエルのことがわかったか？」

「どうやら、レオナルドが目的のようでございます。悪魔の手が消えていないとかで、騒いでおります」

　なるほど。

　それでひかりを送り込んできたか。天地条約の第六条にも、悪魔の手が消えない場合は、天使が処理することと記されていたはずだ。

　確か、オッパイビンタで悪魔の手を初期化できたはずだが、そんな隙すきはつくれるのか。昨日、あれから夢人とひかりがどうなったのかはわからない。もしかしてとんでもなく羨うらやましいことになっていなければよいが……。

「いかがいたしますか？　ベルゼ様がレオナルドにキスすれば、悪魔の手は天使どもにはどうにもできなくなりますが」

「わたしがすると思うか？」

「では、せめて邪じや魔まを――」

「解せぬな」

「は？」

「わざわざわたしが人間界におる時に、送り込まなくてもよいではないか。違ちがう時期なら、もっと簡単にできたはずだ」

「運が悪かったのでは――」

「運が悪かったか」

　フンとベルゼバブは鼻で笑った。

「怪あやしいな。ルミエルの邪魔はするな。少し様子を見る。天使のやつら、何か企たくらんでおる」
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《起きろ、夢ゆめ人と、あきら姉ちゃんだぞ？》

　あきらの声に目を覚ますと、夢だった。昨日、温泉で気絶していた時に見た夢だ。

　夢人は上半身を起こして六人部屋の中を見た。

　レオナルドはすでに起きて朝の準備をしていた。丁てい寧ねいに布ふ団とんを畳たたみ終えて、デイパックの中を整理している。

「早いじゃないか」

「ああ」

「おまえ、今日は単独行動か」

「転校生といっしょだ」

　転校生――目指すべき悪魔。

　昨夜、ひかりから聞かされた時には驚おどろいた。金きん髪ぱつだしサングラスを掛かけているし、普ふ通つうじゃないなという気がしていたのだが、まさか悪魔の首領だったとは。

　それで暴力的だったのだろうか？　でも、悪魔の首領が、なぜ人間界にいるのだろう？　なぜ、レオナルドといっしょに行動しているのだろう？

　わけがわからないが、そのわけのわからないのが夢人のターゲットなのだ。

「君もパートナーを捜さがした方がいいぞ。他の四人は、君とはいっしょに行動しないと言っていた」

　なるほど。

　野や郎ろうは野郎同士で団結したというわけだ。夢人にとってはかえって好都合だった。どっちみち、結ゆ奈なと理り沙さと、そしてひかりの四人で行動すると昨日打ち合わせていたのだ。

　レオナルドは、鏡を覗き込んでしきりにアフロヘアを撫なでていた。何度も何度も撫でているところを見ると、本人としては髪かみ形がたは気に入っていないらしい。天使の手から悪魔の手に乗のり換かえたものの、夢人との戦いに敗れてレオナルドはさらさらヘアからアフロヘアに変わっている。

（こいつの手を、人間の手にしなきゃいけないのか……）

　昔からレオナルドとは腐くされ縁えんだ。関かかわってろくな目に遭あったことがない。一カ月前も、それで大変な目に遭っている。

　君子危あやうきに近寄らず。

　しかし、人間の大半は君子のような大たい人じんではなく、小しよう人じんである。小人は危うきものに近づいてしまう定めらしい。

「おまえ、どこに行くんだ？」

「エデンの園そのさ」

「転校生とデートか」

「予定は未定さ。そして未定は決定」

　適当なことを言う。

　とにかく、巻かれないようにしなきゃ、と夢人は思った。尾び行こうしてとにかくチャンスを窺うかがわなきゃ。昨夜四人で行った打ち合わせでは、妙みよう案あんは出ていない。

　おれが姉ちゃんの仕事の邪魔をしてしまったのだ。ならば、おれが姉ちゃんの代わりに、レオナルドの手を人間の手にしてみせる。
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　天使界――。

　七階ある白はく亜あの豪ごう邸ていの七階で、大天使ミカエルは、天使長モミエルの前に進み出ていた。

「ミカエルよ。バナナはおやつに入ったのかのう」

　くだらない天使長の質問に、ミカエルは沈ちん黙もくした。

「冗じよう談だんだ」

　絶対に冗談ではないと思った。正直、白しろ無む垢くの衣装と同じようにこのジジイの頭は真っ白ではないかと思うことがある。

「今日は自由行動か」

「はい」

「ルミエルは、必死になるであろうな」

「レオナルドはベルゼバブとべったりになるかと思います」

「よいことだ。そうやって失敗するがよい。悪魔と共同で世界を管理するなど、いい加減やめにせねばならん。魔物はこの世界の小数点だ。割り切れない残余だ。そういうものは、善によって管理されてこそ意味がある」

「はい」

「ルミエルは、弟に正体をばらしたと言っておったな」

「つまり、正せい攻こう法ほうは使えませぬ。ルミエルの失敗はほぼ確実かと――」

「この世に確実なことは何一つないのだよ。あるとすれば、『確実なことは何ひとつない』ということだ。油断してはならんぞ。ルミエルの弟は、二人同時に魔物を人間化した男だ。恐おそらく他の者より天使の粒子が多かったために生き残ったのだろうが――」

「ご心配には及およびませぬ。ベルゼバブがレオナルドと接触することがあるとしても、時間はわずかです。その間に二十回ベルゼバブの胸を揉むことはできませぬ」

「ベルゼバブは弟をかわいがっておったようだが」

「嫌けん悪おは愛を上回るものです」

「万が一のことを考えて警けい戒かいに当たれ。絶対に成功させるな」

「御ぎよ意い」
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　午前十時半、札幌駅前に停車したバスから、清せい条じよう院いん学がく院いん高等部の制服に身を包つつんだ生徒たちが降りてきた。

　自由行動の開始である。

　基本的には少人数のグループ行動である。ただし、最小二人ならば問題ない。

　夢人は、結奈と理沙の三人組だった。ひかりも、変装してあとで合流することになっている。

「お兄ちゃん、レオナルドが動き出したよ」

　レオナルドは、北大通りへ向かって歩きだしていた。隣となりには、サングラスをかけた超乳の金髪転校生が渋しぶ々しぶ付つき添そっている。

「さ、ベルゼ様」

　腕うでを組もうとして、すかさずどつかれた。それでも、レオナルドはにたにたしている。

（手ごわそうだな……）

　夢人は改めて後ろ姿を見つめた。

　悪魔の総そう帥すいというからには、かなり恐ろしい力を持っているに違いない。自分が胸を揉むなんて、果たしてできるのだろうか？　万が一身体に触ふれたら、

「わたしの後ろに立つな～っ！」

　とゴルゴ13のように手刀を喰くらわされて卒そつ倒とうしそうな気がする。

（またとんでもないことになっちゃったな）

　レオナルドに関わると、やはりろくな目には遭わない。

　しかし、ひかりお姉ちゃんの邪魔をしてしまったのだ。その代わりに自分がお姉ちゃんの任務を果たすと決めたのだ。

　明日は移動日で、悪魔の胸を揉む機会は得られないだろう。一番のチャンスは今日――それも、自由行動の終わる午後六時までだ。

「行こう」

　夢人は、結奈と理沙といっしょに横断歩道を渡わたりはじめた。




　追つい跡せきはつづいていた。

　レオナルドは幸せそうに、北海道大学の構内に入っていた。北八条にあるレンガづくりの正門をくぐってやがてゆるやかな下りのスロープにさしかかる。左手には芝しば生ふが見える。右手には図書館、そして白い洋風建築が近づいてくる。古河記念講堂だ。

　さらにゆっくりとカーブしていく道を抜ぬけると、左の奥おくで待ち構えているのはクラーク博士の胸像だ。クラーク像は北大の中にいくつかあるが、どれが本物かわからないそうだ。

　クラーク像の前には小さなロータリーがあり、そのロータリーから北方向へ二車線の直線が延のびていた。南北一・五キロ近くある北大構内のメインストリートである。マニュアル車で余よ裕ゆうで三速が入る。

「ＢＯＹＳ　ＢＥ　ＡＭＢＩＴＩＯＵＳ。ベルゼ様、ぼくの望みを叶かなえたまえ」

「聞かぬぞ。どうせ乳を揉ませろと言うのであろう」

「甘い口づけをプリーズ」

　どがっと鈍にぶい音とともにレオナルドが倒たおれていた。

　裏うら拳けんで顔面を殴おう打だしたのだ。

　サングラスの転校生は、北へとまっすぐ延びる広いメインストリートを歩いていく。むくっとレオナルドが起き上がって、ベルゼ様～っと甘い声をあげた。

「喧けん嘩か、強そうだな」

　ぼそっと理沙がつぶやいた。

「おまえとどっちが強い？」

「たぶん、向こう」

「理沙さんが喧嘩を吹ふっ掛けて、戦っている隙に後ろからさわるのはどう？」

　結奈がアイデアを披ひ露ろうする。

「厳しいかも。すぐ勘かんづかれるぞ」

　金髪の転校生は、ポケットに手を突っ込んですたすたと歩いていた。その背後に、レオナルドが忍しのび足あしで近づいていく。

　転校生は振り向むかない。

（気づいていないのかな？）

　突とつ然ぜん、レオナルドが抱きついた。後ろから乳房に向かって両手を伸ばす――が、はるか手前で清きよ河かわベルゼの回まわし蹴げりが決まっていた。

　レオナルドは顔を歪ゆがめたまま、倒れた。

　速い。

　とても後ろから乳揉みできそうにない。

「に、二十回もさわれるのかな……」

　結奈が苦笑していた。

　前から理沙たちが悪魔にレオナルドを押しつけて、夢人が背後から悪魔の両乳を揉むという作戦を考えていたのだが、無理そうだった。実行すれば、病院送りになりそうだ。




　夢人たちはガラスの扉とびらから文学部の校舎を覗のぞき込んでいた。レオナルドと転校生は掲けい示じ板ばんの前に並んで、学生向けの連れん絡らくを見ている。

「ぼくたちの結けつ婚こんのことは記されていないようですね」

「勝手に白昼夢を見るな」

　掲示板の近くの一〇一講義室には、少しずつ大学生が集まってきていた。そろそろ講義が始まるらしい。男性はたいていラフな格好である。女性はこぎれいな子が多い。中には、ずいぶんとセクシーな子もいる。

「ぼくたちも講義を聞きましょうか」

「おまえにわかるのか？」

「ぼくの知性を舐なめないでほしい」

「おまえの場合は痴性だろう」

　レオナルドは、すたすたと一〇一講義室に入っていった。清河ベルゼもつづく。

「お兄ちゃん……」

　結奈が、夢人の袖そでをつかんでいた。

「どうしよう？」

「入るしかないかな……」

「怒おこられないかな？」

「怒られたら、ごめんなさいでいいんじゃない？」

　夢人は思い切ってあとにつづいた。恐きよう々きようと結奈と理沙がつづく。意外に一番びびっているのは理沙である。

　講義室は、高等部の教室より広かった。横長で、六十名ぐらいは入れるようになっているらしい。教室の前に黒板があり、後ろには大きな窓が控ひかえていて、外に出られるようになっている。

　机は横長で、四名ほどが並んですわれるようになっていた。奥おく行ゆきはあまりない。半数の学生たちはおとなしくすわっていたが、数名のグループをつくって話していた一団が、夢人たちに気づいた。

　レオナルドと清河ベルゼの姿はなかった。後ろの窓が開いている。その向こうにレオナルドと金髪の転校生の姿が見えた。

　やられた！

　きっとレオナルドは尾行に気づいていたのだ。

「お兄ちゃん」

　窓に向かうと、講義室のドアが閉まった。頭部の両りよう脇わきに白しら髪がを伸ばした神経質そうな顔の初老の男性が、入室していた。

　教きよう壇だんに着くと、出欠確かく認にんもなしにいきなり話しはじめた。

「この前話した通り、欲望というのは、自分に欠落しているものを求めることではない。また、個人の中や心理的な抑圧の中にあるものでもない。欲望とは、社会のように全体としてあるものである。それに対して社会や個人が接続している。そして、まるで歯車でつながった機械のように相互に影響し合っている。社会の機械に欲望の機械、それらに接続する人間という機械。これがドゥルーズの考え方で――」

　教授の目が三人を捉とらえて止まった。

「はて……君たちは何の欲望の機械？」

「現げん役えきの高校生です」

「それは結構」

　三人は講義室を出た。教授の話はちんぷんかんぷんである。高等機関とは、ちんぷんかんぷんなことをする場所らしい。勉強とは、無用の用である。

　結奈が吐息をついた。

「びっくりしたぁ……怒られるかと思ったぁ」

「変な人だったね」

「大学の先生って、みんな、ああいう人なのかな？」

「象ぞう牙げの塔とうの住人だからなあ」

　象牙の塔とは、現実社会に関心が薄うすく学問の世界に閉じこもりすぎる学者を揶や揄ゆした言葉である。塔の住人だからといって、有名なアニメのように必ずお姫ひめ様さまが閉じ込められているわけではない。

「それで誰だれかが助けに来るのか？」

　理沙の突っ込みに、

「いや、それは『カリオストロの城』だから」

　答えると理沙は沈黙した。笑わなかったところを見ると、冗談ではなく本気でそう思っていたらしい。

「レオナルド、どこに行ったかな？」

「さあ」

「見失ったかも」

「やばい」

　文学部の校舎を出たところで、ケータイが鳴っていた。ひかり姉ちゃんだ。

「夢人。今、レオナルドが出てきたよ」

「レオナルドが!?　姉ちゃん、どこにいるの？」




　北海道大学は、国立大学の中でもトップクラスの面積を誇ほこる。札幌駅の左上、区画で言うと北七条から北十八条までを占せん拠きよしている。門のある入り口は六つ、北十三条門はちょうど真ん中あたりにある通用門である。北十三条門に至る通りには、銀杏いちようの樹きが並んでいる。秋には黄色く色づいて、さぞかし美しいことだろう。

　ひかりは北十三条門の前で待っていた。左手には大学の附ふ属ぞく病院が見える。

（姉ちゃんだ！）

　夢人は感かん慨がいを覚えた。

　ひかりは白いワンピースに、薄いピンク色のボレロを羽織っていた。それでも、胸のふくらみは隠かくしようがない。スタイルがいいのは一目でわかる。

　私服姿の姉を見るのは、実に四年ぶりだった。バスガイドの制服を着ている姉とは違って、本当に姉が帰って来たような気がする。

「早く！」

　ひかりが手招きした。

「レオナルドは？」

「駅の方へ行った」

「駅？」

「近くに地下鉄の駅があるの」

　点てん滅めつしている信号を、四人は渡った。札幌の町は、京都と同じく格こう子し状じようである。横よこ軸じくは条、縦たて軸じくは丁で表されている。

　地下鉄南北線の北十二条駅は、北十二条西四丁目にあった。歩道に突き出した入り口から入って、改札機を抜け、プラットホームに出る。

　ホームの中なか程ほどに、レオナルドと清河ベルゼの姿が見えた。ちょうど到とう着ちやくしたゴムタイヤの地下鉄車しや輛りように乗り込む。

　唸うなりを発して地下鉄が発進した。

　早さつ速そく、レオナルドたちの隣の車輛へ移動する。先頭はひかり、つづいて夢人、結奈、理沙である。

「姉ちゃん、どう？」

「いるよ」

「あいつら、どこに行くつもりかな？」

「大通りじゃない？」

「お兄ちゃん、お腹なか空いたぁ」

　呑のん気きなことを言ったのは、結奈である。

「あとでな」




　予想通り、二人は大通り駅で下車した。夢人たちも下車してあとを尾つける。

　レオナルドは何度も腕うで組ぐみを試みて、肘ひじ鉄てつを喰らわされていた。なかなかしぶとい男である。

「あの人、なんでサングラス掛けてるの？」

「さ、さあ……なんでかな」

　ひかりが焦あせる。

「ほ、ほら、悪魔だってことがバレるからじゃない？」

「ふ～ん」

「お兄ちゃん、お腹空いたぁ」

　また結奈が言う。

　本当に空いたというより、かまってほしいらしい。夢人が結奈の手を握にぎると、もれなくもう一人が手を握った。

　理沙であった。

　しっかり乳房も押しつけている。

「なっ……！」

　一人除のけ者ものにされていることにひかりが気づいた。

「結奈！　何してるの！　わたしだって夢人と手を握りたいのに！」

「んべ～っ！」

「しっ！」

　夢人は声を発した。

　レオナルドは周囲を窺ってから、大通り公園に出た。明るい陽ひ差ざしが、七月の芝生を照射している。心ここ地ちよい暖気である。公園の東には、テレビ塔がある。

「あ、トウモロコシ！」

　早さつ速そく結奈が、トウモロコシ売りの露ろ天てんに目をつけた。

「姉ちゃん、見張ってて」

　駆かけ足あしで焼きトウモロコシを買って戻る。結奈と理沙がトウモロコシにかぶりつくと、その隙に、

「夢人の腕ゲット～～♪」

　ひかりが夢人の腕に抱きついた。超乳が思い切りひしゃげて腕を圧あつ迫ぱくする。

（わっ……気持ちいい……！）

　昨日しゃぶりついた乳房が記き憶おくに蘇よみがえった。思わず、男の反応をしそうになる。

　清河ベルゼが、後ろを振ふり返かえった。

（見られた!?）

　金髪の転校生が大きく口を開いた。サングラスをかけているから目の表情は窺い知しれないが、驚いた様子だった。

　じっと夢人とひかりを見て、それから視線を戻した。

　信号が変わり、二人は横断歩道を渡った。どうやら、札幌の町を南下して狸たぬき小路へ向かうつもりのようだ。
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　レオナルドは札幌のアーケード街、狸小路商店街の東の果てにあるカレー屋に入っていた。落ち着いた少し暗めの店内の奥側の座席に、ベルゼバブと向かい合って腰を下ろす。







[image: ]







「ベルゼバブ様、ここのカレーライスは美お味いしいのです」

「名前を呼ぶな、愚おろか者」

「これで我々二人きりですね」

「どうかな」

　カウベルが鳴って、客が覗き込んでいた。レオナルドは顔面を覆おおいたくなった。夢人を先頭に、バスガイド、結奈、理沙の四人が姿を見せている。何が目的なのか、大学でもいっしょだった。レオナルドとしては二人きりになってロマンティックな気分を味わいたいのだが、あの連中が邪魔をする。

　四人は、お店に入ってすぐの円テーブルに着いていた。二人がチキンスープカレーを、二人がカシミールカレーを頼たのんだらしい。具は、全員鶏とり肉にくである。

　やがて前菜のサラダがレオナルドのテーブルに運ばれてきた。

　食べながら改めてベルゼバブを見ると、やはり美人である。金髪のエクステンションを着けてサングラスを掛けているが、それでも美人だというのがわかる。願わくば、素す顔がおで食べたかったのだが……あの連中がいては、サングラスを取ってくれまい。

　四人はひそひそと話をしていた。

　お兄ちゃん、カシミールカレーってどれくらい辛からいのかな？

　結奈が辛さを気にしている。

　あとで味見するか？

　少しだけ。

　うう。辛かったらどうしよう……。

　弱気な発言をしたのは、私服姿のバスガイドである。なぜバスガイドがいっしょなのか、レオナルドにはわからない。

　銀色の容器に盛られて、スープカレーが運ばれてきた。鶏肉とでかいぶつ切りのニンジンとジャガイモが見える。それが黒いスープに浸つかっている。なかなかシンプルな面つら構がまえである。

　レオナルドとベルゼバブは、同時にカシミールカレーを食べはじめた。

　英国式のカレーと違って、シチューのようなとろみはない。さらさらしている。スープカレーの元祖ということらしいが、なかなかにうまい。うまいが、レオナルドには少々辛い。見み栄えを張って一番辛いカレーを頼んでしまったのだ。

「いい味をしているな」

　満足そうにベルゼバブは、スプーンを口に運んでいく。

（ぐっ……しまった……チキンカレーにしておけばよかった……）

　後こう悔かいチンポ勃たず、否いな、後悔先に立たずである。

　だらだら汗あせを流しながら食べていると、四人のテーブルにもカレーが運ばれてきた。チキンカレーは、なめらかな黄土色をしていた。

　どうやら、チキンスープカレーを頼んだのは、結奈とバスガイド、カシミールカレーを食べたのは夢人と理沙らしい。

（ふふ。ぼくと同じように苦しめ）

　食べはじめるや否いなや、理沙が唐とう辛がら子しの粉に手を伸ばした。大だい胆たんに鶏肉にかける。夢人も鶏肉にかけて、そのままむしゃむしゃと口に放ほうり込んだ。

　鶏肉は真っ赤である。

　だが、夢人と理沙はものともせずに食べていく。

（ぐぅっ……こいつら、化け物か……！）

　レオナルドが苦しむ間に、二人はさっさと食べてしまった。完食記念に、バスガイドが夢人の写真を撮とる。それから頼んだラッシーが夢人のテーブルに届くと、なぜか夢人の両りよう隣どなりと向かいの三人が身体を乗り出していた。

（何をするつもりだ？）

　夢人がストローを突つき刺さすと、他の三人もストローを突き刺した。そして――。

　ずずずっ！

　意い地じ汚きたない音とともに、一いつ瞬しゆんで夢人のラッシーはなくなっていた。どうやら、いっしょに飲みたかったらしい。凄すごいもてぶりである。

「みんなの分あるじゃん」

「じゃあ、今度はわたしと二人で」

　結奈がラッシーを差し出だす。夢人と結奈がストローを差すと、他の二人もストローを差した。

　なくなるのは一瞬だった。

「わぁぁん、お兄ちゃんといっしょに飲みたかったのにぃぃ」

「じゃあ、今度はわたしが」

　バスガイドがラッシーを差し出す。その一秒後には、四本のストローが刺さって、中身が消えていた。なんともばかな連中であるが、羨ましい。

（ぐぬぬぬっ！）

　レオナルドはベルゼバブに顔を向けた。

「ベルゼ様、我々も同じストローで飲みましょう」

「なぜ？」

　答えながら、ベルゼバブがビールをグラスで呷あおった。レオナルドはひっくり返った。

「わ、我々は、今高校生の服を着ておるのですよ！」

「ああ、訳ありでコスプレだと話したら、出してくれたぞ。やはり化けるのは無理があるな」

　もう一度レオナルドはその場に卒倒した。

　最悪であった。

　ムードもへったくれもない。

（なんとか、二人きりにならねば……）

　思ったところで、テーブルの上のチラシに気づいた。

（これだ……!!）




５




　レオナルドと金髪転校生がお店を出ると、夢人たちもあとにつづいた。カレーは美味であった。辛さも充じゆう分ぶんであった。もう一度食べたいくらいだが、今はレオナルドである。

　レオナルドは、大通りを西へ移動していた。創成川からどんどん離はなれて、西へ西へ向かっている。

　やがて、大きな箱のような建物が見えてきた。

　――巨きよ大だい迷めい路ろ。

　二人の目的は、迷めい路ろだったらしい。

　夢人の両りよう腕うでには、結奈とひかりがくっついていた。理沙がお預けを喰らっている。

　レオナルドたちは、先に巨大迷路の受け付けを済ませていた。すでにゲートインしようとしている。

　四人がたどり着いた時には、夢人たちを見ながら迷路の中に入るところだった。早速チケットを買って、中に入る。ゲートをくぐってから、出てくるのを待てばよかったと気づいたが、もう遅おそい。

　迷路の中は薄うす暗ぐらかった。ちょっとした肝きも試だめしである。

「お兄ちゃん」

　不安そうに結奈が腕をつかんでいる。その腕が、胸に当たっていた。

　――気持ちいい。

「夢人」

　これまた不安そうにひかりが腕をつかんでいた。腕はすっぽり超乳の間に挟まれている。

　――もっと気持ちいい。

　その夢人を前に、少しばかり理沙が思案した。

　閃ひらめいて、ふいに後ろから夢人に抱きついた。ムチムチのＨカップの肉にく弾だんが双つ、背中でむにゅむにゅ弾はじける。

（もっと気持ちいい～っ！　っていうか、動けん!!）




　レオナルドは、幸せを噛かみしめながら迷路の中を歩いていた。

　やっと二人きりになれたのだ。

　しかも、迷路の中は薄暗い。どさくさに紛まぎれてキスもできそうである。実は悪魔様は密閉した暗い空間は怖こわくて、「レオナルド～！」なんて抱きついてくるかもしれない。

（ムフ。まさに接せつ吻ぷん空間）

　レオナルドは思わずしまりのない笑えみを浮かべた。愛の伝説は、この日この時から始まるに違いない。

「ベルゼ様、怖い時は遠えん慮りよなくおっしゃってください。抱きつく相手なら、このぼくがおります」

　返事はない。

　妙みようだなと思った。

　確かすぐ後ろにいるはずなのだが――。

　振り返ったレオナルドは、ムンクの名画『叫さけび』の人となった。いつの間にか、ベルゼバブが消失していたのだ。

「ベルゼ様～っ！　ベルゼ様～～～っ!!」

　叫んだが、ベルゼバブはいない。

「ベルゼバブ～～ッ！　カンバ～～～ック！」

　往年の名作映画『シェーン』のラストシーンをパクってみたが、パクってもベルゼバブは帰ってこないのであった。




　迷路の外で、ベルゼバブは缶かんコーヒーのプルトップを抜いた。ぐびぐびと飲む。レオナルドを放置して、早々と迷路を通とおり抜けて出てきたのであった。

　一人の時間は、癒いやされる。

　驚いたのは、夢人たちが自分とレオナルドを尾行してきたことだった。さらに、ひかりまで加わっていた。

　まさか、ひかりの作戦に夢人たちも加わっているのだろうか？

　だとすれば、ひかりは自分の正体をばらしたことになる。ばらしたとなれば、オッパイビンタは使えない。使えるのは最も確率の低い作戦だ。

（いや。きっとうまいこと誤ご魔ま化かして、夢人たちを隠れ蓑みのにしているだけだろう）

　それにしても――。

　夢人に腕を押おしつけて幸せそうにしているひかりの姿を思い出して、ベルゼバブは歯ぎしりをした。

　どうしてひかりがいっしょにいるのだ？

　おまけに夢人にあんなにくっついて、あんなに胸を押しつけて！　カレーだって同じテーブルで食べて……！

（あとで、絶対とっちめてやる！）

　思わずスチール缶を握り潰つぶした。
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　時計は午後四時をまわっていた。午後六時までには、札さつ幌ぽろ駅前に戻らなければならない。

　夢人は、少し焦りを感じた。

　明日になれば、実質的にチャンスはなくなる。

　迷路の中で追いつければ……と思ったが、その機会はなかった。ただ一人、レオナルドが迷って二時間もの間、出られなかっただけだ。

（どうやってレオナルドと接せつ触しよくさせて、あの転校生の胸をさわるかな……）

　夢人は考えた。

　ちょうど一直線になったところを、ぶつかってそのまま押し倒して、揉もみまくるか。

　いや。

　あの反射神経だと無理そうだ。軽く躱かわされる。

　エレベーターの中でうまいこと乗り合わせて、密室の中で揉む。

　それも狙ねらってみたが、肝かん心じんのエレベーターに乗らない。悪魔が避さけているのだ。ただ胸にタッチするだけならピンポンダッシュ作戦でかまわないのだろうが、二十回、しかもレオナルドと接触している状態でという二つの条件がついている。正直、かなり厳しい。

「お兄ちゃん、地下に行くよ」

　結奈が腕を引っ張った。

　

　ベルゼバブは、すすきののゲームセンターにやってきていた。前には六台のレーシングゲームが並んでいる。客は少ない。

　すでに時計は午後四時半にさしかかっていた。

　ちらりと横目で窺うと、予想通り夢人たちも現れていた。ひかりも私服に着き替がえて混じっている。おまけに、ちゃっかり夢人の腕をつかんで胸に押し当あてているではないか！

（く～～っ！　ひかりのやつ～っ！）

　思わずベルゼバブは歯ぎしりした。

　昨日もせっかく夢人をだっこできたのに、途と中ちゆうで自分だけ離り脱だつしている。そのあと、ひかりが何をしたのかは知らない。

　夢人は少し楽しそうだった。

　もしかして、好きだったのは、自分よりもひかりだったのだろうか。ひかりのことは覚えていても、自分のことは忘れてしまったのだろうか？

「ベルゼ様」

「何っ」

　不ふ機き嫌げんに顔を向けると、レオナルドがささやいた。

「あの四人、また尾けてきてます」

「知っておる」

「ベルゼ様の力で何とかなりませんか」

「何ともならん」

　嘘うそだった。

　何とでもなるが、何もしたくない。四人がいてくれた方が、ベルゼバブには好都合だ。独りよがりなロマンスに引きずり込まれなくていい。

「では、代わりにお願いを」

「断る」

「勝負に勝ったら、ぼくにキスを」

「勝負？」

　レオナルドは、ふいに振り返って、

「そこの君たち！　ぼくと勝負だ！」

　声を張り上げた。夢人たちがぎょっとした表情を見せた。

「今日はずいぶんとしつこいじゃないか！　ぼくのファンクラブに入ったのかい!?」

　反応はない。

　いきなり声をかけられて、びっくりしているのだ。

「ぼくが勝てば、この人がぼくにキスをしてくれるそうだ。どうする？」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　拒きよ絶ぜつしようとした夢人の代わりに、

「乗るわ」

　ひかりが受けて立っていた。

「なんで……？」

　夢人が顔を向ける。

「だから……」

　ごにょごにょと何やらささやいた。

「ほんとに？」

　ひかりがうなずいた。

　自分がキスをすれば、レオナルドの悪魔の手は永遠に固定化される。キスは防ぎたいに違いない。どうやって夢人を言いくるめたのかは知らないが、おもしろい。

「レオナルド、のってやってもいいぞ」

「ありがとうございます！」

　夢人がベルゼバブを見た。この人、どういうつもりなんだ？　という顔をしている。

「夢人、がんばって」

　ひかりが励はげました。

「え？　おれがやるの？」

「わたしもぉ」

「わたしもやるぞ」

「も、もちろん、わたしもよ」

　結奈と理沙につづいて、負けじとひかりも参戦した。
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　夢人、レオナルド、ひかり、結奈、理沙の五人は、レーシングシートに着席していた。皆みな、黒いハンドルを握り締しめている。

　少々中ちゆう途と半はん端ぱなシートだった。

　背もたれはあるが、肩かたまでしかない。後頭部まですっぽりというものではない。座席はあまり左右には動かないようだ。経費削さく減げんだろうか？

　レースは三周勝負。

　カウントダウンが始まり、ゲームが始まった。

　先頭を切ったのは、レオナルドである。

　第一コーナーを一位で突っ込むと、早くも後続との距きよ離りを引ひき離しはじめた。夢人、結奈、理沙がつづく。

　若じやつ干かん一名、思い切り遅おくれている人間がいると思えば、ひかりであった。早くも第一コーナーでタイヤバリヤーに突っ込んでいた。人間時代もどじだったが、やはりどじなのであった。

（ククク、馬ば鹿か……）

　後ろから眺ながめながら、ベルゼバブはにたにたと笑ってみせた。気配を感じてひかりが振り返る。んべ～っと舌を出すと、ひかりは眉み間けんに皺しわを寄せてから画面に向き直った。妹の最下位は確定だ。

　レースは、すでにレオナルドの独走状態になっていた。コーナリングのたびに差が開いていく。

（ほう。やるな）

　ベルゼバブは、夢人のシートの後ろに近づいた。レースは二周めにさしかかっている。夢人は何も知らずに、画面に夢中になっている。

　ベルゼバブは、悪戯っぽい笑みを浮うかべると、

（ゆ～め～と♡）

　ハートマークたっぷりに、超ちよう乳にゆうを夢人の脳天に下ろした。

　夢人が不思議そうに顔を向けた。

　ベルゼバブは、サングラス越ごしににっと笑ってみせた。

　子供の頃ころ、よくゲームをしている夢人の頭をオッパイ置きにしたものだ。

《あきらお姉ちゃん！》

　そのたびに声をあげる夢人がおかしかった。レオナルドの賭かけをＯＫしたのはこのためである。

　夢人はさらに不思議そうな表情を浮かべた。自分があきら姉ちゃんだとは気づかないみたいだ。

「お兄ちゃん！」

　結奈の叫びに、夢人は慌あわてて画面に向き直った。ハンドルを切ってなんとかヘアピンを曲がる。でも、おかげでさらに差がついてしまった。

（やば……妙なアシストをしてしまった）

　レオナルドとのキスは、正直ごめんである。脳天に乳ち房ぶさを置けばレオナルドも失敗するのかもしれないが、正直、夢人以外の男にそんな真ま似ねはしたくない。

「フフフ、我わが軍は圧あつ倒とう的てきじゃないか」

　レオナルドがガンダムネタのギャグを吐はいた。早くも三周目に向かっている。

「どうです、ベルゼ様。キスのご準備は？」

　顔を向けたレオナルドに、ベルゼバブはウインクをしてやった。

　一瞬、レオナルドがくらっとした。

　鼻血が飛ぶ。

　レオナルドの車は、大きく砂地にはみ出した。慌ててハンドルを切って、コースに復帰する。

　大きなロスだった。その隙すきに、夢人が接近していた。

「やばっ！」

　レオナルドは最後のヘアピンにさしかかった。もう夢人は後ろに迫せまっている。

「うひょ～、危ないぞぅ！」

　レオナルドが必死にアクセルを踏ふむ。でも、踏みすぎてはいけない。焦れば、コースアウトが待っている。

　ベルゼバブは思わず、身を乗り出した。

（夢人、抜け！　抜いちまえ！）

　このレースに、ベルゼバブの唇くちびるが懸かかっているのだ。

　カーブを回りきった。

　二台ともに加速する。

　まだレオナルドがリードしている。

（間に合わないか？）

　ゴールラインがじりじりと迫る。

　夢人の車が、動いた。ずる、ずるっと並ぶ。

（抜ぬけ！　抜け抜け抜け～っ！）

　フラッグを振る直前、夢人の車がわずかに先頭に出た。夢人の逆転勝利だった。
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　レオナルドは屈くつ辱じよくの表情で夢人を見ていた。

　ベルゼ様のウインクに興奮して鼻血を流さなければ、自分が勝っていたのだ。あともう少しでベルゼ様の唇が手に入っていただけに、悔くやしい。

　しかし、ここであきらめるレオナルドではない。

　願いとは、叶かなえるためにあるものである。夢とは、破れるためにあるものではない。

「なかなかやるじゃないか、夢人君」

「おまえにゃ負けやしない」

「では、次はエアホッケー勝負といこうじゃないか」

　レオナルドは、誰もいないエアホッケーを指差した。縦二メートル、横よこ幅はば一メートルの台上に、アイスホッケーを模したリンクが描えがかれている。盤ばん上じようには、円えん盤ばんとそれを打つスマッシャーと呼ばれる器具が置かれている。

「またキスとか言うつもりか」

「のらんぞ」

　金きん髪ぱつの転校生が釘くぎを刺す。

「では、ぼくが勝ったら尾び行こうしないというのはどうだ？」

　レオナルドが吹っ掛けてきた。

　夢人は考えた。

　尾行している目的を気づかれたのだろうか？

　いや。

　気づいている感じではない。

　では、転校生、すなわち悪あく魔まの方はどうだろうか？

　わからない。

　夢人は腕うで時ど計けいを見やった。

　すでに時計の針は五時へ向かっている。残り時間はない。

「じゃあ、おれが勝ったら二人はおれの言うことを聞くってのはどうだ？」

　賭かけに出てみた。

「聞けないな」

　レオナルドが断る。だが、悪魔は違っていた。

「よかろう」

「ベルゼ様！」

「おまえだけが要求では不公平だ」

「しかし――」

「勝負は先に七ポイント取った方の勝ちだ。いいな」

　転校生の言葉に、夢人はうなずいた。
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　三人が夢人のまわりに集まっていた。突然夢人が勝負を吹っ掛けたので、不安な顔をしている。

「夢人。あいつ、強そうだぞ」

　理沙の言うあいつとは、悪魔のことだった。

「わかってる」

「お兄ちゃん、勝てるの？」

「こうでもしないと、隙をつくれない。時間もないし……」

　そうね、とひかりがうなずいた。

「お姉ちゃんがパートナーを務めるわ」

「いや……ひかり姉ちゃんは……やめた方がいい思う」

　腕うでまくりをしたひかりを、夢人は制した。どじな姉とペアを組めば、敗北決定である。夢人は、切れ長の目に顔を向けた。

「理沙。おれと組んでくれる？」

　理沙の顔が輝かがやいた。まさか、自分を指名してくれるとは思っていなかったのだろう。

　三人の中では、運動神経は一番理沙がいい。格かく闘とう技ぎをやっているから、反射神経もよさそうだ。組むなら、彼かの女じよしかいない。

　観客の結奈とひかりを残して、四人はエアホッケーの台に近寄った。

　レオナルドは清河ベルゼとペア、夢人は理沙とペアである。四人はスマッシャーを手にして陣じん取どった。

　きざに人差し指を向けて、レオナルドが予言する。

「君はストレートで負けることになる」

「もう一度逆転負けだ」

　レオナルドがコインを投入した。パックが現れる。勝負は七点先取した方の勝ちだ。レオナルドは台にパックを載のせると、渾こん身しんの力を込めてスマッシャーで打った。

　壁かべに当たったパックがゴールに向かう。

　速い。

　理沙のスマッシャーに当たって跳はね返る。そのパックを、台の横に移動したベルゼが素す早ばやく叩たたき込んでいた。

　一―〇。

　あっさり先制だ。

「さすがベルゼ様」

「油断するな」

　夢人は、台の下部からパックを取り出した。

「くそっ……抜かれた……」

「気にするな。わたしが全部止める」

　小声で理沙が言う。

　目が思い切り真しん剣けんだった。闘とう争そう心しんに火が点ついたらしい。

「レオナルド狙いだ」

「ＯＫ」

　今度は夢人たちの番だった。

　思い切りパックをスマッシャーで打つ。レオナルドとベルゼがブロックする。跳ね返ったパックを夢人がストレートに叩き込む。待っていたようにベルゼがスマッシャーを突き出した。

　弾かれたパックがゴールに向かう。

（やばっ！）

　ぎりぎりのところで理沙が弾いていた。弾かれたパックが夢人の陣じん地ちで反射して止まった。これを決めずして男とは言えない。

　夢人はサイドに移動して、ストレートで叩き込んだ。

　一―一。

　同点だ。




　結奈とひかりは、固かた唾ずを呑のんで勝負を守っていた。

　転校生があきらだと知っているのは、ひかりだけである。あきらの運動神経のよさは、ひかりが一番知っている。

　不利だと思ったのだが、夢人は善戦していた。

　五―五。

　まったくの互ご角かくである。

　リードするレオナルドたちになんとか追いついていくという展開だ。

　目の表情はサングラスで見えなかったが、あきらの口くち許もとはうれしそうだった。予想以上の夢人の健けん闘とうによろこんでいるらしい。

　でも、このまま一気に二連続で取って勝負を決めるつもりに違ちがいない。

（お願い。負けて）

　よっぽどひかりは直じか談だん判ぱんしようかと思った。話せばきっとわかってくれるのではないか。そんな甘あまい期待にすがりたくなる。あきらの性格からして、六―六に持っていくとは思えない。

　派手な打ち合いがつづき、電子音が鳴った。

　六―五。

　思った通り、あきらとレオナルド組が王手をかけていた。

　夢人はじっと盤ばん面めんを睨にらんでいる。

　ここで負ければ、レオナルドの手を人間の手に戻もどすという計画は後退を余よ儀ぎなくされる。もちろん、約束を破って尾行をつづけることはできるが、そもそもあきらに触ふれられるのか。

　夢人がパックを台に置いた。

　スマッシャーを握り、軽く打った。

　ひかりは息を呑んだ。

　どういうわけか、パックはレオナルドの陣じんの途中で止まっていた。




「覚かく悟ごしたのかい？」

　夢人は微ほほ笑えんだだけだった。

　レオナルドは、フンと鼻で笑った。誘さそったつもりか。自分がストレートで打ってくると思っているのか。自分の打だ撃げきに合わせて逆ぎやく襲しゆうを狙うつもりか。

　無む駄だなことだ。

　狙ったところで、後衛にはベルゼ様がいる。そう簡単にゴールは破れない。

「ゲームセットだ」

　レオナルドは思い切りストレートで打った。

　鈍にぶい音が響ひびいた。

　理沙がパックを弾く。一度壁に当たったパックを、ノンストップでベルゼバブが打った。壁に当たってゴールを直ちよく撃げきする。それをさらにノンストップで理沙が打つ。ストレートのパックをベルゼバブがストレートで返す。

　ゴールはがら空きだ。

（もらった!!）

　レオナルドがガッツポーズを決めそうになったその時――夢人のスマッシャーが真まっ直すぐ進み出していた。夢人のスマッシャーがパックを弾き、もの凄いスピードで壁に反射してレオナルドの側からゴールに飛び込んだ。

　六―六。

　同点だった。

「すみません、ベルゼ様」

「勝負がおもしろくなったな」

　ベルゼバブが鼻を鳴らした。確かにおもしろい勝負だったが、レオナルドにとってはよからぬ展開だった。

（ここで勝って、なんとしても二人きりの時間を手にするぞ。そしてベルゼ様とロマンティックな思い出をつくるのだ！）

「おまえは後衛をやっていろ」

　ベルゼバブが前に出た。

「前はぼくが――」

「いいから後ろにいろ」

　パックを置いてベルゼバブがサイドに流れる。

　いきなり強打した。

　夢人と理沙が、スマッシャーを並べてかろうじてゴールを防いだ。戻ったパックをノンストップで打つ。弾かれたパックをまた打つ。跳ね返ったパックをさらに打つ。

　えぐい音が反はん響きようした。

　まるでボクシングのサンドバック状態だ。鈍い音が響いたかと思うと、強打が止まっていた。夢人と理沙が、スマッシャーに力を込めていた。

　パックが、あと少しのところでゴールに吸い込まれかけていた。夢人のスマッシャーと理沙のスマッシャーが、ぎりぎり挟はさみ込んで止めている。

　慎しん重ちように二人はパックを戻した。ベルゼバブが後退した。

「よく凌しのいだな」

「ひかり姉ちゃんに約束したんだ」

（ひかり!?）

　ベルゼバブは一瞬、夢人の言葉を反はん芻すうした。ひかりだって？　なぜ、ひかりだってことを知っているのだ？　正体をばらしたのか？　だとすれば――

　夢人がサイドに流れた。

　正気に返った時には、夢人がストレートで打ち込んでいた。

（しまった……!!）

　パックがベルゼバブのスマッシャーをかすめ、ゴールに吸い込まれる――その直前、照明が消えていた。

「わ？」

「何だ？」

「お兄ちゃん？」

「夢人？」

　理沙が、結奈、ひかりが、順次驚おどろきの声を発していく。店内もざわついている。

　ようやく照明が点いた時には、レオナルドとベルゼバブの姿はなかった。台の上には、スマッシャーが二つとパックが一つ、置いてあるだけだった。

「いない」

「逃にげたか」

「どっちが勝ったの？」

「さあ」

　結奈の質問に、夢人が首をすくめる。

「夢人が決めてたような気がするけど」

「でも、ゴールの音はしなかったし……」

「どこに行ったのかしら？」

　ひかりが辺りを見まわした。夢人は首を振った。

「とにかく捜さがそう。時間がない」




　四人が出ていくと、店の奥おくから白衣の眼鏡が現れていた。大天使ミカエルである。

「いやはや、あのベルゼバブが負けそうになるとはな。負けてもらっては困るのだよ。失敗してくれないと、君たちに文句をつけられないからね」
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　危ないところだった。電気が消えなければ、負けていたに違いない。

（強くなったな……♪）

　ベルゼバブは夢人の姿を思い出して、微び笑しようを浮かべた。六―五とリードした時の夢人の面つら構がまえは、惚ほれ惚ぼれとするものだった。四年のうちに、男になったものだ。理沙も、四年のうちにすっかり女になった。いいコンビだ。

　それにしても――ひかりが正体をばらしていたことは驚きだった。きっと昨日の夜、隠かくしておけなくて夢人に話してしまったのだろう。それで四人いっしょに行動していたのだ。

　馬鹿な選せん択たく肢しを選んだものだ。

　わざわざ確率の低い方を取るとは。レオナルドの悪魔の手を人間の手にするためには、自分をレオナルドと接触させ、その上で二十回自分の乳を揉まねばならない。でも、自分がレオナルドとそれだけ長い間接触することはない。

（明日には尻尾しつぽを巻いて退散か）

　すすきのの町には、暗がりが広がりはじめていた。そろそろ札幌駅に戻る頃だ。

　まわりには派手なネオンサインが浮かんでいる。

　ラブホテルの群れだった。

「いいところですね、ベルゼ様」

「連れ込むつもりではあるまいな」

「ベルゼ様さえよろしければ」

「わたしはビールは飲んでも、ラブホテルには入らんのだ」

「なぜです？」

「おまえが嫌きらいだからだ」

　レオナルドはへらへらと笑いを浮かべた。

　懲こりない男である。

　やれやれと正面に顔を向けると、十メートル向こうからブランドもののジャージを着たでかい三人組が近づいてくるところだった。がに股またで、パンチパーマをかけている。

（ヤクザか）

　三人は明らかにベルゼバブを見ていた。

　高校生がラブホテル街にいるから、だけではあるまい。自分の身体に見とれているのだ。

　すれ違いざま、

「いい乳してんな」

　声をかけてきた。一いつ瞬しゆん殴なぐってやろうかと思ったが、ベルゼバブは無視した。

「どこで買えんだ？」

「地じ獄ごく」

　三人は立ち止まった。レオナルドが、すぐそばでこわばるのが見えた。明らかに怯おびえている。

「おもしろい姉ちゃんだな。日本語できるのか？」

「言っておくが、非売品だ」

　三人組が手を伸のばした時には、すでにベルゼバブは通りすぎていた。男の手は空から振ぶりした。

　下衆な連中だ。

　一人は酔よっていて、一人は恐おそらく薬をやっている。悪魔になったおかげで、悪の匂においがよくわかる。

　レオナルドは、右手と右足が同時に出ていた。表情は青ざめて、完全に凍こおりついている。この男にも、苦手なものがあったらしい。ベルゼバブは、初めてレオナルドに好感を持った。

「ヤクザは苦手か」

「得意な高校生はいない」

　その通りだ。

　ようやくあと数時間の辛しん抱ぼうだな、とベルゼバブは思った。六時になれば、札幌駅に集合だ。そのあとはまた旅館に戻って夕食。夕食が終わればお風ふ呂ろ。そして、就しゆう寝しん。それでほとんど終わったようなものだ。

　予定を切り上げて今夜で終わりにするか、明日学校に到とう着ちやくするまで辛抱するか。いずれにせよ、自分は消えて、全員の記き憶おくからなくなる。

　――夢人からも？

　ふと、寂さびしくなった。

　夢人は、自分があきら姉ちゃんだとは気づいていない。気づかれては困るのだが、気づいてほしい気持ちもある。あきらお姉ちゃんと呼ばれたいという気持ちもある。

　いいな、と思った。

　ひかりは、きっと呼んでもらったのだ。でも、自分は呼んでもらえていない。

　自分たちが失しつ踪そうした直後は、夢人は毎日のように泣いていた。部屋に閉じこもって、自分とひかりの名前を呼んでいた。

　何度、悪魔の身分を捨てて戻ろうと思ったかわからない。

　でも、祖母のせいでお勤めを果たさなければならない。魔ま物ものを十人悪魔にするまでは、人間界には戻れない。それまでは夢人に正体をばらしてはいけない。ばらせば、今まで悪魔にした数字はゼロクリアーされてしまう。それだけ、夢人のところに戻る時間が長くなってしまう。

（なんで……レオナルドとのデートをＯＫしちまったんだろ……）

　ぼんやり思ったその時、鋭するどい声がすすきのの町をつんざいていた。
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　夢人は、ひかりと結奈に挟まれながらすすきのの町を歩いていた。理沙は少し離れて後ろを歩いている。

　なんとかレオナルドを発見したものの、そこはネオンサインの町だった。味わったことのない怪あやしい欲望の雰ふん囲い気きに、ドキドキする。

　大人になったら、こういうところに入るようになるのだろうか？

　結奈と？

　理沙と？

　どっちだろう。

　姉ちゃんも、天使になることがなければ、誰だれかと入ることになっているのだろうか？

　正面から、一目でヤクザとわかるごつい三人組が歩いてくるのが目に入った。結奈もひかり姉ちゃんも気づいていない。

　見るからに柄がらの悪そうな連中だった。目つきも、どこか凶きよう暴ぼうなところがある。

　絡からんできそうだな、と夢人は思った。爆乳の女の子を三人も連れているのだ。おまけに一人は思い切り超乳の美人である。

「お兄ちゃん、もう少し急いだ方がよくない？　また逃げられちゃう」

「結奈。もう少しこっちへ」

「何？」

　結奈の方は、気づいて夢人に身体を押しつけた。だが、ひかりの方はそうではなかった。

「夢人、レオナルドが見えなくなったよ。早く！」

　ひかりは夢人の腕をつかんで走り出そうとした。

「姉ちゃ――」

　止めようとしたが遅おそかった。

　どんっ！

　姉は、三人組に衝しよう突とつしていた。

「きゃっ！」

　三人組が、立ち止まって睨んだ。怒いかりの双そう眸ぼうが、即そく座ざに欲望と悪意の双眸に切きり替かわる。ひかりのバストに目をつけたのだ。

「ご、ごめんなさい……」

　謝あやまるひかりに、

「痛いやんけ。マッサージせえや」

　絡んできた。

「すみません」

「謝って痛みがなくなるかい。付き合え」

　乱暴に腕をつかんだ。

（姉ちゃんが乱暴される！）

　とっさに夢人はひかりと三人組との間に割って入った。

「どけ、どあほ！」

　平手が飛んだ。

　口の中で、血の匂いが散った。夢人は一いつ瞬しゆん揺ゆらいだが、きっと睨み返かえした。

「なんじゃ！　喧けん嘩かすんのか！」

「ごめんなさいって謝ったろ!!」

「なんじゃと貴様!!」

　いきなり拳こぶしが腹に入った。

　夢人には、パンチを打ったのが見えなかった。

（こいつ、ボクシング経験者か……）

　腰こしを折り、呻うめきながら夢人は思った。どしん。どしん。拳が腹に炸さく裂れつする。猛もう烈れつに腹が痛い。胃液が込み上げる。

「夢人に何しやがる！」

　理沙が飛とび掛かかった。

　相手はスウェイバックでパンチを躱かわす。

「ほ～お、元気なやつがおるやないか」

「ええ乳しとるやつらが三人か。ちょうど人数足りとるな。おまえら、かわいがったるでえ」

　凶きよう悪あくな目に、

「お兄ちゃん……」

　結奈が退いた。逃げないように三人が取り囲む。

（結奈が……！）

　夢人は腰を折ったまま、結奈の前に出た。その顔面に、蹴けりが伸びた。当たっていれば、鼻はひしゃげていたかもしれない。

　が――。

　蹴りは炸裂しなかった。

　突とつ然ぜん男は、巨きよ大だいなワイパーで払はらわれたみたいに、消えていた。ぐしゃっという鈍い音がつづいた。

　男は、電信柱に当たって倒たおれていた。

　残った人相の悪い二人が、振ふり返った。消えた仲間が立っていた場所の前に、サングラスの金髪女子高生が片足だけで立っていた。蹴り終えたばかりの脚あしは、まだ宙に浮いている。

（……え!?）

　夢人は不思議な感覚を覚えた。

　助けて……くれたのか？

　なぜ？

　夢人は思った。

　悪魔に自分たちを助ける理由はないはずだ。自分たちはレオナルドの悪魔の手を追っているのである。悪魔の首領なら、もう気づいているかもしれない。

　なのに、金髪の女は、夢人に蹴りが入る瞬しゆん間かん、男を蹴りひとつで葬ほうむり去さったのだ。

　この感覚を、自分は覚えている。

　子供の頃？

　そうだ。

　自分がゲームセンターでたかられた時だ。あの時もあきら姉ちゃんが……。

（まさか）

　そんなはずはない、と夢人は思った。

　ひかり姉ちゃんは言っていた。あきら姉ちゃんは天使だと――。

　金髪女子高生が、ゆっくりと片脚を着いた。二人のヤクザが、怒ど気きを発した。

「な……なんじゃ、おまえは！」

「おまえも犯おかされに来たんか！」

　蹴りを繰くり出した男の脚を、金髪の転校生が蹴った。男の腰が浮く。浮いた男を、さらに二発、三発、連続で蹴った。男の身体が、ボールのようにくるくると宙を舞まう。その身体に、シュートよろしく女の脚が一いつ閃せんした。

　男は灰色のコンクリートの壁にめり込んで、動かなくなった。

「ひっ……！」

　ごついパンチパーマが、引きつった声をあげた。

　結奈が、理沙が、小さく口を開いた。

　夢人も、口を開いたまま声を失った。

　パンチの反動で金髪のエクステンションがアスファルトに落ちていた。黒いショートヘアが露わになっている。女は、変装していたのだ。

（あの髪かみ形がた……！）

　夢人の中で記憶がぐるぐるとまわった。

　ゲームセンターで乳房を頭に載せられたこと、子供の頃にゲームをしていると姉に同じようにされたことが蘇よみがえった。

　今や黒くろ髪かみのショートヘアとなった転校生は、冷たい怒りの眼まな差ざしを向けた。

「ま……待てや。ほ、ほんの冗じよう談だんやったんや……そんな真剣にならんでええやないか……」

　パンチパーマがあとずさる。

「――貴様、悪魔を信じるか」

「ひっ!?」

「信じるかって聞いてんだ！」

　ド～～ン！　と雷かみなりが落ちた。ヒィ～～ッと男が飛び上がる。

「し、し、し、信じねえっ……！」

「なら、今から信じろ!!」

　転校生の目が、くわっと剥むいた。制服が、サングラスが、一いつ瞬しゆんにして吹ふっ飛んだ。代わりに現れたのは、巨大なコウモリのような黒い翼つばさと牛の角――すなわち悪魔だった。褐かつ色しよくの肌はだに、ペイントが浮かんでいる。

　悪魔の総そう帥すい、ベルゼバブだった。

「貴様は最初に夢人を殴なぐった糞くそ野や郎ろうだ。罰ばつとして、地面に埋うめてやる」

「ヒィ～～ッ！」

　背を向けて逃げ出だした男の頭を、ベルゼバブは手でつかんだ。百キロはありそうな男を持ち上げ、ハンマーのようにアスファルトに叩き下ろした。

　ドシン！　と鈍い音が響きわたった。

　男は首まで地面に埋まっていた。まさに悪あく魔ま的てきな力である。

「フン。チンピラめ」

　手を払って、ベルゼバブは自分が変身したことに気づいた。ついでにギャラリーが凍りついていることにも気づいた。そして夢人が自分を見つめていることにも――。

「やべえ」

　背を向けようとした悪魔に、

「あきら……姉ちゃん？」

　夢人は一歩、踏み出していた。

　悪魔が止まっていた。

　背を向けたまま、動かない。

「あきら姉ちゃんじゃ……ないの……？」

　悪魔がゆっくり半身をひねった。ためらうように顔を向ける。返事をするかどうするか、迷っているのだ。

　その悪魔を、冷静にひかりが見つめている。

「そうでしょ？　あきら姉ちゃんでしょ？」

「違……」

　邪じや魔ま者ものが乱入していた。否定しようとした悪魔の足にレオナルドが走り寄ったかと思うと、泣きついていたのだ。

「怖こわかったです、ベルゼ様～～っ！」

「わっ、何だ、おまえは！」

　ベルゼバブが慌てる。

「ベルゼ様、ベルゼ様、ベルゼ様～～っ！　怖かったです～～～～っ！」

「こら、よさんか！　叫さけぶな！」

　うろたえるベルゼバブに、

「夢人、今よ！」

　ひかりが叫んでいた。夢人は、まるで電源の入ったマシーンのように、ぴょんと悪魔に駆かけ寄よっていた。

「なっ――」

　夢人の手が伸びた。

　制止しようとした悪魔の手が、途と中ちゆうで止まった。そして、夢人の手は、悪魔の乳房をつかんでいた。

　レオナルドと接せつ触しよくしたベルゼバブの胸を、二十回揉む機会がついに訪おとずれたのだ。




12




　ロケットのように突つき出した巨大な乳房が、思い切りひしゃげていた。夢人の指が、巨大な砲ほう乳にゆうにめり込んでいる。

（ゆ……夢人……！）

　ベルゼバブは、自分のバストをつかむかわいい弟を見た。

　弟はもう気づいている。

　自分があきら姉ちゃんだと気づいている。

　気づいていて、自分の胸をさわっているのだ。レオナルドの手を、人間の手にするために。

　でも、黙だまって許すわけにはいかない。裏には、ひかりがいるのだ。

（とりあえず、レオナルドを蹴り飛ばすか？）

　力を込めようとしたとたん、

「あきら姉ちゃん、邪じや魔ましないで！」

　夢人の指が、激しくバストに食い込んだ。

　ビクッ。

　思わずのけぞって、ひくついてしまった。

　かわいい弟が、自分の胸を、思い切り揉みしだいている。崇すう高こうな目的のために破は廉れん恥ちなことをしているのだ。

　レオナルドを蹴り飛ばすことも弟の手を離はなすことも、なんら難しいことではない。でも――自分の胸を必死に揉みつづける弟がかわいくてならない。

「あきら姉ちゃん……」

　夢人が、自分の名前を呼びながら乳房を揉みまくっていた。
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　自分の名前を呼んでくれている。

　ただ任務のためだけでなく、まるで愛情をぶつけるように激しく乳房を搾しぼってくるのだ。

（夢人……）

　ベルゼバブの手は、夢人の手首を軽くつかんだまま動かなかった。

　お姉ちゃんだと名乗れないけど、こんなに夢人の近くにいる。

　夢人。

　夢人……。

　ベルゼバブは手を離した。

（いや。だめだ。やっぱり悪魔の手は守らねば――）

　夢人の手を再び制止しようとしたその時――強きよう烈れつな突とつ風ぷうが吹きつけていた。まるで巨大な張り手のように押し寄せた風に、レオナルドが、夢人が、吹き飛ばされそうになる。

（何だ、この風――!?）

　ひかりの間の悪さが、ベルゼバブの脳内を貫つらぬいた。自分が人間界に来る日に合わせてひかりもバスガイドとして現れたこと。ひかりが担当するバスに、自分と夢人とレオナルドたちがいたこと。そして、突然停電したゲームセンター。

　ベルゼバブは、はっとした。

　この突風は、自然に吹いたものではない。

（――それが狙ねらいか！）

　させるものか！

　ベルゼバブは、左右に両手を張り出した。突風を押し返す。夢人の手が、激しく乳房をこねまわした。

　乱暴な揉もみ方なのに、気持ちいい。

　ぐにゃぐにゃとバストが変形するたびに、いろんな悦よろこびが込み上げる。

　風が強さを増した。

　ベルゼバブが対たい抗こうしたのを知って、きっと天使が夢人を失敗させようとしているのだ。

（ミカエルか……！）

　ベルゼバブは両手で押おし返し、強く払った。

　風が消えた。

　そして夢人が、二十回目の乳揉みを終えていた。その瞬間――

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　レオナルドが絶ぜつ叫きようしていた。右手で左手をつかみ、悲鳴をあげている。手から、青い炎ほのおが出ていた。炎が人ひと魂だまのように手から分離する。

　夢人の十指が、さらに乳房に食い込んだ。爪つま先さきが乳肉奥おく深ふかくにめり込んで見えなくなる。夢人の手の中で、爆乳がはちきれそうなほどふくらんだ。

（あぁっ……夢人……！）

　炎が揺ゆらめき、虚こ空くうへと消えていった。

　レオナルドが、ばったり倒れた。ひかりが素早く駆け寄る。

　アフロヘアだった髪形が、元通りのさらさらヘアに戻っていた。レオナルドの悪魔の手は消えたのだ。

「やっと人間の手にしたわ……」

　ひかりがため息をついた。

　ベルゼバブは黙っていた。

「あきら姉ちゃん……」

　夢人が顔をあげると、悪魔は軽く夢人を突き放はなした。夢人の手は、簡単に乳房から離れた。

「おまえの姉は、悪魔の総帥ではない」

　悪魔は突き放したように低く言い放った。

「だって、あきら姉ちゃんでしょ？」

「人ひと違ちがいだ。おまえの姉は、二人とも天使だ」

「おれ、わかるよ。だって、おれのこと、助けてくれたもん。前だって――」

　近づこうとする夢人に、ベルゼバブは手のひらを向けた。夢人は、思わず立ち止まっていた。

　ベルゼバブは、ゆっくりとひかりに顔を向けた。

「悪魔の手を消去するとは、生意気なことをしてくれるな」

　わかっていての芝しば居いである。

「天地条約の第六条を、執しつ行こうしただけのことよ」

　ひかりも、あきらのために呼応する。

「わたしから忠告しておくわ。二度と人間界に姿を見せないことね、ベルゼバブ。これは天使からの通達よ」

　封ふう筒とうを受け取ると、悪魔は黒い翼をはためかせて、一っ飛びで夢人の視界から消えていった。







終章　天使と悪魔
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　バスは、清せい条じよう院いん学がく院いん高等部に向かって最後の二車線を走っていた。信号を左折すれば、学院前だ。

　最さい後こう尾びにいたベルゼバブの姿は、もうない。

　それでも、誰も気にする者はいなかった。悪魔の力か天使の力か、みんなの記憶は消されてしまったらしい。覚えているのは、夢ゆめ人とと結ゆ奈な、理り沙さだけだ。

　あれは絶対あきらお姉ちゃんだったと、夢人は思った。

　子供の時も、あきら姉ちゃんは自分を助けてくれた。そしてあの時もまた、自分を助けてくれたのだ。

　悪魔なのに。

　本当は姉だということを隠し通とおさなければならなかったはずなのに。

　ひかり姉ちゃんに尋たずねても、あれはベルゼバブという悪魔で、あきら姉ちゃんではないの一点張りだった。

　悔くやしかった。

　本当は知っているのに、二人とも隠している。

　けれども、真実の箱は、開ければいいわけではない。ひかり姉ちゃんの真実の箱は、自分が開けてしまった。そのために、ひかり姉ちゃんは自力でレオナルドの悪魔の手を人間の手にできなくなってしまった。あきら姉ちゃんにも、きっと隠さなければならない理由があるのだ。

　それがわかっていても、つらい。別れを経験したあとには。そして今、もうひとつ別れを経験しようとしている。

　夢人は、斜ななめ前まえに立っているバスガイドに目をやった。

　天使は人間に化け身しんしたら六十時間以内に戻らなければいけない。いっしょに人間界にいるのは、恐らくあと数分もない。

　まだ終わりたくないと夢人は思った。

　もっと旅行をつづけたい。

　バスガイドのひかりお姉ちゃんを見ていたい。あきら姉ちゃんは行ってしまった。だからせめてひかり姉ちゃんとは、昨日のように町の中を歩きまわりたい。

　けれども――別れは必ずやってくる。

　バスが信号を左折した。

　学院の正門が目に入った。

　ああ。

　来ないで。

　止まらないで。

　心の中で願う。いつか来る終着駅。いつか来る旅の終わりと別れ。わかっているけど、まだ来ないでほしい。もう少しだけ、もう少しだけ先延ばしにしてほしい。

　でも、バスは停車してしまっていた。

「おつかれさまでした。三日間、本当にありがとうございました。新人のためみなさまにご迷めい惑わくをおかけしたかと思いますが、みなさんとごいっしょできて、本当によかったです」

　バスガイドの挨あい拶さつに、拍はく手しゆが起きた。

　夢人は黙っていた。

　この先ずっといっしょだったら、どんなによかったことか。そうすれば、本当によかったと思えたのに。

　昇しよう降こう扉とびらが開いた。

　生徒たちがバスを降りていく。でも、夢人は降りたくない。ずっと乗っていたい。

「お兄ちゃん」

　結奈が手を握にぎっていた。バスに残っている生徒は、自分と結奈、そして理沙の三人だけだ。

　バスガイド姿のひかりが微笑んだ。

　ひかりお姉ちゃん。

　夢人は姉に抱だきつきたくなった。でも、すぐ近くには運転手がいる。姉の名前を呼ぶこことも、姉に抱きつくこともできない。

「ありがとう。元気でね」

　ひかりは夢人の頭を撫なでた。

　目に涙なみだがたまっていた。

「お兄ちゃん、行こう」

　結奈と理沙に押されるように、夢人はバスを降りた。その後ろで、扉とびらが閉まり、バスが動き出した。

　夢人は駆けだしそうになった。でも、一歩動いただけで、バスは走り去ってしまった。

　ひかり姉ちゃんは去ってしまった。

　もう会えないかもしれない。

　最後の別れだったのかもしれない。

　なのに。

　姉ちゃんの名前を呼ぶことすらできなかった……。

「お兄ちゃん」

「夢人」

　結奈と理沙が、身体をくっつけていた。わざと胸を押しつける。

　そんな気分じゃないのに。

　今は泣きたいのに。

「わたしがいるよ」

「わたしもいるぞ」

　夢人は顔をあげた。

　二人が微笑んでいた。

　夢人の心を、二人が慰なぐさめようとしてくれている。今この瞬間のつらさを癒いやすことはできないかもしれないけど、励はげまそうとしてくれている。

　二人が夢人の手を握った。

　あたたかい手だった。

　涙は流すためにある。悲しみは暮れるためにある。でも、いつまでもそれに浸つかるために存在するわけではない。

「帰ろ♪」

　結奈のウインクに、夢人はうなずいた。
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　天使長モミエルは、七階の部屋で大天使ミカエルから報告を聞いたところだった。白い机の上には、パソコンらしき液えき晶しようモニターが置かれている。

「非常に残念でございます。失敗すれば、我々天使の一元的管理に向かって布石を打てましたものを――」

「天使の手にして悪魔の乳を揉ませるとは考えたな」

「はい。誰かが余計なことを教えたようでございます」

「それでどんな感じであった？　よく乳は変形したか？」

　ミカエルは沈ちん黙もくした。

　いっそのこと、後頭部を殴って天使としての人生を終しゆう了りようにしてやった方がいいのかもしれない。

「それにしても、興味深い男だ」

　天使長モミエルは、液晶画面を見ていた。

　夢人らしき人物が映っている。

「まさか、今度は男にご興味を覚えたので？」

「手を見ろ」

「手？」

　画面の中で、夢人が手を広げていた。ミカエルの瞳どう孔こうが広かった。

　天使の証あかし――神秘星が浮うかんでいる。

　レオナルドの手を人間の手に戻したのだから、天使の手ではなくなっているはずなのに、まだ天使の手のままでいる。

「このことは伏ふせておかねばな」

「しかし、悪魔に気づかれれば――」

「元の原因は、悪魔の方にある。それを我らは最善を尽つくして人間の手に戻した。その手が天使の手のままであるというのは、つまり、我ら天使がすべてコントロールすべきであるということではないのか？」
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「それで納なつ得とくしますかな」

「古典でも言うではないか。天使は倒るるところに土をつかめと」

　その出典は今昔物語集、ついでに天使ではなく受領だよ……と思いながら、それも悪くはないとミカエルは考えていた。

　これも、天使による一元的管理のための布石だ。そのためにも、また新しい魔物を捜し出して、夢人に人間化させてやろう。もし悪魔に勘かんづかれたら、こう答えればよい。あの人間が勝手に魔物を人間化したこと、我らは関知せぬ。
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「ベルゼ様」

　メフィストフェレスがコーヒーをベルゼバブの部屋に持って現れていた。カップは、一客数十万円もするマイセンのものである。

「このたびのことは本当にお疲つかれさまでございます。そして申し訳ございませんでした。わたしのせいで人間とデートなど――」

「よい。少しだけ楽しめた」

「それならようございますが――」

　メフィストフェレスが何か言いたそうな目を向ける。

「何だ」

「なぜ、わざと胸をさわらせたのでございますか？」

「気持ちよかったのでな」

　ベルゼバブは嘘うそをついた。

「ご冗談を」

「ミカエルの筋書きで踊おどるのは癪しやくに障さわったのでな」

「は？」

「しばらく一人きりにさせてくれ」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎして、メフィストフェレスは部屋を出ていった。

　ベルゼバブはアーロンチェアにすわりなおすと、封ふうを切った。別わかれ際ぎわに通達だと言ってひかりが手て渡わたしてくれたものだ。

　中に入っていたのは、夢人の写真だった。札さつ幌ぽろでカレーライスを食べたあとの写真である。自分が入っていないのが玉たまに瑕きずだが、それでも、最新の夢人の写真だ。夢人はうれしそうに微ほほ笑えんでいる。

　ひかりの気き遣づかいがうれしかった。よく張り合うけれど、双ふた子ごは双子だ。世界で一番お互たがいを理解できるペアである。

　ベルゼバブは、新しい写真立てに最新の写真を入れると、写真の中の夢人を見つめ、ちゅっと口づけした。

「ごめんな、夢人。今度は、ちゃんとあきら姉ちゃんとして帰ってくるからな」







あとがき







　すべては乳のために、乳はすべてのために。

　ごきげんよう、鏡かがみ裕ひろ之ゆきです。

　東京に大雪が降り、屋根が、道が、真っ白になった日にこの原げん稿こうを書き終えました。『悪魔をむにゅむにゅする理由』の第二巻をお届けします。

　午前三時に目が覚めて、それからリライトすること六時間。

　なんだか、ぼうっとして幸せな気分です。天窓からは青空が見えます。昨夜までは、ずっと白い雪で塞ふさがっていたのにね。

　今回は、札幌が舞ぶ台たいです。

　内ない緒しよにしていましたが、北海道という設定だったのです。

　札幌は、ぼくの大好きな町です。大学の四年間を過ごした町、今でも再訪したい町です。ちなみに狸たぬき小路にあるカレー屋は、実在のお店です。大学時代、ぼくも通っていました。是ぜ非ひ、訪れてみてください。

　大学が舞台の一つになったのは、ただぼくの出身大学だったからです。キーボードを叩たたきながら、学生時代に過ごした北大の風景を思い出していました。正門から入って右にスロープを下っていって、上り坂になって、ロータリーを右折してメインストリートを北上して。夜中に友人とマニュアル車の訓練をしたのが、懐なつかしい思い出です。雪の日に自転車でメインストリートを走ってたら、寒くて頭がじんじんしてホワイトアウトしかけたこともあったっけ。中央ローンでジンパ（ジンギスカンパーティー）をやったら、仲間が七輪を割っちゃったこともあったなあ。

　ちなみに文学部の一〇一教室は、たぶん実際とは違うと思います。一〇一教室でジル・ドゥルーズの講義なんてやらないと思うけど、そこはフィクションです。

　北大の描写については、佐藤にゃんきーさんに確認をいただきました。ありがとう！　というわけで、これから新宿伊い勢せ丹たんの分とく山でランチを食べてきます。

　その前に、お決まりの文句を！

　じ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～く・ぼいん！


http://www.onyx.dti.ne.jp/～sultan/

鏡裕之




池いけ袋ぶくろの名店・皇琲亭にて三浦さんの淹れてくれるブルーマウンテンを飲みながら


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




鏡 裕之先生／黒川いづみ先生
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